


 
 

第二東名高 道路は静岡県を東西に 断する形で建設が められており、 市

以東を いて 地で の建設に伴う発掘調査を してきました。本書は のう

の島田市牛尾に所在する駿河山遺跡の発掘調査成 をまとめた報告書の 分冊 に

あたり、駿河山遺跡の最終報告書となります。

島田市域では、 山遺跡、 古 跡、駿河山遺跡、 遺跡の 所で

本調査が行 れ、いずれも地域の歴史を物 る な成 が られました。本書で報

告する駿河山遺跡は、 の中で最も大 に調査が行 れた遺跡で、発 された縄文

時代中期前半〜後期後半、弥生時代後期〜古墳時代前期に する 種 の遺構・遺

物は、この遺跡が大 域 の大遺跡であることを物 っています。

本書は駿河山遺跡の弥生・古墳・歴史時代編の３分冊 に たり、弥生〜古墳時代

の溝状遺構・土坑・性格不明遺構、 して平安時代から近世の掘立柱建物跡・溝状遺構・

土坑、性格不明遺構に いて報告します。

弥生時代後期から古墳時代前期に関しては、これまで 住居跡 200 、掘立柱建

物 63 、方形周溝墓 36 基の調査成 を報告してきました。これらの成 と せて、

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての駿河山遺跡は、弥生時代後期中 から後

に居住域が展開し、弥生時代後期末に集落に墓域が形成され、古墳時代前期前半には

居住域と墓域を溝によって区画するような集落の変化が起こったことが明らかとなり

ました。この区画溝は古い墓域を しており、駿河山遺跡で何らかの 変化が起こっ

た可能性も できます。

・平安時代以降に関しては、集落の様 は判然としませんが、区画溝が検出さ

れたことから、駿河山遺跡の付近に居住していた が 地を 地として利用し

ていた可能性も考 されます。

このように断続的ではありますが、この遺跡における の の を窺い れ

る成 が られました。こうした成 は地域の歴史、文化を る で かせない

となることと います。

本書が、 者の ならず、県 の 様に 用され、地域の歴史を する

となることを います。

最後になりましたが、本発掘調査にあたり、中日本高 道路 東 （

） か、 関 機関の 、 をいただきました。この を りて

し ます。

2013 年３月

静岡県埋蔵文化財センター所

田



 
 

本書は静岡県島田市 谷地区における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査のう 、静
しずおか

岡

県
けん

島
し ま だ し

田市牛
う し お

尾 1174 番地 に所在する駿
す る が や ま い せ き

河山遺跡の発掘調査報告書である。駿河山遺跡の発掘調査報

告書は、平成 19 年 に 駿河山遺跡 （ 編）、平成 21 年 に 駿河山遺跡 （縄文時代編第

分冊・第 分冊） 駿河山遺跡 （弥生・古墳・歴史時代編 ） が 行されており、平成

23 年 には 駿河山遺跡 （弥生・古墳・歴史時代編 ）が 行されている。本書は駿河山遺跡の

報告書としては 分冊 にあたるため、 駿河山遺跡Ⅴ（弥生・古墳・歴史時代編３） としている。

調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業 として、中日本高 道路 （ 日

本道路 静岡建設 ）の を け、静岡県 文化財 （ 静岡県 文化 ）

の のもと、財 静岡県埋蔵文化財調査 所が し、平成 23 年 以降は静岡県埋蔵文化

財センターが 所の業 を き いで した。

３ 駿河山遺跡（第二東名 91 地 ）の確認調査・本調査 の期間と調査 者は以 の

とおりである。 な調査 に いては の 駿河山遺跡 （縄文時代編第 分冊） 第 第

を いただきたい。

財 静岡県埋蔵文化財調査 所

・確認調査 平成 10 年８〜 10 月 立 、河合 、

・本 調 査 平成 10 年 10 月〜平成 11 年３月 立 、河合 、

平成 11 年 月〜平成 12 年３月 、 、 、河合 、石田 、

道 、大

平成 12 年 月〜平成 13 年３月 、 、 、河合 、中田出、大 要

平成 13 年 月〜平成 14 年３月 、 埋文、河合 、 田

・ ・報告書 成 平成 17 年 12 月〜平成 19 年３月 河合 、 子

平成 19 年 月〜平成 20 年３月 河合 （ 〜 月、12 〜３月）、 子

平成 20 年 月〜平成 21 年３月 子（ ）

平成 21 年 月〜平成 22 年３月 河合

平成 22 年 月〜平成 23 年３月 溝

静岡県埋蔵文化財センター

平成 23 年 月〜平成 24 年３月 田中萌子

平成 24 年 10 月〜平成 25 年３月 大竹弘高

本書は第 を田中萌子が し、大竹弘高が した。第 、３ を大竹弘高が した。

付編 第 1・2 は リ ・ ー 、第 3 は 山大 地 岡 、

が した。

本書の編集は静岡県埋蔵文化財センターが行った。

地での基 測 、 中 遺構測 の は に した。

７ 発掘調査では以 の方 に 、 を った。 し る。

谷路 原 大 田 谷

原 明 二 （ ・ ）

８ 発掘調査の は、す て静岡県埋蔵文化財センターが している。
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第 調査の成

第 検出遺構
弥生〜古墳時代の遺構

１

70029 １図

Ｄ リ ドで検出された。遺構の 東 では さ 28 の 土坑に切られており、さらに 東の

ではＳ 70344 に切られている。遺構の は 4 56 、 12 〜 40 、 さは ではな 、最

も い所で 10 である。断面は 形状もし は 状を している。

遺物は土器 が出土しているが、いずれも のため 測 化できなかった。

遺物が のため遺構の時期は明確ではないが、周 の 住居跡と近い時期の遺構の可能性があ

り、弥生時代後期から古墳時代前期のいずれかの時期に する遺構と考えられる。

18136 １図

７ リ ドで検出された。Ｓ 14389 の溝の に形成されている。遺構の は調査区 とな

るため、本 の や形状は かでない。検出 分の は 1 06 、 53 前後、 さ 20 で

あり、住居 の溝より 掘り まれている。検出 分から 測される平面形は 方形に近い形状と

考えられる。

遺物は土器 が出土しているが、いずれも であり 測 化できなかった。

遺物が のため遺構の時期は明確ではないが、周 の遺構と 時期であれ 、弥生時代後期から

古墳時代前期の 時期に する遺構と考えられる。

13028 １図

13 〜 16 リ ドで検出された。 37 5 、 は北東 では 40 〜 60 であるが、 西 で

は 20 となり なる。 さは 20 である。北東 は平安末〜 時代のＳＤ 13387 に切られ

ており、中 付近を と平安時代末から 時代のＳＤ 13053 に される。 西 で掘立柱建物跡

Ｓ 80026 と 的に なっているが、遺構の切り合いが られないため 関 は判然としない。

また 西 ではＳ 13019 を切っているため、Ｓ 13109 より しい時期の遺構と考えられる。

この遺構は、 住居の ない 所に構 されており、この遺構の東西に 建物な が集中して

いるため、集落を区画する溝の 、もし は のための溝といった機能が考えられる。ただし、

切り合いと による遺構の が著しいため、ＳＤ 50838 との関 やこの遺構の性格に関しては確

的なことは判断できない。

遺物は土器 が出土しているが、いずれも であり 測 化できなかった。

遺物が のため遺構の時期は明確ではないが、周 の遺構と 時期であるとすれ 、弥生時代後

期から古墳時代前期の 時期に する遺構と考えられる。

13234 ２図

15 リ ドで検出された。遺構の は 存 で 3 2 、 40 〜 56 、 さ 22 である。北

は調査区 となり、 東の は を けているため、 の形状は判然としない。検出されてい

る 分の形状の特 としては、溝の は ではな 、 中で西 へ大き り出す 所が 所

られる。

遺物は （第 49 - ・ ）と 付 （第 49 - ３）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半から古墳時代前期前半に 付けられる。
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第 調査の成

1420 ２図

29 リ ドで検出された。遺構の は 4 1 で、 は 1 0 〜 1 72 と ではな 、

さは 50 である。北東 でＳ 1426、 西 でＳ 1419、北西 でＳ 3838 を切っており、溝 面

の北東 ではＳ 3850 が検出された。不 な形状であり、 な溝であるため、 のような性格

の遺構であるかは不明である。

遺物は遺構の で高 （第49 - ）が出土し、 西 で器 （第49 - ）、中 の北東よりで （第

49 - 〜 ）、 付 （第 49 -10 〜 13）が出土し、石器は石 （第 49 -14）が出土した。

出土遺物から、ＳＤ 1420 は古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

50838 ３ ４図

17 〜 20 リ ド、調査区の 中 で検出された区画溝である。 104 2 と 、77

西に かっての 、 東へ 状に し、 こから 27 2 までの る。 は 80 〜 1 2 、

さは最も い 地 で 24 である。最も いのは 地 の方形周溝墓Ｓ 50880 と な

る で 88 である。 さ 84 の 地 を と は 40 〜 68 の に収まり、 ・ 地

の が の地 に 著し なっている。Ｓ 53085、Ｓ 50880、Ｓ 54721、Ｓ 50801、Ｓ

50800 を切っていることから、これらの 住居や方形周溝墓より しい遺構と考えられる。

遺物は （第 50 -15 〜 29）、 付 （第 51 -31 〜 34）、石 （第 50 -30）が出土した。

出土遺物から弥生時代末から古墳時代前期に するものと れる。

Ｓ 50880 が古墳時代前期 に けられること（静岡埋文セ 2012）やＳＤ 50838 の出土遺

物から判断して、古墳時代前期 以降、前期前半の遺構と考えられる。この溝は居住域と墓域を区

画する用 があると 測されるが、調査 の にまでの ていることからかなり い を

ものと れる。これまで報告したように、大 で方形の 住居の分 が東 に ることを考 す

ると（静岡埋文 2010）、弥生時代後期には 地 域に居住域が展開していたとこ を、古墳時代前期

に至り、溝によって居住域と墓域を分 するといった大 な区画 が行 れたと考えられる。

２ 土

70192 ５図

リ ドで検出された。 は 76 、 67 、 さ 39 で、平面形は不 形を し

ている。 西 に を 、 面は西 が 、東 に行 に れて次第に なる。

遺物は 面から 12 いた で （第 52 -46）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

70186 ５図

リ ドで検出された。検出状 から な とも３ の土坑が 所で掘られた可能性があ

る。土坑の最大 は 85 、 65 、最 の さが 70 である。西 の に して

には 土坑が掘られている。西半分の さは 35 で 面は平 であるが、中 を境に東ではさら

に 35 掘り まれ、 面は なっている。

遺物は （第 52 -47）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に するであ う。

70096 ５図

リ ドで検出された。 は 41 、 34 、 さ 30 であり、平面形は 形を

する土坑である。西 で の 土坑と している。断面は 形を しており、北西 から 東 に

かって に なっている。
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第 調査の成

遺物は （第 52 -48）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

70045 ５図

３ リ ドで検出された。 は 50 、 38 、 さ 42 で、平面形は 形を する

土坑である。北 と西 で れ れ別の 土坑を切っている。断面は 形を しており、 面は

平 で、やや北 に る。

遺物は 付 （第 52 -49）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

70052 ５図

３ リ ドで検出された。 は 53 、 51 、 さ 44 で、平面形は 形を す

る土坑である。断面は 形を しており、 面は 平 である。

遺物は 面から約 19 の で （第 52 -50）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

70227 ６図

リ ドで検出された。 は 1 2 、 1 08 、 さ 57 で、平面形は西 の

が 状に 出した不 形な 形を した土坑である。 面は 形で、断面は やかな 形を し

ている。また、 面は西 では平 であるが、東 では 30° している。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は不確 であるが、付近には溝で れたＳ 70002 な の

住居跡があることから、これらの遺構と 時期であるとすれ 、弥生時代後期から古墳時代前期

の 時期の遺構と考えられる。

70243 ６図

リ ドで検出された。 は 1 31 、 97 、 さ 12 の不 形で い土坑である。

は に う にあり、 面は 平 である。

土坑中 北 では遺物がまとまって出土しており、 付 （第 52 -52 〜 54、第 53 -55・56）

が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

70068 ６図

リ ドで検出された。 は 44 、 42 、 さ 38 で、平面形は 形状を する

土坑である。断面は 形を しており、やや 掘り まれている。

遺物は 面から８ いた で （第 52 -51）が出土した。

出土遺物から、遺構の時期は古墳時代前期末に 付けられる可能性がある。

70128 ６図

リ ドで検出された。 は 62 、 42 、 さ 41 で、平面形は 形状を す

る土坑である。Ｓ 70007 にあり、住居が される以前と考えられる の 住居の東 の

溝を切っている。この土坑は 西 に を けて掘られており、北 は に近 なっている。

面は に 、断面は に近い 形を している。

遺物は （第 53 -57・58）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

70118 ６図

・ リ ドで検出された。 は 41 、 40 、 さ 37 であり、平面形は
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形を した土坑である。断面は 状に近い 形を しており、 面は平 ではな 東 が ずかに

なっている。

遺物は 付 （第 53-59）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

70133 ７図

リ ドで検出された。 は 45 、 34 、 さ 40 で、平面形は 形状を す

る土坑である。 は に っており、断面はやや を た 形を している。

遺物は 付 （第 53 -60）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

70315 ７図

リ ドで検出された。 は 1 1 、 1 02 、 さ 30 であり、平面形は西 が

し った不 形な形状を した土坑である。断面は 形に近い形状で、西 の が 掘られ

ている。 面も平面形は不 形で、 面は平 ではな やや を て掘られる。

遺物は （第 53 -62）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

70150 ７図

リ ドで検出された。 に を 、東 が 掘り まれているため、 な とも

の土坑が 所で掘り まれた可能性がある。遺構の は 45 、 39 で、西 の

さは 12 、東 は 25 である。平面形に関しては 形に近い形状を しており、断面に関しては

東 の遺構が 形を しており、西 の遺構が 状を してしたと考えられる。

遺物は 付 （第 53 -61）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

70316 ７図

７ リ ドで検出された。 は 1 42 、 80 、 さ 11 で、平面形は の 方形

状を した、やや の大きい土坑である。土坑の は に っており、土坑の 面は 平 で、

断面は 状を している。 東の には 形状の 土坑が掘られている。

遺物は （第 53 -63）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

70304 ７図

７ リ ドで検出された。 は 1 42 、 1 24 、 さ 26 で、平面形は 形に近い

形状を した土坑である。北西 でＳ 70305 を切っており、 でＳ 70303 に切られている。土

坑の は に っており、 面は 平 で、断面は 状に近い 形を している。

遺物は土器 が出土しているが、いずれも のため 測 化できなかった。

遺物が のため遺構の時期は明確でないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に すると

考えられる。

70359 ８図

７ リ ドで検出された。 は 3 63 、 1 33 、北 の最も い所で 83 であり、

平面形は 形状を する大 な土坑である。 北方 の断面は から北へ かって に

なっており、東西方 の断面は 状に近い 形を している。

遺物は土坑 で 出土しており、 （第 53 -64 〜 69、第 54 -70）、 （第 54 -71・72）、

特 遺物（第 54 -73・74）が出土した。
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第 調査の成

出土遺物から古墳時代前期前半以前に構 された遺構と考えられる。

13707 ９図

リ ドで検出された。 は 40 、 さ 28 で、平面形はやや不 形な 形状を す

る土坑である。断面は 形を しており、 面は平 である。 〜東 ではＳ 13708 等の３基の

土坑を切っている。

遺物は 面から 11 いた で （第 56 -105）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

13712 ９図

リ ドで検出された。中 に 20 前後の 土坑が掘られているため、 に を 。

このことから な とも の遺構が 所で掘り まれたと考えられる。 の土坑とも、平面

形は 形状を している。 は 52 、 50 であり、 土坑のある が最も 32 で、

の では 24 の さである。

遺物は 付 （第 56 -106）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

15365 ９図

リ ドで検出された。 は 1 28 、 1 24 、 さ 39 で、平面形 形状を

する土坑である。Ｓ 14083 掘方の を 周する溝を切っており、 東でＳ 14083 の柱 であ

るＳ 15412を切っている。 は と 様に 形で、 面は 平 で、断面は 形を している。

遺物は （第 56 -107）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

15905 ９図

リ ドで検出された。前 のＳ 15365 と 様、Ｓ 14083 掘方の を 周する溝を切っ

ており、東 でＳ 15398 に切られている。 は 46 、 39 、 さ 44 である。住居の

溝より 掘り まれ、断面は 形を しており、 面は なっている。

この遺構では遺物が出土しなかった。

遺物が出土していないため時期は不確 であるが、 の遺構と じ時期であるとすれ 、弥生時代

後期から古墳時代前期の 時期に する遺構と考えられる。

13381 ９図

リ ドで検出された。 西 でＳ 15285 に切られるため、本 の さは不明であるが、

存 は 97 、 も 97 、 さは最 で 8 0 と の土坑に て著し い。 方、 東 は

Ｓ 14128 を切っている。土坑の平面形は検出 分では不 形な 形に近い形状を していたと考

えられる。 は に うような にあり、断面は東に行 に って やかに なっている。

遺物は 付 （第 56 -108）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

15896 10 図

リ ドで検出された。 は 56 、 47 、 さ 23 で、平面形は東 にやや り

出した不 形な 形を した土坑である。断面は 形を している。

遺物は （第 56 -109）と 付 （第 56 -110）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

15867 10 図

10 リ ドで検出された。 は 56 、 41 、 さ 55 で、平面形は不 形な
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方形を する土坑である。西 はＳ 15866 に切られている。 は に って、 面は平 であり、

断面形は 形状をなす。

遺物は土器 が出土したが、いずれも であり 測 化できなかった。

遺物が のため時期の特 は しいが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する遺構と

考えられる。

15866 10 図

10 リ ドで検出された。 で 20 の 土坑に切られているため、 な とも

の土坑が 所で掘り まれたと考えられる。 は 52 、 36 、 さ 33 で、平面形

は 形状を する土坑である。 面は 掘り まれており、断面は 形に近い形状だったと考

えられる。

遺物は ー（第 56 -111）と れる石器が出土している。

出土遺物が石器の であるため、遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期の

時期に する遺構と考えられる。

15767 10 図

11 リ ドで検出された。 で 35 前後の 土坑に 西 を切られていることから、

な とも の土坑が 所で掘り まれたと考えられる。 は 55 、 49 、もっと

も い所で さ 44 、 い所で さ 20 である。断面は 形に近い形状と考えられ、 の 土坑

に関しては に近い形状だったと考えられる。

遺物は検出面に近い シ で、 （第 56 -112）が の状 で出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

11042 10 図

12 リ ドで検出された。 西 をＳ 80022 の柱 Ｓ 13429 に切られている。 のため、

の ・形状が判然としないが、 に関しては 存 で 30 、 32 、 さ 30 である。平面

形に関しては 形に近い形状を している。

遺物は検出面付近で 付 （第 56 -113）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

14512 11 図

12 リ ドで検出された。 は 1 64 で、平面形はややい な 形状の土坑である。

断面は 状を し、 さは最 で 26 であり、東 に に なる。北、東 の で

れ れ 基ず 土坑を切っており、 では 土坑Ｓ 14510 に切られている。また、土坑 面

の 西 にはＳ 16217 と れと切られる 土坑が掘られている。

遺物は （第 56 -114・115）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

13193 11 図

12 リ ドで検出された。 は 2 08 、 2 04 、 さ 18 で、平面形は 形状

をなす土坑である。断面は 状で、西 が ずかに なるが 面は 平 になっている。また、

面東 の は 形状の を けている。

遺物は 付 （第 56 -116）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

15023 11 図

13 リ ドで検出された。 は 35 、 31 、 さ 24 で、平面形はやや不 形な

- 16 -   





 
 

第 調査の成

形の土坑である。 面は 形で、断面は 形をなし、東 が ずかに なっている。

遺物は （第 57 -117）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

14680 11 図

13 リ ドで検出された。 は 34 、 33 、 さ 38 で、平面形は 形状を す

る土坑である。 面は の大きさに してやや さ 、断面は 形を する。

遺物は 面から 16 いた で （第 57 -118）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

15039 11 図

14 リ ドで検出された。 は 29 、 さ 33 で、平面形は 形状を する土坑である。

土坑は めに掘り まれており、 の が の東 よりさらに東 へ り んだ にあるた

め、平面 では の東 は で 示してある。

遺物は （第 57 -119）と 付 （第 57 -120）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

15160 11 図

15 リ ドで検出された。 は 56 、 48 、 さ 65 で、平面形はやや不 形な

形の土坑である。 は東西方 に を 形で、 西に っている。 面はやや を

ており、断面は 状を する。

遺物は （第 57 -121）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

55050 11 図

16 リ ドで検出された。 は 29 、 26 、 さ 38 で、平面形は 形状を

する土坑である。断面は 形に近い 状を する。

遺物は 面から 27 いた で 付 （第 57 -129）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

13191 11 図

16 リ ドで検出された。 は 35 、 さ 40 で、平面形は 形状を する土坑である。

面の は 10 であり の に して に さい。 のため、断面は に近い形状を

する。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は不明確であるが、周 の土坑と 時期であるとすれ 弥

生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

13175 12 図

16 リ ドで検出された。 は 39 、 35 、 さ 24 で、平面形は 形状を

なす土坑である。 は 形で土坑の中 に し、 面は 平 である。断面は 形を する。

遺物は （第 57 -122）と （第 57 -123）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

13126 12 図

16 リ ドに し、東 の土坑が西 の土坑を切った状 で検出された。 基の土坑を合 せ

た は 69 、 35 で、 さは西 が 39 、東 が 35 であり、西 の方が 4 0 なる。

断面に関しては れ れ 形に近い形状であったと考えられる。
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遺物は （第 57 -124）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

13095 12 図

16 リ ドで検出された。 は 67 、 61 、 さ 36 で、平面形は不 形な 形

を する土坑である。 は 形状をなし、やや 西 りにある。 面は ずかに を ており、

断面は 形を している。

遺物は （第 57 -125）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

13048 12 図

16 リ ドで検出された。 は 68 、 44 、 さ 24 で、平面形は東 に し

ら を 形状の土坑である。 はややい な 形状をなし、 西 に っている。 面

は 平 で 形を している。

遺物は （第 57 -128）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

13123 12 図

16 リ ドに し、 基の土坑が切り合った状 で検出された。 基を合 せた は 77

、 46 、 さ 26 で、平面形は 形状となる。検出状 から西 の土坑が東 の土坑を切っ

ていると考えられる。 面は 平 で、断面は切り合いのため判然としないが、 れ れが 形

に近い形状であったと考えられる。

遺物は （第 57 -126）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

13107 12 図

16 リ ドで検出された。 は 28 、 21 、 さ 22 で、平面形は 形の

土坑である。 、 ともに 形であるが、 は に して に さ 西 に っている。

断面は に近い 形をなす。

遺物は 付 （第 57 -127）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

52528 12 図

17 リ ドで検出された。 東 で平安時代末から 時代のＳＤ 50676 に切られる。 は

40 、 29 、 さ 28 であり、平面形は 形状を する。

遺物は土坑中 付近の 面から 17 いた で （第 57 -130）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

53660 12 図

17 リ ドで検出された。 は 46 、 32 、 さ 44 で、平面形は 形状を する。

所で の土坑が られており、北 で の土坑を切っている。 面は平 で、断面は 形に

近い 形である。

遺物は 付 （第 57 -132）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

54428 13 図

17 リ ドに し、 基の土坑が切り合った状 で検出され、検出状 から北西 の土坑が

東 の土坑を切っている。 基を合 せた は 70 、 39 で、 さは北西 の土坑の最
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で 52 であり、東 へ に なる。北西 の土坑の中 では さ 44 となり、 東

の土坑より 10 なる。平面形に関しては、 東 の土坑は北西 の土坑に切られているため

判然としないが、北西 の土坑は不 形な 形を している。

遺物は北 の から高 （第 57 -131）が出土した。

出土遺物から古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

53727 13 図

17 リ ドで検出された。 は 53 、 36 、 さ 37 で、平面形は 形状を

する土坑である。断面は 形を しており、 面は 平ではな 北西 がやや 掘り まれている。

遺物は東 の 面から 7 0 いた で高 の （第 58 -133）が で出土した。

出土遺物から弥生時代後期中 の遺構と考えられる。

53573 13 図

18 リ ドで検出された。 は 63 、 49 、 さ 56 で、平面形は不 形な

形を した土坑である。平安時代末から 時代のＳＤ 50676 に切られる。断面は 形に近い 形

を しており、西 が やかに掘られ、 面は平 である。

遺物は （第 58 -134）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

50672 13 図

・ 18 リ ドで検出された。 駿河山遺跡 （ 編） ではＳ 50672 として しているが、

土坑状になっていることから、ここではＳ 50672 として 報告する。 は 53 、 42 、

さ 52 で、平面形は不 形な 形を した土坑である。 面は平 ではな を ており、

断面は 状を している。

遺物は 付 （第 58 -136）と 石（第 58 -137）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

53479 14 図

18 リ ドで検出された。 は 43 、 39 、 さ 26 である。平面形は不 形な

形を しており、断面は やかな 状である。 で平安時代末から 時代のＳＤ 52859 に

切られており、溝の方がより 掘られている。

遺物は検出面付近で （第 58 -135）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

54396 14 図

18 リ ドに し、 な とも の土坑が切り合った状 で検出され、ＳＤ 52859 とも し

ている。この土坑は、 が 31 、 30 、最 の さ 47 で、平面の に 掘

り まれている。 の土坑は 、 さ 10 である。平面形は 形状をなして、 面は を

、断面は 状を する。検出状 から、北 の土坑が の土坑を切っている。

遺物は北 の土坑において出土し、 面から 32 で 付 の （第 58 -138）が し

の状 で出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

52422 14 図

18・19 リ ドで検出された。 は 2 4 、 1 04 、 さ 24 である。平面形は

形で、断面は 状を している。北西の に 24 、 16 の 土坑が掘られている。

遺物は出土していない。
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遺物が出土していないため遺構の時期は不明確であるが、付近にはＳ 52639 とＳ 52423 な の

方形周溝墓があることから、これらの遺構と 時期であるとすれ 弥生時代後期から古墳時代前期の

時期に する可能性がある。

53679 14 図

・ 19 リ ドで検出され、北西 ではＳ 53822 と する。この土坑は に を こと

から、 所で の土坑が掘られた可能性があるが、切り合い関 は判然としない。 は

70 、 58 、 さ 59 であり、西 の土坑は東 に 20 い。土坑の形状に関しては、

平面形は不 形な 形で、断面は 形を する。

遺物は 面から 36 いた で の から （第 58 -139）が しの状 で出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

53822 14 図

19 リ ドで検出された。 でＳ 53679 と しており、検出状 からＳ 53679 より しい土

坑と考えられる。 は 66 、 44 、 さ 44 であり、平面形は 形状で、断面は

に近い 形を している。 は 形でやや に った にあり、 面は平 になっている。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

出土土器が のため、遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に

すると考えられる。

54451 15 図

19 リ ドで検出された。 は 51 、 42 、 さ 27 で、平面形はやや不 形な

形状で、断面は 形を し、西 がやや やかに掘られている。

遺物は 面から 15 いた で石器が出土した。

石器の の出土であるため、遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時

期に する可能性がある。

50806 15 図

19 リ ドで検出された。遺構 は 51 、 46 で、 面が東から西にかけて に

なっているため、 さは西 の最も いとこ で 46 である。平面形は 形状をなし、断面

は 面が 平ではないため、やや不 形な 形に掘られている。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は不明確であるが、付近に 住居跡や方形周溝墓な の遺

構が集中していることから、 れらの遺構と 時期であるとすれ 、弥生時代後期から古墳時代前期

の 時期に する可能性がある。

50601 15 図

19 リ ドで検出された。 は 86 、 84 、 さ 51 で、平面形はやや な 形

状をなす土坑である。 面は平 ではな 西 がやや 、断面は 形を している。

遺物は 付 （第 58 -140）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

55105 15 図

20 リ ドで検出された。 は 36 、 34 、 さ 23 である。ただし、平安・中

世のＳＤ 52262 に切られていることから、本 の はより大きい可能性がある。平面形は 形

状を し、 やかな 形に掘られている。

遺物は西 の検出面付近で石器が出土した。
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石器の出土の であるため遺構の明確な時期は判然としないが、 の遺構と 時期であれ 弥生時

代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

50754 15 図

・ 20 リ ドで検出された。 は 59 、 49 、 さ 54 である。 は不 形

な 形を し、 は 形で、やや りにある。 面は 平 で、断面は 形に掘られている。

遺物は 土器（第 58 -142）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

53274 15 図

20 リ ドで検出された。 は 64 、 59 、 さ 49 で、平面形は 形状を

する土坑である。 面は中 付近が ずかに 掘り まれており、断面は 形を する。

遺物は検出面付近で 物形土製品（第 58 -143）が出土した。

遺構の明確な時期は判然としないが、付近にはＳ 50880 な の方形周溝墓や、Ｓ 50275・Ｓ

53362 な の 住居跡が検出されていることから、これらの遺構と 時期の遺構であるとすれ 、弥

生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

この遺構は 物形土製品が出土していることから、この土坑付近でなんらかの祭祀が行 れた可能

性も考えられる。

53730 15 図

21 リ ドで検出された。 は 43 、 40 、 さ 47 で、平面形は 形状を

なす土坑である。 東では 44 、 さ 44 の 土坑を ずかに切っている。

遺物はＳ 53730 の 面から 50 で、 （第 58 -144）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

53363 15 図

21 リ ドで検出された。 は 45 、 43 、 さ 23 で、平面形は 形状を

する土坑である。

遺物は土坑 で石 （第 59 -147）が出土した。

石 の の出土であるため遺構の時期は明確ではないが、周 ではＳ 51173・Ｓ 51143 な の

住居跡が検出されていることから、これらの遺構と 時期であれ 弥生時代後期から古墳時代前期

の 時期に すると考えられる。

51157 16 図

21 リ ドで検出された。 は 41 、 40 、 さ 45 である。平面形は 形

状を し、断面は に近い 形を する。西 でＳ 51149 の西溝ＳＤ 51402 を切る。 は

形で に して に さ 、北 に っている。

遺物は西 りの検出面近 で 付 （第 59 -145）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

51399 16 図

21 リ ドで検出された。 は 61 、 43 、 さ 23 である。平面形は東 が

き出たような不 形な 形状で、断面は東 が やかな 形を している。

遺物は 付 （第 59 -146）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

52148 16 図

22 リ ドで検出された。 は 2 98 、 70 、 さ 34 の大 な土坑である。
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平面形は不 形な 形で、断面は 状に近い 形を する。中 より には 25 の

土坑が掘られている。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

出土土器が のため、遺構の明確な時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期の

時期に すると考えられる。

51166 16 図

21 リ ドで検出された。 は 59 、 35 、 さ 49 で、平面形は 形状を

する土坑である。 面は 平ではな 北西 へ行 に れて次第に なり、 状の断面を する。

遺物は 面から 30 いた で （第 58 -141）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

53688 16 図

22 リ ドで検出された。 は 35 、 33 、 さ 26 で、平面形は 形状を

する。 面は ずかに中 が り がって山 になっているが、 形状に掘り まれた土

坑である。

遺物は 面から 10 いた で （第 59 -149）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

51729 17 図

22 リ ドで検出された。 は 50 、 35 、 さ 48 で、平面形は 形状を し、

形に掘り まれた土坑である。 西 でＳ 51731 を切っている。

遺物は 付 （第 59 -150）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

51872 17 図

22 リ ドで検出された。 は 51 、 41 、 さ 78 で、 の に

掘り まれた土坑である。平面形は不 形な 形を し、断面は に近い 状に掘り まれている。

遺物は 面から 58 いた で 付 （第 59 -148）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

51985 17 図

22 リ ドで検出された。 は 92 、 74 、 さ 40 である。平面形は北 の

分が 出しているが、 形状を し、断面は 状を する土坑である。

遺物は 面から 32 いた で 付 （第 59 -153）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

53430 17 図

22 リ ド、前 のＳ 51985 から 東に 3 0 れた で検出された。 は 49 、

39 、 さ 15 で、平面形は不 形な 形を する土坑である。東 が に掘り ま

れているのに し、西 から北 にかけては やかに掘り まれている。

遺物は 面から 8 0 いた で （第 59 -151）と 付 （第 59 -152）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

56042 17 図

22 リ ドで検出された。 は 46 、 41 、 さ 70 で、平面形は 形状を

する土坑である。断面は 形を しており、平面の に て 掘り まれている。

遺物は の （第 60 -154）が出土している。
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遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

51915 17 図

23 リ ドで検出された。 は 51 、 43 、 さ 62 で、平面形は不 形な 形

を している。断面は 状を しており、 面は 掘り まれている。

遺物は検出面付近からは （第 60 -155）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50513 18 図

23 リ ドで検出された。 は 33 、 32 、 さ 72 で、平面の に 著し

い土坑である。平面形は 形状を し、断面は 状に掘り まれているが、 面は 平

ではな 東 に 西 がやや なる。

遺物は 付 （第 60 -156）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

50515 18 図

・ 23 リ ドで検出された。 は 51 、 42 、 さ 59 であり、平面形は

形状を した土坑である。 面は東 に行 に れて なるため、断面は東 が なった 形

を している。

遺物は （第 60 -157）と （第 60 -158）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

53817 18 図

23 リ ドで検出された。 は 34 、 32 、 さ 25 で、平面形は 形に近い

形状を する土坑である。断面は 状を する。

遺物は検出面付近からは （第 60 -161）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期中 の遺構と考えられる。

50040 18 図

24 リ ドで検出された。 は 39 、 35 、 さは最 で 48 の土坑である。

平面形は 形状で、断面は 状を する。 面は平 ではな 、中 が最も 東 では 4 0

なり、 になっている。

遺物は 面から 16 いた で 付 （第 60 -159）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

50035 18 図

24 リ ドで検出された。 は 72 、 45 、 さ 72 である。平面形は の北

東 の が けたような形状の土坑である。また東 の は西 に て 50 検出され

ており、この土坑は周 が を けているため、本 の形状ではない可能性がある。 は 24 、

14 の 形で、 に っている。

遺物は （第 60 -162）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

50031 18 図

24 リ ドで検出された。 は 41 、 36 、 さ 28 で、平面形は北西 がやや

出した不 形な 方形を する土坑である。断面は 状に近い 形を する。西 は平安時代

から中世のＳ 50030 に切られる。

遺物は土坑 で土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。
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出土土器が のため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に

すると考えられる。

50102 18 図

24 リ ドで検出された。 は 35 、 26 、 さ 28 で、平面形は 形状を

する土坑である。断面は 状を しており、北 で を 。

遺物は 面から 15 いた で の （第 60 -160）と礫が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

54426 19 図

24 リ ドで検出された。 は 1 01 、 98 、 さ 27 で、平面形は不 形な

形を する土坑である。北 で 54 、 44 の 土坑に切られる。断面は 状であり、 面

は 平 となる。

遺物は 然礫が出土した。

時期を特 できる遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、付近でＳ 50507 が検

出されていることから、この遺構と 時期であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する

可能性がある。

53334 19 図

24 リ ドで検出された。 は 40 、 37 、 さ 46 で、平面形は不 形な

形を した土坑である。西 で さ 18 の 土坑を切っている。 のため、西 は判然としない 分

があるが、断面は 状に近かったと考えられる。

遺物は出土しなかった。

出土遺物がないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓ 54426 と 様に付近の遺構と 時期であれ

弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

53335 19 図

24 リ ドで検出された。 は 74 、 62 、 さは東 の最 で 65 である。

な とも 基の土坑が切り合っていると考えられるが、土 の 積状 な からは切り合い関 は判

然としない。平面形は不 形な形状で、お ら 基とも 形に近い断面を していたと考えられる。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓ 54426 と 様に付近の遺構と 時期

であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

50476 19 図

24 リ ドに し、Ｓ 53335 の 西に 6 0 れた 所で検出された。 は 62 、

37 で、 に があり、 さは東 の最 で 74 、西 では 50 である。平面形は

形状を し、断面は東 では に近い形状で、西 は 形に近い形状だったと考えられる。 な

とも 基の土坑が切り合っているが、土 の 積状 からは切り合い関 は判然としなかった。

この遺構では遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、Ｓ 54426 と 様に付近の遺構と 時

期であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

50911 19 図

25 リ ドで検出された。 は 45 、 33 、 さ 31 で、平面形は不 形な

形を した土坑である。断面は 形を しており、 面はやや やかで、 面は平 に掘られている。

遺物は 付 （第 60 -165）が出土した。
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遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

52809 19 図

24・25 リ ドで検出された。 は 34 、 31 、 さ 20 で、平面形は の北東

が ずかに けたような 形を した土坑である。断面は 形であり、 面は平 に掘られている。

遺物は （第 60 -164）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

51053 20 図

25 リ ドで検出された。遺構の は、平面に関しては 53 、 40 で、 さに関し

ては、土坑 で中 を境に さの なる の を 、北 の さは 65 、 では 52 であり、

北 の方が 掘り まれている。平面形は 形状で、断面は 形を する。 基の土坑が

所で掘られた可能性があるが、検出状 からは判然としない。

遺物は の （第 60 -163）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

51536 20 図

25 リ ドで検出された。 は 66 、 43 であり、 さに関しては土坑 で が

あるため、 の方が 44 で、北 は38 である。平面形は北西 にやや り出したような形状で、

断面は 形を し、 面に関しては、北 は平 であるが、 が 掘り まれている。なおこ

の遺構は 東の をＳ 51543 に切られている。

遺物は （第 60 -166）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

53987 20 図

25 リ ドで検出された。 は 33 、 24 、 さ 27 で、平面形は 形状を

する土坑である。断面は 形を し、 面は 平 に掘られている。

遺物は検出面付近で （第 61 -167）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

54578 20 図

25 リ ドで検出された。 は 38 、 34 、 さ 45 で、平面形は 方形を し

た土坑である。断面は 形を する。土坑 は北西 で があり、 れと じ さから遺物が出

土している。検出状 と遺物の出土状 から 所に 基の土坑が掘られていた可能性があり、遺

物は の遺構に伴っていたと考えられる。また、この遺物は 的に埋 された可能性も考えられる。

遺物は （第 61 -168）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50340 20 図

25 リ ドで検出された。 は 83 、 80 、 さ 26 で、平面形は 形状を

する土坑である。断面は 状に近い 形を している。また土坑 には 然礫が充填されている

ことから、 石土坑と考えられる。この遺構は大 状遺構のＳ 50542 の付近にあることから、

何らかの祭祀的な を った遺構の可能性も考えられる。

遺構 では礫以 に遺物は出土しなかった。

礫以 の遺物が出土しなかったため遺構の時期は明確ではないが、周 にはＳ 80049 といった掘

立柱建物跡が検出されていることから、この遺構と 時期であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の

時期に する可能性がある。
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52942 21 図

25 リ ドで検出された。 な とも 基の土坑が切り合っていると考えられ、北 の３基は

に なり、東の で 基だけ に した状 で検出された。 れ れの本 の平面形は えら

れず、遺構の前後関 に関しても検出状 からは判然としなかった。 に関しては北 ３基分の

さは 1 12 、最大 52 であり、 の 基は さ 42 、 36 である。西から めの が

最も 66 で、 の より落 んだ状 となる。周 の遺構に関しては西 でＳ 52821 を

切っている。

西 の土坑の 面付近で （第 61 -169）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50289 21 図

25 リ ドで検出された。 は 41 、 34 、 さ 50 で、平面形は 形を した

土坑である。 面は 掘られており、断面は不 形な を している。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳ 52942 と 時期の遺構

であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

50295 21 図

25 リ ドで検出された。 は 50 、 42 、 さ 84 であり、平面形は北西 が っ

ており、 形に近い形状をなす。断面は い 形を しており、平面の に 、

掘り まれている。 面は平 で、 西 がやや い。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳ 52942 と 時期の遺構

であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

50294 21 図

25 リ ド、前 のＳ 50295 から 東へ 18 てた で検出された。 は 40 、

32 、 さ 65 で、平面形はやや った不 形な形状を している。断面は 状を している。

遺物は出土していない。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳ 52942 と 時期の遺構

であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

50287 21 図

25 リ ドで検出された。 は 45 、 36 、 さ 68 であり、平面形はやや不

形な 形状を する。 面は 掘り まれており、断面は 状を する。土坑 は北西 に

を 。

遺物は出土していない。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳ 52942 と 時期の遺構

であれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

50309 22 図

25 リ ドで検出された。 は 51 、 35 、 さ 44 である。この土坑は を

の 土坑と切り合っているため、平面形は不 形な形状を しており、本 の形状も かではない。

またこの 土坑との 関 も不明である。 面は を ており、土坑 には西 の に の

があるため、断面は不 形な 状である。

遺物は出土しなかった。

- 36 -   





 
 

第 調査の成

遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓ 50311 を切っていることからＳ

50311 より しい遺構と考えられ、弥生時代後期後半以降に形成された遺構と考えられる。

50310 22 図

25 リ ドで検出された。 は さ 62 、最大 34 、 さ 29 で、平面形は中 がや

や れたような不 形な形状を する。東 の をＳ 50311 に切られている。 面は平 で、

断面は東 を切られているため、形状は かではないが、 形に近い形状を していたと考えられる。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓ 50311 に切られることからＳ 50311

より古い遺構と考えられ、弥生時代後期後半以前に形成された遺構の可能性がある。

50311 22 図

25 リ ドで検出された。北 を の 土坑と切り合うため、 存 で 34 、最大 32 、

さ 62 である。平面形は は し れて が東 に き出た不 形な形状を する。 面に ず

かに があり、断面は に近い形状と られる。

遺物は （第 61 -170）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50286 22 図

25 リ ドで検出された。 は 36 、 30 、 さ 52 であり、平面形は北西 が

き出た 形状を する。断面は 面が西 にやや った い 形を する。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

遺物が のため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に す

ると考えられる。

50923 22 図

26 リ ドで検出された。 基の土坑が切り合っており、 を合 せた は 54 、

32 で、北西 の土坑は さ 51 で、 東 の土坑は れより 14 い。平面形は切り合いのた

め判然としないが、 の土坑とも 形に近い形状であったと られる。 の土坑ともに断面は

形に近い形状で、 面は平 である。

遺物は 付 の （第 61 -173）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50925 22 図

26 リ ドで検出された。 は 43 、 38 、 さ45 で、平面形は 形状の土坑である。

断面は 状を しており、 面は北東 が最も い。

遺物は中 西 りの検出面付近からは （第 61 -174）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

51095 22 図

26 リ ドで検出された。 は 45 、 36 、 さ 31 で、平面形は 形状を

する土坑である。東 では じ さのＳ 51094 を切っており、Ｓ 51094 より しいと られる。

面は平 で、断面は 形に近い形状を する。

遺物は西 の検出面付近で （第 61 -172）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

51098 23 図

26 リ ドで検出された。 は 47 、 34 、 さ52 で、平面形は 形の土坑である。
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断面は 方 では 掘り まれているが、 方 では を 形で、 で やかなな

を って掘られる。

遺物は土坑東 、 面から 30 いた で （第 61 -175）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

51100 23 図

26 リ ドで検出された。 は 49 、 さは 82 の で、平面形は 形状を した土

坑である。断面は 形で、平面形に して 掘り まれている。

遺物は （第 62 -176 〜 178）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50940 23 図

26 リ ドで検出された。 は 73 、 53 、 さ 1 0 で、 報告 の土坑の

中で最も い土坑である。平面形は 形状を しており、断面は 状に掘り まれている。

遺物は 付 （第 62 -179）と石器が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

53445 23 図

26 リ ドで検出された。 の をＳ 51392 に切られている。 のため、 存 分の

しか えられず、 存 で 31 、最大 44 、 さ 24 である。平面形は 形状で、断面は 形を

した土坑である。

遺物は検出面付近からは （第 62 -180・181）と 付 （第 61 -182）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

51392 23 図

26 リ ドで検出された。 は 47 、 43 、 さ 37 で、平面形は 形状を

した土坑である。 は が っており、断面はやや った 形を している。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

出土土器が であるため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時

期に すると考えられる。

51617 23 図

25・26 リ ドで検出された。 は 60 、 42 、 さ 47 で、平面形は 形状

を した土坑である。断面は 状に掘り まれている。

遺物は 面から約 28 いた で （第 62 -183）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50231 24 図

26 リ ドで検出された。 は 59 、 45 、 さ 46 で、平面形はやや不 形な

方形状の土坑である。断面は 形に近い形状と えられる。

遺物は東 の 面から 28 いた で （第 62 -184）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

50977 24 図

27 リ ドで検出された。 は 47 、 32 、 さ 41 で、平面形は 形状をな

す土坑である。 面は平 で、断面は 形に掘られている。

北 の 面から 21 いた では （第 62 -185）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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50305 24 図

25・26 リ ドで検出された。 は さ 54 、最大 52 、 さ 71 で、平面形は北東

が 出した 形に近い形状をなす土坑である。土坑 の西 には さ 13 の があり、土坑西

と している。 面は を ており、断面は 状である。

遺物は 面から 26 いた で （第 61 -171）が出土した。また、東 の には 然礫が

かれていた。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えらられる。

53699 24 図

27 リ ドで検出された。平面形は 41 、 39 、 さ 28 で、平面形は 形状

をなす土坑である。 面は 掘られており、断面は 状を する。

遺物は 東 の 、検出面付近から 付 （第 63 -195）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

53794 25 図

27 リ ドで検出された。 は 41 、 39 、 さ 41 で、平面形は 形状を

する土坑である。この土坑は にある別土坑の に掘られている。ただし、土 の 積状 等

が不明のため、遺構の前後関 は判然としない。 面は 掘られており、断面は 状を している。

遺物は （第 62 -186・187、第 63 -188）と 付 （第 63 -189）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

3735 25 図

27 リ ド、Ｓ 2157 面 で検出された。 西ではＳ 3738を切っている。 は 1 14

、 1 11 、 さ 16 の、 い土坑である。平面形は 形を しており、 面は平 で、断面

は 状を している。

遺物は の （第 63 -200）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

5618 25 図

27 リ ドで検出された。 は 64 、 60 、 さ 12 で、平面形は 形状を

する土坑である。 面は 平 で、断面は 状である。

遺物は （第 63 -201）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

3542 25 図

27 リ ドで検出された。溝状遺構を切っており、北に 6 0 れた にはＳ 3541 がある。

は 49 、 33 、 さ 49 であり、平面形は 形状をなす土坑である。断面は 状

に掘られている。

遺物は （第 63 -197）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

2178 25 図

27 リ ドで検出された。東 の をＳ 2176 に切られているため、 確な は でき

ないが、 存 で 26 、 26 、 さ 18 で、平面形は 形状の土坑と考えられる。断面も

様に切り合いのため、判然としないが、 形に近い形状と考えられる。

遺物は 付 （第 63 -202）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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3512 25 図

・ 27 リ ドで検出された。北 を 44 、 33 の 形状のＳ 3511に切られている。

のため、 確な は判然としないが、 存 で 62 、 45 、 さ 68 で、平面形はや

や不 形な 方形の土坑と考えられる。 面は 掘られており、断面は 状を している。

遺物は 付 （第 63 -198 199）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

2145 26 図

27 リ ドで検出された。この土坑は北西 でＳ 2157 を切っている。 は 1 34 、

1 32 、 さ 28 で、平面形は 形状を する土坑である。 面は 平 で、断面は

状である。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

出土土器が であるため、明確な時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時

期に する可能性がある。

5921 26 図

28 リ ドで検出された。東〜 で を けているため、 確な や形状が できないが、

存 で 63 、 60 である。またこの土坑は の土坑が 複して掘られていると考えられ、

北 の土坑の さは 59 で、 の土坑の さは 60 である。断面は 形状に掘られている。こ

の の土坑の時期 は、土 の 積状 な が判然としないため不明である。

遺物は （第 64 -203）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

5345 26 図

28 リ ドで検出された。 は 42 、 40 、 さ 54 で、平面形は 形状をなす

土坑である。この土坑は の土坑が 複して掘られており、検出状 から の土坑が北 の土坑

を切っていると考えられる。 面は東 が ずかに なり、 を て掘られており、断面は

状を する。

遺物は 付 （第 64 -204）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

5092 26 図

28 リ ドで検出された。 所で の土坑が 複しており、検出状 から 東 の土坑が

北 の土坑を切っている。 の土坑を合 せた は 39 、 31 、 さ 34 で、 東

が北西 より 12 なっている。平面形は 形状を している。断面は切り合いにより判然と

しない 分があるが、 東 が 状を している。

遺物は の （第 64 -205）と 付 （第 64 -206）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

2010 27 図

28 リ ドで検出された。 基の土坑が 複しており、 の土坑が北 の土坑を切っている。

の土坑を合 せた は 75 、 40 で、 の土坑は東に行 なっており、

最 で 27 である。平面形は 形状で、断面は不 形な 状に掘られる。

遺物は （第 64 -207）と 付 （第 64 -209）、 製石 （第 64 -208）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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1986 27 図

28 リ ドで検出された。 の土坑が切り合って検出されており、検出状 から北西 の土坑

が 東 の土坑を切っていると考えられる。 基を合 せた は 74 、最大 42 、 さは

最 で 49 、 東 の土坑は 、 さ 12 である。平面形は 基とも 形状である。 面は

平 で、 状を する。

遺物は （第 64 -210）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

3128 27 図

28 リ ドで検出された。 西 で 28 のＳ 3177 を切っている。 は 38 、

35 、 さ 57 で、平面形は 形状の土坑である。 面は を て掘られており、断面が

い 状を している。

遺物は 面から 47 いた で （第 64 -211）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

1963 27 図

28 リ ドで検出された。 は 61 、 47 、 さ 21 で、平面形は 形状をな

す土坑である。 面は平 に掘られ、断面は 形状である。

遺物は中 の検出面付近からは （第 64 -213）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

3174 27 図

28 リ ドで検出された。 所で の土坑が 複しており、北 の土坑に関しては、

の土坑に大 分を切られているため形状・ ともに できない。 の土坑に関しては、 が

56 、 44 、 さ 54 で、平面形は 形状の土坑である。 面は 掘られており、断面

は 状を する。

遺物は 面から 19 いた で （第 64 -214）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

3521 27 図

28 リ ドで検出された。 は 29 、 25 、 さ 25 で、平面形は不 形な

形状の土坑である。 面は 掘り まれており、断面は 状を する。

遺物は 付 の （第 64 -215）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

1944 27 図

・ 28 リ ドで検出された。北西 でＳ 3166 と する。 は 71 、 54 、

さ 43 で、平面形は 形状の土坑である。 面は 平 に掘られており、断面は 形を

する。

遺物は 付 （第 64 -216）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

3297 28 図

28 リ ドで検出された。この土坑の周 は 形状に を けている。西 ではＳ 3296を切っ

ており、北東 でＳ 3298 に切られる。 は 70 、 59 、 さ 36 である。平面形は

切り合いのため本 の形状ではない可能性があるが、不 形な 形を している。 面は平 ではな 、

中 が高 なっており、断面は 状である。
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遺物は （第 64 -212）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

1875 28 図

28 リ ドで検出された。 は 29 、 25 、 さ 30 で、平面形は 形状を

なす土坑である。 面は 掘られており、断面は 状を する。

遺物は 面から 6 0 いた で 付 （第 64 -217）が出土しており、 の では礫が出土

している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

1873 28 図

28 リ ドで検出された。北西 ではＳ 3285・Ｓ 3286 を切っており、北東 ではＳ 2157

の 溝に切られている。 は 1 4 、 1 38 、 さ 39 であり、平面形は不 形な 形

状を する土坑である。 面は 平 で、断面は 形である。

遺物は土器 が出土したが、 のため 測 化できなかった。

出土土器が のため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に

すると考えられる。

5118 29 図

29 リ ドで検出された。この土坑は で別土坑に切られており、 西 ではＳ 5119 を切っ

ている。Ｓ 5118 の は 60 、 43 、 さ 16 で、平面形は 形状の土坑である。

の 土坑に関しては が 33 、 23 、 さ 23 である。断面は切り合いのため判然

としないが、 状を していると考えられる。

遺物は （第 65 -218）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

7265 29 図

29 リ ドで検出された。 の土坑が 複して検出され、 の土坑に関しては、 は

77 、 60 、 さ 10 で、中 付近の土坑は が 30 、 24 、 さ 21 である。

平面形は 形状を しており、断面は 状で、 の 土坑は 状であったと考えられる。

遺物は （第 65 -219）が出土しており、 の 土坑に伴うものと考えられる。

出土遺物から 土坑の時期は弥生時代後期末に すると考えられ、Ｓ 7265 はこの 土坑に切ら

れることから、弥生時代後期末以前に形成された遺構と考えられる。

4203 29 図

29 リ ドで検出された。東 ではＳ 3032 を切っている。 は 1 06 、 69 、

さ 39 で、平面形は 形状を する土坑である。 面は平 に掘られており、断面は 形を

している。

遺物は土坑 の で土器 が 集して出土しており、高 （第 65 -220・221）と （第 65

-222 〜 225）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

2996 29 図

29 リ ドで検出された。 は 81 、 72 、 さ 27 で、平面形は 形状の土

坑である。 面は平 で、断面は 形を している。

遺物は （第 66 -230）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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1428 30 図

29 リ ドに し、Ｓ 1426 を北東 で切って検出された。 は 71 、 65 、

さ 30 で、平面形は不 形な方形を している。また、Ｓ 1428 は を 土坑に切られており、

この 土坑は 28 、 さ 39 の で、平面形は 形状を している。断面はＳ 1428 は

形を しており、 の 土坑は 北方 の断面は 状である。

遺物は （第 65 -226）、 付 （第 65 -227・228）、 （第 65 -229）が出土し

ている。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

5646 30 図

29・30 リ ドで検出された。北西 が調査区 にあたるため、本 の 、形状は かでない。

検出された の は、 さ 65 、最大 52 、 さ 11 である。 面は北西 から 東 に かっ

てなだらかに なり、 東 の 面は平 になっている。

遺物は 付 （第 66 -232）と石 （第 66 -233）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

3652 30 図

30 リ ド、Ｓ 1316 の東に 7 0 れた で検出された。 は 89 、 85 、

さ 31 で、形面形は 形状を する土坑である。 面は平 で、断面は 形を する。

遺物は 付 （第 66 -231）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

4256 30 図

30 リ ドに し、西 でＳ 2913 と切り合って検出された。 は 65 、 51 、

さ 29 で、平面形は 形状の土坑である。 面は平 であるが、東 に行 に れて に

なる。

遺物は 面から 13 いた で石 （第 66 -236）が出土した。

石器の の出土であるため、遺構の明確な時期は判然としないが、付近には 住居跡が構 され

ていることから、これらの遺構と 時期であるとすれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に

すると考えられる。

3537 30 図

30 リ ドで検出された。 は 41 、 33 、 さ 33 で、平面形は北東 の

が 出した不 形な 形を した土坑である。 面は平 で、断面は 形を する。

遺物は 、 面から 20 いた で （第 66 -234）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

3712 30 図

30 リ ドで検出された。 は 80 、 50 、 さ 31 で、平面形は 形状をな

す土坑である。 面はやや を 、西 に かって やかに なる。

遺物は （第 66 -237）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

1293 30 図

30 リ ドで検出された。 は 50 、 34 、 さ 44 で、平面形は 形状の土

坑である。 面は 掘り まれ、断面は 状を する。

遺物は 付 （第 66 -238）が出土している。
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出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

2790 31 図

30 リ ドで検出された。 は 26 、 22 、 さ 20 で、形面形は 形状の

土坑である。 面は平 で、断面は 形状を している。

遺物は東 の 面から 6 0 いた で 付 （第 66 -239）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

2576 31 図

31 リ ドで検出された。 基の土坑が切り合って検出され、東 の土坑が西 の土坑に切られ

ている。東 の土坑は大 分を切られているため、 ・形状ともに判然としない。 基を合 せた

は 60 、 59 、 さ 20 で、平面形は不 形な 形である。東 の土坑は に 、

さ 4 0 である。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。 の に石器が出土している。

出土土器が のため、遺構の時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に

すると考えられる。

2534 31 図

30 リ ドに し、 基の土坑が 複して検出された。 の土坑は、 が さ 69 、最

大 64 、 さ 12 で、平面形は のある 形状を する。 方 の土坑は 38 、

34 、 さ 23 で、平面形は 形状である。断面は の土坑が やかな 状を しており、

の土坑は切り合いのため判然としない 分があるが、 状を していたと考えられる。

遺物は （第 66 -235）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

3078 31 図

31 リ ドで検出された。東 でＳ 1316 を切っており、西 の は を けている。

は 65 、 62 、 さ 25 で、平面形は 形状をなす土坑である。 面は を

ており、断面は やかな 状を する。

遺物は の北 で （第 66 -240）と 付 （第 66 -241）が出土した。

出土遺物から古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

3876 32 図

31 リ ドに し、 西 はＳＤ 2348 を切り、北 でもい かの土坑状の遺構を切って検

出された。 は 83 、 66 、 さ 32 であり、平面形は 形状を する土坑である。

面は 平 で、西 に行 に れて ずかに なる。断面は 形を している。

遺物は高 （第 66 -242）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

568 32 図

31 リ ドに し、Ｓ 567 を切って検出された。 は 58 、 48 、 さ 27 で、

平面形はやや不 形な 形状の土坑である。 面は 平 で、断面はやや を た 形を

する土坑である。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

出土土器が であるため、遺構の時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時

期に すると考えられる。
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断面は 形を する。

遺物は （第 66 -243）と 付 （第 66 -244・245）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

2577 32 図

31・32 リ ドで検出された。西 でＳ 176 と、東 で 40 前後の 土坑を切っている。

は 64 、 62 、 さ 37 で、平面形 形状を する土坑である。 面はやや

を 、断面は 状を する土坑である。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。また、 然礫が土坑 の中

で出土した。

出土土器が のため遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に

するものと考えられる。

2240 33 図

32 リ ドに し、東 でＳ 328 を切って検出された。 は 45 、 35 、 さ

31 であり、平面形は 形状を する土坑である。 面は平 で、断面は 形である。

遺物は出土しなかった。

出土遺物がないため遺構の時期は判然としないが、付近にＳ 328 があることから、この遺構と近

い時期とすれ 弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

1919 33 図

32 リ ドで検出された。 は 43 、 42 、 さ 60 であり、平面形は 形

状を する土坑である。 面は 掘り まれており、断面は 状を している。

遺物は出土しなかった。

出土遺物がないため、時期は判然としないが、周 ではＳ 328 やＳ 805 な があるため、これ

らの遺構と近い時期であるとすれ 、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

616 33 図

・ 32 リ ドで検出された。 は 61 、 59 、 さ 48 で、平面形は 形

状の土坑である。 面は東 が最も なり、断面は 形状である。

遺物は 面から約 10 いた でまとまって出土しており、高 （第 67 -246）、 （第 67

247 〜 249）、 付 （第 67 -250）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

2313 33 図

32 リ ドで検出された。 は 34 、 28 、 さ 22 で、平面形は 形状の土

坑である。 面は東 が最も 、断面は 形状を している、

遺物は 面付近で石 （第 67 -251）が出土した。

石器の の出土であるため明確な時期は判然としないが、周 にはＳ 80054 な があり、これら

の遺構と 時期であるとすれ 、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に する可能性がある。

179 33 図

32 リ ド、前 のＳ 2313 の に 12 れた で検出された。 は 72 、 61 、

さ 45 で、平面形は 形状をなす土坑である。 のある中 付近が最も 、西 は なっ

ている。断面は 形を している。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

遺物による遺構の時期は不明だが、弥生時代後期から古墳時代前期の 時期に すると考えられる。
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1934 34 図

33 リ ドに し、 基の土坑が切り合った状 で検出された。検出状 から西 の土坑が東

の土坑を切っていると考えられる。西 の土坑は、 が 62 、 46 、 さ 54 で、平

面形は 形状を し、東 の土坑は、 が 40 、 30 、 さ 21 で、平面形が 形

状である。 面は 基ともに平 で、断面は東 の土坑は切り合いのため判然としないが、西 の土

坑は 形状である。

遺物は 付 （第 67 -252）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

2311 34 図

33 リ ドで検出された。東 で さ 20 のＳ 2310 と切り合っているが、検出状 からは

関 は判然としない。 は 26 、 23 、 さ 23 で、平面形は 形状の土坑である。

面は 掘り まれており、断面は 状を する。

遺物は （第 67 -253）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

３

70367 35 図

Ｄ３・ リ ド、Ｓ 70002 の北東の に うような で検出された。また 東で さ 64

、 46 の 土坑と切り合うが、この土坑との前後関 は判然としない。遺構の は さ 2 64 、

最大 2 12 、 さ 26 で、平面形は 形に近い不 形な形状を した遺構である。断面は 状

を しているが、遺構 に を っていることから、 基の遺構が 複している可能性がある。

遺物は （第 68 -255）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

53203 35 図

19 リ ドに し、北 はＳ 50880 に切られ、東 はＳ 50798 を切っている。また、遺構

では 面中 より北 ではＳ 53383 とＳ 40714 に切られている。検出 分の遺構の は さ

2 0 、最大 2 12 、 さ 17 で、平面形は方形状の遺構である。 面は 平 で、断面は 状

を している。

遺物は （第 68 -265）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

18114 35 図

14 リ ドで検出された。 は調査区 にあたり、検出されていない。また、東 の と北

は が んでおり、さらに の東 では平安時代末から 時代のＳＤ13053が形成されている。

のため、 の形状・ の は しいが、 存 分の に関しては、 5 4 、 2 3 、

さ 12 である。形状に関しては西 の の が えられるの で、検出 分では した不 形

な形状である。 面は 平 であり、断面は 状を している。

遺物は （第 68 -256 〜 260）と ー（第 68 -261）が出土している。石器に関しては、

縄文時代遺物の である可能性がある。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

53690 36 図

明確な遺構は検出できなかったが、遺物がまとまって出土した 16 リ ド西 をここではＳ
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53690 として報告する。

出土遺物はいずれも土器であるが、 測 化できた土器は （第 68 -264）の である。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

13001 36 図

・ 17 リ ドで検出された。 東 は調査区 にあたるため、検出されていない。北 はＳ

13003 を、北西 では の溝状遺構を切っている。検出 分の は さ 3 44 、最大 2 3 、

さ 21 である。形状は 半が検出されていないため不明確だが、 形を していると考えられる。

面は 平 で、断面は 状を している。

遺物は （第 68 -262・263）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

53136 37 図

明確な遺構は検出できなかったが、遺物がまとまって出土した 26 リ ド 西 をここではＳ

53136 として報告する。

遺物は高 （第 68 -266）と （第 68 -267）が出土した。

出土遺物から古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

5914 37 図

28 リ ドで検出された。北 は調査区 にあたるため、検出されていない。遺構 はＳ 5945

とＳ 5944 に切られている。検出 分の は さ 4 2 、最大 76 、 さ 18 で、平面形は

形状の遺構である。

遺物は高 （第 68 -268）と 付 （第 68 -269）が出土した。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期の 時期に するであ う。

3704 37 図

28 リ ドで検出された。 西 でＳ 1760 を切っており、Ｓ 3391 に切られる。遺構の

は さ 2 25 、最大 1 4 、 さ 20 で、平面形は不 形な形状である。 面は 平 で、断

面は 状を している。

遺物は土器 が ずかに出土しているが、 のため 測 化できなかった。

土器の の の出土であるため、明確な時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期

の 時期に すると考えられる。

3250 37 図

・Ｓ 29 リ ドで検出された。この遺構は北 をＳ 4007 に、西 をＳ 4012 に切られ、東

でＳ 3251 を切っている。さらに遺構の中 北 をＳ 4010 に切られており、この土坑の さは 54

と周 に て著し 、この 分だけ落 んでいる。この遺構の は、 の に を

けているため、本 の さは明らかでないが、 存 は 2 2 、最大 78 である。 さは 7 0 と

めて い。断面は 状を している。

遺物は （第 69 -270）が出土している。

遺物による時期の判断は しいが、弥生時代後期後半に するであ う。

54 38 図

Ｓ 33 リ ドで検出された。遺構の は さ 2 8 、最大 2 0 、 さ 58 で、平面形は

形に近い不 形な形状を している。 面は があり、断面は不 形な 形状である。東 に

があり、西 には さ 72 、 40 前後の がある。 土は か り んでいる。

遺物は したと られる縄文土器 の であった。
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第 検出遺構 平安時代〜近世の遺構

２

ＳＤ 13387、13053、52859、50676、52493、13203、12286、13205、13207、13209、13211 は調査の で別

の遺構とされているが、 のように じ区画溝と考えられる。この区画溝は遺物の出土が ないため、

遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期の 住居跡や方形周溝墓を切っている

ことと、駿河山遺跡では弥生時代から古墳時代以降は平安時代まで遺物の出土が認められないことから、

平安時代から中世までのいずれかの時期に する遺構である可能性が考えられる。

13387 41 図

11 〜 14 リ ドで検出された。 は調査区 となり、北 では を けているため本

の は判然としないが、 は 63 25 以 あったものと れ、 は 60 〜 1 2 である。北東

から 西に かって の ており、 中、弥生時代後期のものと れるＳ 14703 を切っている。

からＤ地 における さは 12 〜 24 であるが、最も 西 の 地 では 44 と の地 に

20 〜 32 なっている。断面は 状か 形を している。

遺物は弥生時代から古墳時代の 品と られる （第 81 -474・475）が出土した。

ＳＤ 13387 では、出土遺物が 品の であるため、この遺構の時期は判然としないが、 じ区画

溝のＳＤ 50676 は出土遺物によって平安時代末から 時代に 付けられることから、ＳＤ 13387

も 時期の遺構である可能性が高い。

13053 42 図

14 〜 16 リ ドで検出された。 は北西 で を けているため 存 で約 24 25 、

60 〜 1 2 である。 さは 、Ｄ地 では れ れ 24、30 であるが、調査区 の境界付近であ

る 地 が最も 48 である。断面は 状か 形に近い形状を している。 東 で

90°の で前 のＳＤ 13387 に 続する。 東 が調査区 となるため検出されていないが、本 、

溝は 東 へ続 ものと れる。

遺物は土器 が出土しているが、 のため 測 化できなかった。

出土遺物からは明確な時期は判断できないが、 じ区画溝のＳＤ 50676 は出土遺物によって平安時

代末から 時代に 付けられることから、ＳＤ 13053 も 時期の遺構である可能性が高い。

52859 42 図

16〜 18 リ ドで検出された。 は 約18 9 、 90 〜 1 8 、 さ 66〜 70 である。

を けたＳＤ 13053 の北西 から 60 れた 所に しており、 のまま じように北西にの

ている。 はＳＤ 13053 と の溝であったと考えられるが、ＳＤ 52859 の方が 的に で

掘り まれている。断面は い 形状を している。

遺物は したと られる縄文時代から古墳時代の土器 が出土した。

出土遺物では時期は判然としないが、 の遺構と じように、ＳＤ 50676 と じ時期の遺構である

とすれ 平安時代末から 時代の遺構と考えられる。

50676 43 図

15 〜 18 リ ドで検出された平安時代末から 時代の溝状遺構である。 に を ける

ため を できないが、 は 存 で約 60 75 、 45 〜 60 、 さ 18 〜 38 である。遺

構は調査区東 と にの ており、東 の遺構は後 するＳＤ 52493 と しながら 行して っ

ている。 に かっての る遺構はＳ 51495、Ｓ 51496、Ｓ 51497 を切って し、ＳＤ 52859

と 続する可能性がある。断面は 形状か 状を している。

遺物は山茶碗（第 81 -476）が出土した。

出土遺物から平安時代末から 時代の遺構と考えられる。
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40 図 図
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52493 43 図

15 〜 17 リ ドで検出された。 は 約 17 、 50 〜 60 、 さ 16 である。東

にの るＳＤ 50676 の から 分かれするように開 し、 行して掘られる。

遺物は出土しなかった。

検出状 からはＳＤ 50676 との 関 は判然としないが、 の遺構と じように平安時代末から

時代の遺構と考えられる。

13203 43 図

15 リ ドで検出された。 は 約 2 0 、 50 、 さ 28 である。前 のＳＤ 52493

から東へ 続する遺構である。

遺物は出土していない。

出土遺物がないため時期は特 できないが、 の遺構と じようにＳＤ 50676 と 時期の遺構と考

えられることから、平安時代末から 時代の遺構と考えられる。

12286 43 図

15 リ ドで検出された。 は 約 1 8 、 50 〜 60 、 さ 12 である。遺構の西

が 調査区 にあたるため検出されていないが、本 はＳＤ50676と ながっていたものと れる。

遺物は弥生〜古墳時代の土器 が ずかに出土したが、 したものと れる。

出土遺物から時期は特 できないが、 の遺構と じようにＳＤ 50676 と 時期の遺構と考えられ、

平安時代末から 時代の遺構と考えられる。

13205 43 図

15 リ ドで検出された。 は 約 1 5 、 63 、 さ 12 である。西 は に さ

れているが、本 は前 のＳＤ 12286 と ながっていたものと れる。

遺物は出土しなかった。

の遺構と じようにＳＤ 50676 と 時期の遺構と考えられ、平安時代末から 時代の遺構と考

えられる。

13207 43 図

15 リ ドで検出された。 は 約 1 25 、 50 、 さ 11 である。西 に を

けているが、本 は前 のＳＤ 13205 と ながっていたものと れる。

遺物は出土しなかった。

の遺構と じようにＳＤ 50676 と 時期の遺構と考えられ、平安時代末から 時代の遺構と考

えられる。

13209 43 図

14・15 リ ドで検出された。 は 約 1 25 、 38 、 さ 6 0 である。西 を

に されているが、本 は前 のＳＤ 13207 と ながっていたものと れる。

遺物は出土しなかった。

の遺構と じようにＳＤ 50676 と 時期の遺構と考えられ、平安時代末から 時代の遺構と考

えられる。

13211 43 図

14 リ ドで検出された。 は 約 1 0 、 38 、 さ 10 である。西 に を け

ているが、本 は前 のＳＤ 13209 と ながっていたと れる。東 も を けて 切れている。

遺物は出土しなかった。
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50878 45 図

19 〜 22 リ ドで検出された。遺構の切り合いにより判然としないが、ＳＤ 52862 と溝の

る方 が なると考えられることから、 じ溝の可能性がある。検出 分の は 約 27 75 、

30 〜 90 、 さ 12 〜 24 である。北西 で 時代のＳＤ 52338 に切られる。また、遺構の中

分では弥生時代末から古墳時代前期 に されたと考えられる方形周溝墓群を切っている。

遺物は弥生から古墳時代の土器 が 出土しているが、 したものと れる。

ＳＤ 52862 と じように平安時代から中世の 時期に する遺構と考えられる。

15862 46 図

〜 10 リ ドで検出された。溝の で弥生時代から古墳時代の 土坑 基と している。

また 東の でＳ 15286 と しており、北西の は を けている。 のため北西 の状 は判

然としないが、この遺構の る方 とＳＤ 13387 の る方 が る可能性があることから、Ｓ

Ｄ 15862 も じように区画溝の である可能性が考えられる。遺構の は 存 で約 10 4 、

は 50 〜 1 1 、 さは 8 0 と い。

遺物は したと られる縄文時代から古墳時代の土器 が出土している。

出土遺物からは明確な時期は判然としないが、区画溝の という が しけれ 、 の遺構と

じように平安時代から中世の遺構と考えられる。

53402 46 図

18 リ ドで検出された。 は 約 4 84 、 44 〜 80 、 さ 13 である。北 はＳ

50799 と、 はＳ 50801、Ｓ 50817 と しており、これらは弥生時代から古墳時代に けら

れる遺構である。所 、 による溝状の が んでいる。遺構の切り合いと によって、ＳＤ

53402 が のように ているかは判然としないが、遺構の る方 とＳＤ 50676 の る方 が

なる可能性があることから、ＳＤ 53402 も区画溝の であると考えられる。

遺物は、本遺構と 時代のものと れる土器 が 出土しているが、 のため 測 化でき

なかった。

ではあるが、平安時代から中世の土器 が出土していることと、区画溝の という可能性が

あることから、 の遺構と 様に平安時代から中世の遺構と考えられる。

52274 46 図

・ 19 リ ドに し、ＳＤ 52262 の で検出された。北 で を けているため は

明確ではないが、 存 で約 4 44 、 24 〜 68 、 さ 18 である。遺構は 北にの るが、

は し東に れて弥生〜古墳時代のものと れる 約 40 の 土坑と する。周 で検出され

た弥生時代後期から古墳時代前期の方形周溝墓群や 住居群の 分に し、ＳＤ 52262 の近

にあることから、区画溝の と考えられる。ただし、 の区画溝とは る方 や溝の間 等が

なるため、区画としての溝というよりも 等の を たした溝である可能性も考えられる。

遺物は弥生時代から古墳時代の土器 が出土しており、 したものと れる。

区画溝の であるとすれ 、 の溝状遺構と じように平安時代末から中世の遺構と考えられる。

３ 土

14820 47 図

13 リ ドで検出された。 は 1 05 、 1 0 、 さ 9 0 である。平面形は北

の が 状に き出ているが、 形状を し、断面は 状を している

遺物は 18 世 に けられる 器の が 出土した。
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出土遺物から近世の土坑と考えられる。

15036 47 図

10 リ ドで検出された。 東 ではＳ 15589 を切っている。 は 71 、 65 、

さ 31 であり、平面形はやや を た 形状を した土坑である。断面は 状で、北西

が い で、 東 が に掘られる。

遺物は北東 で灰釉陶器（第 81 -477 〜 479）が３ なった状 で出土した。

出土遺物から 11 世 後半の土坑と考えられる。

53093 47 図

19 リ ドで検出された。 は 62 、 58 、 さ 14 で、平面形は 形状を

する土坑である。断面は 状で、西 に かって やかな で掘られる。

遺物は灰釉 切り碗（第 81 -481）が出土した。

出土遺物から 11 世 後半の土坑と考えられる。

2795 47 図

30 リ ドで検出された。 は 1 07 、 1 0 、 さ 27 である。平面形は 形状

を した土坑である。北 はＳ 2794 に切られ、東 の に を けている。断面は 形を し

ており、 面は中 に かって ずかに 掘り められている。土坑 は 面から検出面まで

の石で充填されていたため、集石がなされた土坑墓と考えられる。

遺物は の石 とともに灰釉陶器（第 81 -482）が出土した。

出土遺物から、11 世 後半の遺構と考えられる。

４

51779 48 図

・ 23 〜 ・ 24 リ ドで検出された。中 北 を めに確認調査 ン − によっ

て切られる。 東の でＳ 51749・54624 と し、西 ではＳ 51780 と しており、これらの

住居は弥生時代後期から古墳時代前期のものと考えられる。遺構の は、 を によって さ

れるため かではないが、 存 を測ると さ 14 1 、最大 6 0 、 さ 25 の大 な遺構で

ある。断面はやや な 状を する。このように大 な遺構であるが、 の い 所でもあり周

の遺構との関 も判然しないことと、出土遺物が ないことから性格不明遺構とした。この遺構の

や では後世の さな や、本遺構より古い時代の の 土坑が確認された。

遺物は本遺構と 時代のものと れる土器 が出土したが、 のため 測 化できなかった。

ではあるが、出土遺物から平安時代末から中世の遺構と考えられる。
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第 出土遺物

弥生〜古墳時代の遺物

溝状遺構や土坑、性格不明遺構から出土した土器はいずれも弥生時代後期後半から古墳時代前期に

するものと考えられる。大 域という地域的状 から、 の特に東 地域の形 的特

を する土器が られる。 の西 地域の特 を 土器も出土しているが、駿河や北 系

の土器が していることが確認できた。また、遺構 からは中 高地系の が 出土しており、

在地系土器を主 に、地 的に近 した駿河や中 高地、北 系の土器が 在していることが特

される。

以 、遺構 とに出土遺物に いて してい 。

１ 出土

13234 49 図

は の である。 的に が し 調 方 は判然としない。 は の で

ある。 面は 調 が され、 面付近には が確認できる。 面は の 調 が

なされている。

３は 付 の である。 面は 調 され、 に が されている。

面は の 調 がなされ、 面は 〜 の 調 が されている。

1420 49 図

は高 の であり、 方に かしを 。 面は が されている。 面は が

、 は されている。

は器 の から 半である。 と の 合 は しており、 状になっている。

面 半は 調 されており、 面 半は 方 に されている。 合 から にかけ

ての 面は の 調 がなされている。 面は から まで 調 されている。

半が しているため かしの は明確ではないが、 存 から判断して 方 に けられていたも

のと考えられる。北 系の器 と れ、古墳時代前期前半に するものと れる。

は り し を の である。 面は 調 が され、 には

が る。 面は 調 され、 面は が されている。７は の である。 面

は 状に 平行に された 文の間に の を 続させており、 の 方は の 調

がなされている。 面は されている。８は の である。 面中 が に り がっ

て 状となる。 面は と 調 がなされている。 面は 調 されている。 は の

半から である。 面は が し 調 方 が判然としないが、 面付近に か と

れる調 が られる。 面付近の 面には の が確認できる。

10 は 付 の である。 面は 調 で、 が確認できる。 は

面ともに 調 であるが、 面は 、 面は に されている。11 は 付 の から

である。 面は、 面が 調 され、 と は れ れ と の 調 が

されている。 面は の 調 がなされている。 から にかけての 面は

されており、 が付 している。12・13 は 付 の である。12 の 面は 調 され、

面は 調 されている。13 の 面は 調 が され、 面は 調 されている。

14 は中 製の石 である。
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49 図  出土 １
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50838 50 51 図

  15 は り し を の から である。 面に と される調 が

られ、 面 半は されている。 面中 から 半にかけては 調 がなされており、

には の縄文が 文されている。 面は されている。16 〜 25 は り し を

の である。16 の 面と 面に のような調 が確認できる。 面には縄文の

きを変えて 文し、 状状に している。この縄文は らも である。17 の 面に

は 続する が されており、 面には の縄文が 文されている。18 の 面には の

縄文が されており、 り した の には が えられている。 面にも縄文が確認で

きる。 面にも縄文が 文されており、 が 、 が となる。また、 種 の縄文の境

には 形の 文が り付けられている。19 の 面に されているのは 調 と れ、 面

には が確認できる。 面でも が確認できる。 面には縄文と れる文様が られ、

の には 形の 文が り付けられている。20 の 面には の が され、 の では

の が られる。 面には縄文が されており、 が 、 が である。21 の

面と 面は 調 されているようである。22 は しているが、 面の に が

ずかに られる。23 は 面の に が られる以 は、 面ともに のため調 方

は不明である。24 の 面に のような が られる。25 は 面ともに しており

調 方 は不明である。

26 〜 29 は の である。26 は 的に しているが、 面は 調 の後に 調

が されている。 面は されている。27 〜 29 は 面ともに しており調 方 が不明確で

あるが、 面には が られる。28 の 面には が確認できる。

30 は 製の石 である。

31 は 付 の と 半である。 面には 調 がなされ、 に が され

ている。 面は 調 で、 は 、 は 、 半は 〜 となる。 半に

は が られる。 面は が の 調 で、 半が 調 と れる。32・

33 は 付 の である。32 の 面は の により面 りされており、 面

は の 調 が されている。 には が確認できる。 面には の が ら

れるが、 している。33 は 面ともに しており調 方 は不明だが、 面に

が られる。34 は 付 の である。 面は され、 面は が 調 、 は

しているが が されている。

70013 51 図

35 は 付 の から 合 である。 面は しているが、 ずかに が確認できる。

面も 調 が されている。

70016 51 図

36 は であり、 が ずかに しているが、 れ以 は 存している。 面ともに

調 されている。

70016 70211 51 図

37 は 付 の と である。 面は が 調 され、 から にかけて、

と の が確認できる。 面は が 〜 の 調 で、 は 調 である。

18090 51 図

38 は高 の である。 面は が か 調 、 は 調 で、 の後 の

調 と れる。 面は ・ ともに 調 され、 の は 原 により調
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50 図 出土 ２
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されている。古墳時代前期末に すると考えられる。

70018 51 図

39 は の である。 面に の が られ、 に が されている。

面にも 〜 の が確認できる。 面は の 調 がなされている。

52400 51 図

40 は の である。 と との 合 が し れて、立 がり 分が に 出し

た形状をなす。 面は のため不明 ながら ずかに が られる。 面は されている。

52406 51 図

41 は の である。 面ともに しており調 方 は明らかでないが、 面に

は が られる。42 は の である。 面は しているが が られる。 面は

調 されているようである。

51279 51 図

43 は の である。 面は 調 であるが、 面は のため調 方 は不明である。

44 は り し を の である。 面ともに が し 調 方 は不明 であ

るが、 面は 調 、 面は が される。

51280 51 図

45 は の である。 面は が られるが、 面は のため調 方 は不明である。

２ 土 出土

70192 52 図

46 は である。 の３分の が しているが、 れ以 の 分は 存している。

面 半は 調 で、 半は と れるが、 調 の が して えな なっている

可能性も考えられる。 面は 調 が されている。 面は され、 には

が確認できる。

70186 52 図

47 は り し を の である。 面とも のため調 方 は不明である。

70096 52 図

48 は り し を の である。 面は 調 され、 面は が ず

かに確認できる。 面は 調 が されている。

70045 52 図

49 は 付 の である。 には しているが が ずかに られる。 面は

から にかけて の 調 がなされ、 には 不明だが 続する が されてい

る。 面は 〜 の 調 がなされている。 面は の 調 で、 面は

調 と れる。

70052 52 図

50 は り し を の である。 面は 的に しており調 方 は不明であ

る。 面には縄文が されており、 に分けて 文される。いずれも の縄文であるが、 は

縄文である。

70068 52 図

51 は の である。 面は 調 され、 面は されている。古墳時代前期末に

するものと れる。
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51 図 出土 ３
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70243 52 53 図

52 は 付 の である。 面は の 調 が され、 に が さ

れる。 面は 〜 の 調 である。 面も 〜 の が られ、 方は 調

されている。53 は 付 の から である。 面は 〜 の 調 がなされ、

に が えられている。 面は 〜 の 調 が されているが、 の

が の に切られているのが確認できる。 面は されている。54 は 付 の

である。 面ともに 調 であるが、 面は 、 面は となっている。55 は 付

の から である。 面は 調 で、 面と は 中 、 は に

されている。56 は 付 の である。 面は 〜 の 調 が されているが、

合 付近は されているようである。 の 面にも が られ、 は 調 されて

いる。 面は 〜 の 調 で、 に の 跡が られる。

70128 53 図

57 は り し を の である。 が し 不明 であるが、 面ともに

の縄文が られ、 面 には のような が確認できる。58 は の である。

面は 、 面は 調 である。

70118 53 図

59 は 付 の である。 には が され、 面には の の

方に の が られる。 面は の 調 がなされている。

70133 53 図

60 は 付 の から である。 面は 後 調 されており、 面

は されている。

70150 53 図

61 は 付 の である。 に が され、 面は 方 に 調 され

ている。 面は の 調 がなされている。

70315 53 図

62 は の である。 面には が られ、 面は 調 されている。

70316 53 図

63 は り し を の である。 面ともに 調 されている。

70359 53 54 図

64 〜 67 は の から である。64 は 面ともに のため調 方 は不明であるが、

面に 状 によると られる め方 の 続する が されている。65 は 面ともに

のため調 方 は明らかでない。66 は複合 を 。 面には に 状 文が り付けら

れている。 面の 〜 は が しいが、 調 であ う。67 の 面には で

と れる い 状 文が り付けられている。 面には のため判然としないが、

が られる。 面は 調 であ うか。65 〜 67 は駿河地域の特 を である。68・69 は

の である。68 の 面付近 面には が確認できる。 面は 調 されている。69 の

面も 調 である。70 は の である。 面は のため調 方 が判然としないが、

に が確認できる。 面は 調 されている。

71・72 は り し を 、 の大き る の から である。71 の 面は

が し 調 方 は不明であるが、 面は 調 で、 に が されている。 面は

調 されている。
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52 図 土 出土 １
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53 図 土 出土 ２
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72 の から の 面には の が確認できる。 面は の 調 が される。

73 は器種不明の土器 である。 を たない 形土器の から 半 のように える。

面は 状 によって文様が されており、 の のように える。 面は、 は で、

もお ら 調 と れる。

74 は の
こしき

か 形製品と考えたが、器種不明の遺物である。何かの 品である可能性も考

えられる。 は、 し が う まる らいの大きさの 状になっている。
こしき

の か の
し

のように える、 に き出した 分の 面は 調 され、 面は の 調 と

れる。 出 分の には 土の が られる。 面は 調 されている。

70189 54 図

75 は 付 の から である。 が の に し、 面ともに 調 である。

70602 54 図

76 は の である。 面ともに 調 されている。

70085 70285 54 図

77は の から である。 面 半は 調 されており、 面付近で が られる。

面 半は 調 され、 半は 調 が されている。

70085 54 図

78 は 付 の である。 面には が られ、 には が確認できる。

面は しており調 方 は判然としない。

70218 54 図

79 は 付 の である。 面は 後 調 で、 面は 後 調 されている。

70211 54 図

80・81 は の である。80 の 面は のため調 方 は不明である。 面は 縄文が

されているが、縄文はやや不 明である。81 は り し を 。 面に の 調

が され、 面には不 明ではあるが縄文が 文されている。82 は の 半 であり、 は

的に り られたものと れる。 面 は 後 調 が されているが、 は

のため調 方 が明らかでない。 面は 調 されている。

70351 54 図

83 は り し を の である。 半は の 調 で、 半は 調

されている。 面は の 調 で、 面はお ら 調 と れる。

70225 54 図

84 は の である。 面ともに 調 されている。

70222 54 図

85 は の である。 面は の 調 が され、 面は 調 されている。

70095 54 図

86 は 付 の である。 面は面 りされている。 面は 、 面は の

調 が されている。

70214 54 図

87 は 付 の である。 面は面 りされている。 面は 、 面は の

調 が されている。
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55 図 土 出土 ４
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70215 54 図

88 は 付 の である。 面は 後 調 で、 面は の 調 である。

70090 54 図

89 は 付 の である。 面は 、 面は の 調 が されている。

70212 55 図

90 は 付 の である。 に が されている。91 は 付 の から

である。 面は 後 調 と れ、 面は 調 されている。92 は 付 の

である。 面は の 調 がなされており、 面は 後 調 と られる。

93 は の と 半である。 は 面ともに されている。 面は 中

の 調 が されており、 面は 調 と られるが、 に の が確認できる。

時期は古墳時代前期と れる。

70232 55 図

94 は の である。 面は のため調 方 が判然としない。 面は の縄文が さ

れており、 文が り付けられている。

70241 55 図

95 は の である。 面は 調 で、 面もお ら 調 と れる。

70164 55 図

96 は り し を の である。 面ともに しているが、 面は 、 面

には の が られる。

70074 70076 55 図

97 は か の から 半 である。 面は が し 調 方 が不明確であるが、

に の が り、 の付 が られる。 面は の 調 で、 面は

されている。 時期は古墳時代前期と れる。

70076 55 図

98 は 付 の から 半である。 面は、 が 、 は に の

が られるが、 的に の 調 がなされている。およ 2 0 の 原 を 用した

ものと られる。 面は 面に が されている。 時期は古墳時代前期と れる。

70339 55 図

99 は の から の と である。 面ともに が し 調 方 は かでは

ないが、 面に が確認できる。

100 は 付 の である。 面は 調 、 面は の 調 が されている。

70293 70148 55 図

101 は の から である。 面は から にかけて縄文が されており、 か

ら に 、 である。 面は 調 されているが、 と に 積 を している。

70145 55 図

102 は り し を の である。 面ともに が し 調 方 は判然としな

いが、 面は面 りされており、 は 調 されている。

70337 55 図

103 は り し を の である。 面には が られ、 面には不 明ながら

縄文が認められる。
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56 図 土 出土 ５
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70158 55 図

104 は の である。 面には が られ、 面付近には が ずかに確認できる。

面は の 調 がなされている。

13707 13708 56 図

105 は の から であるが、 存しているのは の半分 である。 面は 的に

調 されている。 付近の 面は 落している。 面は、 から 半 までは

で、 半 の には が られ、 は 調 されている。

13712 56 図

106 は 付 の である。 面は に を 、 は 、 は の

調 がなされている。 面は、 が 〜 の 調 で、 は されている。

15365 56 図

107 は り し を の である。 面は 調 されている。 面は 面 落のた

め、調 方 は不明である。

13381 56 図

108 は 付 の である。 面は 調 で面 りされ、 には が されて

いる。 面は 、 面は の 調 がなされている。

15896 56 図

109 は り し を の である。 面には ずかに のような 跡が

られ、 面 には 続する が確認できる。 り し の最も にあたる 分には が

されている。 面は 調 されている。 面は 面が 落しており調 方 は明らかでない。

110 は 付 の から 半にかけての である。 面に ずかに が られ、

には が されている。 面は 、 面は 〜 の 調 がなされ

ている。 面は、 が の 調 で、 は 調 である。

15866 56 図

111 は 製の ーと れる。

15767 56 図

112 は り し を の から 半にかけての 分である。 面は の縄文

の に が されており、 には が えられている。 面は 調 と れ、

から 半 にかけての 面には 縄文が され、 から に 、 、が られる。

に された の縄文の には 形 文が等間 に 17 り付けられている。 面 半は

調 されている。 面には の縄文が 文されており、 から にかけての 面に

は のような が られる。 面は か 調 と れるが、 らか判別できない。

11042 56 図

113 は 付 の から 半にかけての である。 面は が しているため調 方

は判然としないが、 的に の 調 である。 面は が し 調 方 は明らかでない。

14512 56 図

114 は り し を の から である。 面ともに しており調 方 が判

然としないが、 面には の の から 方 の が されている。115 は の であ

る。 面付近 面には が確認できる。 面は のため調 方 は不明である。
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13193 56 図

116 は 付 の である。 面は 調 され、 面付近は 調 されている。 面も

調 で、 は 調 されている。 面は 土が には 出している。

15023 57 図

117 は の である。 面 半は 調 がなされ、 れ 分には 文が されている。

面 半は 縄文が 文されているが、 方は のため調 方 は判然としない。 面は が

調 で、 は されている。

14680 57 図

118 は の から である。 面は 調 、 面は されている。

15039 57 図

119 は の である。 面は 、 面は の 調 がなされている。 面は 調

されている。

120 は 付 の である。 面は の 調 がなされ、 面は されているようで

ある。 面付近で 土が には 出している。

15160 57 図

121 は の である。 面付近の 面には しているため判然としないが、 が

られる。 面は 調 されている。

13175 57 図

122 は の 半から である。 面 は 面 落のため調 方 が不明であるが、 は

調 されており、 面付近では 調 後 調 されたことが かる。 面は、 は 、

付近は 調 されており、 面中 は による し出しが られる。

123 は り し を の である。 面は か 調 と れ、 面

は 調 と れる。 面も 調 と れるが、 は 調 されているようである。

13126 57 図

124 は り し を の である。 の には 続する が られ、

面は が確認できる。 面は の 調 で、 は 調 されている。

13095 57 図

125 は り し を の である。 面は 調 されている。 面ともに

が し 調 方 が不明であるが、 面には縄文が られる。 りは判然としない。

13123 57 図

126 は の である。 面は 調 がなされ、 面付近には が られる。 面

は の 調 が されている。

13107 57 図

127 は り し を の である。 面は 調 で、 に が さ

れている。 面は と 、 面は の 調 がなされている。 面は 、

面は の 調 がなされている。

13048 57 図

128 は り し を の である。 面には の縄文を した に 状 文

が り付けられている。 面は を伴う縄文が されており、 りは が 、 が

となっている。
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57 図 土 出土 ６
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58 図 土 出土 ７
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55050 57 図

129 は 付 の である。 面は が確認できる。 面は 調 されている。

52528 57 図

130 は複合 を の である。 面は 調 後、 状 文が り付けられて

いる。 面も 調 が されている。 面 は 積 が されており、 は

の 調 と の 調 が されている。

54428 57 図

131 は高 の である。 面は 調 されており、 合 付近は 調 されている。

面も 調 されている。

53660 57 図

132 は 付 の 半 である。 面は 調 で、 合 付近は 調 されている。 面

は 中 の 調 が されている。

53727 58 図

133 は の高 の である。 との 合 付近 面には めの 状 による を３

続させている。 面は のため調 方 が不明であるが、 の 分に を 、 が確認で

きる。 面は 調 と れる。 面付近 面は 状 により に 調 され、文様を き

出たせている。

53573 58 図

134 は り し を の である。 面には 状 文が り付けられている。

面には が られる。 面は のため調 方 は明らかでない。

53479 58 図

135 は の から である。 面は のため調 方 は不明である。 面は

が のため調 方 が明らかでないが、 は 調 で、 には が られる。

50672 58 図

136 は 付 の 〜 である。 面は、 から まで 〜 の 調 が さ

れている。 の は のように 、 の は かいため、 れ れ なる を

用いて調 を行ったものと れる。 面には い が付 している。 面は の

調 がなされている。 面 半は 調 されており、 半は 後 調 されている。

面は のため調 方 は明らかでない。

137 は 石である。 石として 用した可能性が考えられる。

54396 58 図

138 は 付 の である。 面は 、 面は の 調 が されている。

53679 58 図

139 は の から である。 面には 状 文が り付けられており、７〜８本を

として 所に り付けられていた可能性が考えられる。 面は の 調 がなさ

れ、 面には と が られる。 面 には 状 の を し て

たような 跡が 確認できる。 面には縄文が されている。3 0 〜 4 0 の縄を用いて

に分けて 文されたもので、いずれも の縄文である。 面 は が られ、

は と 調 が確認できる。

50601 58 図

140 は 付 の である。 面は、 面が 、 が の 調 で、

面は 〜 の 調 が されている。
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59 図 土 出土 ８

  - 99 -



 
 

第 調査の成

51166 58 図

141 は の 半から である。 面 には が られるが、 は のた

め調 方 は不明である。 面 に るのは と れる。

50754 58 図

142 は 土器の から である。 面は 調 後、 状 で 調

されている。 面には が られ、 面には 積 と が確認できる。

53274 58 図

143 は 物形土製品である。 と に 所がある。

53730 59 図

144 は の から であるが、 中 が している。 面には の が られる。

から にかけての 面は 末 縄文による区画文となっており、縄文は から 、

である。 に された の には の が られる。 面 は の 調

が されている。 面は 的に い 調 がなされている。

51157 59 図

145 は 付 の である。 には が されている。 面には の い

の が られる。 面は の 調 がなされている。

51399 59 図

146 は 付 の である。 面ともに 調 されている。

53363 59 図

147 は中 製の石 である。

51872 59 図

148 は 付 の から である。 面は の 調 がなされ、 に

が されている。 面は 、 面は 〜 の 調 がなされている。

面は 中 の 調 で、 面は と が されているようである。

53688 59 図

149 は の である。 面は 調 されている。 面は 調 で、 は 調 後、

調 されているようである。

51729 59 図

150 は 付 の である。 に を 。 面は 、 面は の

調 が されている。

53430 59 図

151 は の である。 面は 調 されており、 面付近には が付 している。 面は

調 で、 積 と が確認できる。

152 は 付 の から である。 面は と がなされているようである。

面も で、 面は 調 後、 と がなされたものと れる。

51985 59 図

153 は 付 の である。 面は の 調 が されている。 面は 調 後、

されており、 面付近は されている。

56042 60 図

154は複合 を の である。 面ともに しており調 方 は判然としないが、

面には が ずかに られる。
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60 図  土 出土 ９
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51915 60 図

155 は の から である。 面は 調 が されているが、 面は のため調 方

は不明である。

50513 60 図

156 は 付 の である。 面 に を 。 面は 〜 、 面は

の 調 がなされている。

50515 60 図

157 は の である。 面ともに が られ、 面 は 調 が られる。

158 は り し を の である。 には と が されている。

面は の 調 がなされている。

50040 60 図

159 は 付 の である。 面は 、 面は の 調 が されている。 面 は

調 されている。

50102 60 図

160 は の である。 面ともに が し 、調 方 は不明である。

53817 60 図

161 は り し を の から 半 である。 面は のため調 方 が判

然としないが、 に が られる。 面には の縄文が されている。 面

には 形 文が 2 5 〜 3 0 の間 で り付けられている。 面には３ の縄文が されて

おり、 れ れの縄文の間に が られる。 りは から に 、 、 である。

面には の縄文が されている。 から 半 にかけての 面には が 確認できる。

50035 60 図

162 は の である。 面は 調 され、 面は されている。

51053 60 図

163 は の である。 面には 積 が られ、 れを したような 跡が られる。

面は であ うか。

52809 60 図

164 は の から である。 面と の平 面には れ れ と の縄文が

されている。 面には が られる。 面は 調 であるが、 は

の から 調 されている。 面は 調 されている。

50911 60 図

165 は 付 の である。 面は 、 面は の 調 が されている。

51536 60 図

166 は の である。 面ともに のため調 方 は明らかでない。

53987 61 図

167 は の から である。 面は のため調 方 は不明である。 面は 積 を

で している。

54578 61 図

168 は の から であり、 以 を 。 面には 縄文が 状に されており、

が 、 が である。縄文の に が えることから、 調 後、縄文を した

ものと れる。 面は 調 後、 調 を している。 面は 〜 の 調
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がなされており、 面付近は を ように 調 されている。

52942 61 図

169 は り し を の から である。 面は 調 され、 から

にかけて を伴う の縄文が されている。 には３ の 形 文が３ 所に

り付けられている。 面には の縄文が 文されており、 の には の が ら

れる。 面は 調 後、 調 されているようである。

50311 61 図

170 は の である。 付近 面には が られ、 の 方には しているものの

縄文が確認できる。 面は 調 されている。 付近 面には 状縄文が されており、

は 、 は である。 面は 調 であ うか。

50305 61 図

171 は の から 半 である。 付近 面は 調 が されており、 れ 分は

されている。 面は 調 されている。 面には 積 と が られる。

51095 61 図

172 は の から であり、 以 を 。 形の を 。 面 には の縄文

が されており、中 は か のような の調 が られる。 は 方 に

調 されている。 面には なでた が 確認できる。 面付近は を ように 調

されている。

50923 61 図

173 は 付 の である。 面は が し 調 方 は かでないが、 との 合 付

近に 調 時の が られる。 面 半は調 方 が不明だが、 半は じように 調 時

の が確認できる。

50925 61 図

174 は の から である。 面 と 面は 調 されている。

面 には を伴う の縄文が されている。 面には の 方に が られ、

から にかけては 調 されている。 面付近 面は 調 後、 調 されている。

51098 61 図

175 は の である。 面は 調 されており、 には を した に 形 文が

り付けられている。 面は 調 されているようである。

51100 62 図

176 は り し を の である。 には 状 文が り付けられており、

には の が されている。 面には の が られ、 面には の縄

文が られる。177 は の である。 面 には が られ、 は により を 周さ

せている。 面は 調 されている。178 は の から である。 面 には 形

文が り付けられており、 面には の縄文が されている。 面 は が られ

るが、 から にかけては 調 されているようである。

50940 62 図

179 は 付 の である。 面ともに しているが、 面には 調 時の が

られる。
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61 図 土 出土 10
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62 図 土 出土 11
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53445 62 図

180 は り し を の である。 面に が確認できる、 面は

調 が されている。 面は で の縄文が され、 の に が られ、さらに

の は 調 されている。181 は の 半から である。 面は、 の と 面付

近に が られる。 面は あるいは の 調 が されている。

182 は 付 の と との 合 である。 面は 調 されている。 の 面には

の 跡が られる。

51617 62 図

183 は の である。 形の を 。 面は のため不 明ではあるが、 調 が

ずかに られる。 面は 的に されているが、 は 状 で なでた に を き

ずった と が確認できる。

50231 62 図

184 は の から である。 面は、 が 調 、 が 調 されており、

には の縄文が されている。 面は 調 されており、 には

が確認できる。

50977 62 図

185 は の から である。 面は 調 後 調 が されている。 面は 的に

調 されているが、 付近は 調 されている。 面 分は なでたような が ずかに

られ、 になっている。

53794 62 63 図

186 は り し を の である。 面は 調 されている。 面は縄文が され

ているが、 中で きを変えており、 測 の が 、 が となっている。縄文の 方には、

から に 調 と がなされている。187・188 は の である。187 の 面は

調 され、 面は い 調 が されている。188 は 面ともに が し 調 方 は判然とし

ないが、 面付近 面には の が られる。

189 は 付 の である。 は を した後、 によって したものと

れる。 面には の 調 が されている。 面 は 〜 の 調 が さ

れており、 は と がなされている。

52541 63 図

190 は の である。 面は 調 が され、 面付近は が られる。 面は

のため調 方 は かでない。

52853 63 図

191 は 付 の である。 面は 調 され、 面 に を 。 面には

が られる。 面は の 調 が されており、 方は 調 されている。

54317 63 図

192は り し を の である。 面には のような が確認できる。

面には が られる。 面は のため調 方 は不明であるが、 に と

れる 跡が られる。

52200 63 図

193 は 付 の である。 面には が られ、 面 に が されてい

る。 面は 、 面は 〜 の 調 が されている。
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63 図 土 出土 12
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53873 63 図

194 は 付 の である。 面の に が されている。 面ともに が

し 調 方 は不明である。

53699 63 図

195 は 付 の である。 面は 調 されている。 面 半は 調 、 半は 調

されている。

52700 63 図

196 は の である。 面は 調 されている。 面は のため調 方 は不明で

ある。

3542 63 図

197 は の である。 面 には 文が されており、 は され、 の

方は の 調 が されている。 面は 的に の 調 がなされているが、 は不

明である。

3512 63 図

198・199 は 付 の である。いずれも 面の に を 。198 の

面は 、 面は の 調 がなされている。199 の 面は 、 面は の 調

が されている。

3735 63 図

200 は の である。 面ともに しており調 方 は判然としないが、 面に

は の縄文を した後、 状 文が り付けられている。

5618 63 図

201 は の である。 面ともに しており不明 ではあるが、 面は 調 と

れる。 面付近には 原 が たったような 跡が られる。 面は 調 であ うか。

2178 63 図

202 は 付 の から 半 の である。 に が えられている。

面は 、 面と 面は の 調 が されている。 面は 調 で、 に

が られる。

5921 64 図

203は り し を の である。 面は明 ではないが縄文が されており、

には によるものと られる が る。 面にも縄文らしきものが られるが、 のため

判然としない。 面には を伴う縄文が 状に されており、縄文の から 形 文が り付けら

れている。

5345 64 図

204 は 付 の である。 に を 、 面 は 調 、 は

調 が されている。 面は の 調 がなされている。

5092 64 図

205 は の である。 面は の に 調 が されている。 面には が確認

できる。 面は 方 に されている。

206 は 付 の である。 面は の 調 が されているが、 は の 調

がなされている。 面は の 調 であるが、 は 調 されている。
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64 図 土 出土 13
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2010 64 図

207 は の である。 面ともに 調 されているが、 面の 面付近は 調 されて

いる。

208 は 製の 製石 である。

209は 付 の である。 面は 〜 の が られる。 面は の 調 で、

は と の が確認できる。

1986 64 図

210 は り し を の である。 面 には 原 を し てて

め に き たような が っており、 には も られる。 にはこれらの 跡を

切るようにして が されている。 面には の 調 がなされている。 面は

のため判然としないが、 か 調 の が られる。

3128 64 図

211 は の から である。 は 面ともに のため調 方 は不明である。

から にかけての 面には の縄文が されており、 面は 調 されている。

3297 64 図

212 は の から である。 は 調 され、 面は 調 さ

れている。 面は されている。

1963 64 図

213 は の から である。 面には不 明ながら の縄文が られ、 の か

ら 10 本 の 状 文が り付けられている。 面は しているが、 が られる。

面は 調 で、 は されている。

3174 64 図

214 は り し を の である。 面には の から 状 文が り付

けられている。 面は の 調 が されている。 面には を伴う縄文が 状に さ

れており、 が 、 が になっている。

3521 64 図

215 は 付 の である。 面は の 調 が されている。 面は 方 に されて

おり、 はさらに されている。

1944 64 図

216 は 付 の である。 面には の 調 が されており、 には

原 による大きな が えられている。 面は 中 の 調 が されている。

1875 64 図

217 は 付 の である。 面は 調 されており、特に の が 明に ってい

る。 面は 、 ともに 調 である。 面には所 に が られる。

5118 65 図

218 は の から である。 面には 状に 状 による 文が されており、

と の に 形 文が で り付けられている。 面は の 調 が されて

おり、 付近は 調 後、 めて な 調 がなされている。 面は 調 されて

おり、 が られる。 付近 面は の から の 調 が されている。

7265 65 図

219 は の から である。 形の と 状の を 。 面 には の 縄
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文が されている。 の に なる から にかけては 調 されており、 面付近に

は が られる。 面 半は と れ、 付近は の 調 が されている。

面中 は されている。

4203 65 図

220 は高 の 半から 半である。 かしはお ら 方に けられていたと れる。

面は 調 されている。 面は 、 ともに されている。221 は高 の で

あり、 方に かしを 。 面は 調 、 面は 調 されている。

222・223 は の である。222 の 面は 調 されているようである。 面は のた

め かでないが、 か 調 と れる。223 の 面は 、 面は の が されている。

付近 面は 調 されているように える。224 は の 半から の である。 面

は 調 され、 面付近は されている。 面は と がなされ、 面付近は

の されている。225 は の 半 と である。 面は 調 され、 面付近に

が られる。 面は されている。 面に らしきものが られる。

1428 65 図

226 は の から であり、 状の を 。 半は のため調 方 は不明で

あるが、 半は の 調 がなされ、 付近は の 調 が されている。 面は

調 されている。

227 は 付 の から で、 を 。 面は の 調 で、 面 には

が えられている。 から にかけては 、 は 〜 の 調 が されてい

るが、 半は により不 明である。 面は の 調 がなされており、 面

は 調 後、 に 調 されている。228 は 付 の である。 面は のため 調

方 が不明な 所もあるが、 に 調 が されている。 面は の 調 が されており、

は されている。 面には が付 している。

229 は の 形品である。 面は 調 され、 面は されている。

2996 66 図

230 は複合 を の である。 面には を伴う の縄文が されてお

り、 の に 本で となる 文が 文されている。 面は を伴う の縄文が されている。

面は 面 落のため調 方 は明らかでない。

3652 66 図

231 は 付 の から 半 である。 面は 〜 、 面は の が

られる。 面は 調 されている。

5646 66 図

232 は 付 の である。 面は の 調 後、 されている。 面は の

調 が されている。

233 は中 製の石 である。

3537 66 図

234 は の が した である。 状の を 。 面 に の 調 が さ

れており、 半には の付 が られる。 面は の 調 がなされ、 面は

調 されている。

2534 66 図

235 は の 半から である。 面は 調 されているが、 面は のため調 方 は
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不明である。

4256 66 図

236 は 製の石 である。

3712 66 図

237 は り し を の である。 面ともに 調 され、 面の に

が られる。

1293 66 図

238 は 付 の である。 のため調 方 は判然としないが、 面ともに

が られる。

2790 66 図

239 は 付 の である。 面 は 、 は の 調 が されている。

面は 調 され、 面は 調 の後、 されている。

3078 66 図

240 は の と であり、 タ の である。 面 には 1 0 の が

周するように り付けられている。 面は 調 の後、 により されている。

面は 調 が されている。 から にかけての 面は、 の がなされ、

は 方 に 調 されている。 面も と れ、 が られる。

241 は 付 の である。 に が られ、 から は の 調 が

されている。 面は 中 の 調 がなされ、 面は されている。

3876 66 図

242 は高 の から である。 面は 調 されている。 面は、 に

らしきものが られ、 は 調 されている。 面は されている。

2375 66 図

243 は の である。 面には が られる。 面には が られる。 面は

のため調 方 は明らかでない。

244・245 は 付 の であり、 に を 。244 の 面には の

が られ、 面は の が されている。245 の 面は しているため判然としな

いが、 が られる。

616 67 図

246 は 状 を の高 と れ、 が 存する。 面は 調 されてお

り、 面は 調 が されている。 面は 調 後、 されている。

247・248 は り し を の から である。247 の 面は 調 が され

ている。 面は 落のため調 方 が判然としないが、 調 がなされているようである。

面は されている。248 の 面には の が られる。 面は のため調 方 は

明らかでない。249 は り し を の である。 面は、 に が られ

る以 は のため調 方 は不明である。 面は の 調 が されており、 は 調

されている。

250 は 付 の である。 的に しており調 方 は不明 であるが、 面は

調 と れる。 の 面は されている。 面は の 調 が されており、

は 調 されている。
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2313 67 図

251 は 製の石 である。

1934 67 図

252 は 付 の である。 面の に を 。 面は 、 面は

の 調 が されている。

2311 67 図

253 は 状 を である。 から にかけての 面には の 調 がなされてお

り、 面には の縄文が されている。縄文の 方から にかけて 調 がなされており、

面付近 面には の が られる。 面にも の 調 が されている。

面 には 続する が られ、 面付近には の が確認できる。

5442 67 図

254 は の 半の である。 面は 形 文を り付けた後、 縄文が 状に 文されてい

る。 分は が確認できることから、縄文を した後、 の を し の後に 分

の で 文したと考えられる。なお、 が二 になる 分があり、 文方 を変えた と考えられる。

縄文の りは から に、 、 、 、 である。

３ 出土

70367 68 図

255は複合 を の である。 面ともに しており調 方 は判然としないが、

面の に が られる。

18114 68 図

256 は り し を の である。 面は 調 後、 い 状 文が り付

けられている。 は 調 されている。 面は 調 されており、 は の後

されているようである。257 は複合 を の である。 面ともに しており調

方 は不明確であるが、 面は か 調 の後、 状 文が り付けられている。258 〜

260 は の である。258 の 面は 調 で、 面付近に が られる。 面は 調 さ

れている。259 は 面ともに しているが、 面は 調 、 面付近は 調 されているよ

うである。260 の 面は のため調 方 は明らかでないが、 面付近に が られる。

面には が っている。 面は 調 が されており、 原 を き したような が

られる。 面付近 面は 調 されている。

261 は 製の ーである。縄文時代の 品と れる。

13001 68 図

262 は り し を の である。 面ともに しており調 方 は かではな

いが、 面の に が られる。263 は の である。 面には 縄文が され、

縄文の りは である。 の の 方には が られる。 面は、 に の

が られるが、 の は されている。

53690 68 図

264 は の 半から である。 面ともに のため不明 ではあるが、 が されて

いる。

53203 68 図

265 は り し を の である。 面には が られ、 に が
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されている。 面は 調 、 面は 調 されている。

53136 68 図

266 は 開 高 の から である。 の 方に かしを が、いずれも 中で

している。 のため不明確ではあるが、 面ともに が られる。 面は さ

れているようである。

267 は の と考えた。 面は が し 調 方 は不明であるが、 面は 調

されている。

5914 68 図

268 は高 の である。 面ともに 調 されている。

269 は 付 の である。 合 面には が られるが、 面は のため

調 方 は不明である。 面も により判然としないが、 は されている。

3250 68 図

270 は の である。 面は 状 で することにより 状文を り出している。 状

文の 方は 調 が されている。 面は のため判然としないが、 されているようで

ある。

70361 69 図

271 は の である。 面ともに が し 調 方 は不明である。

70368 69 図

272 は複合 を の である。 面には 状 文が り付けられている。

70363 69 図

273 は 付 の である。 面は しているが、 の が ずかに確認できる。

面は の 調 が されており、 方は 調 されている。

10163 69 図

274・275 は の である。274 は 面ともに のため調 方 は不明である。275 の 面

には が られ、 面付近には が認められる。 面には 中 の 調 が されて

いる。

69 図 出土 ２
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４ 出土

遺構 出土遺物で 測 化できたものは合 196 であり、高 、 132 、 、

３ 、 付 41 、 、 、石器 である。出土土器の様 から遺構出土土器と じ

弥生時代後期後半から古墳時代前期に するものと れる。

以 、器種 とに出土遺物に いて記 してい 。

70 図

276・277 は高 である。276 は である。 面ともに 調 されており、 面の

に が付 している。277 は であり、 方に かしを 。 面は 調 されている。

面 は 、中 は 調 、 は されている。

70 77 図

278 〜 409 は である。278 は から 半であり、 は半分 が 存する。 か

ら にかけての 面は 調 が されている。 面には の 状 文が り付けら

れており、 存 から判断して 所に り付けられていたと れる。 面 には、３

の 形 文が 所に り付けられている。 面には 縄文が 状に されており、 から

に 、 となる。 面は が し 調 方 は不明である。 面には の縄文

が 文されており、 の 方に 形 文が り付けられている。 形 文は合 所に り付

けられていると れる。 面は 調 が されており、 には が られる。

面は 調 されている。279 は から である。複合 を 、 面は 、

は の が されている。 面 半は 後、 調 がなされている。 付近

面は の が されている。

280・281 は から 、282 は であり、いずれも り し を 。280 の

から にかけての 面は の 調 が されている。 面は しているが、 の

が確認できる。281 の 面の には が られる。 面は 調 が されて

おり、 面には 形 文が り付けられている。282 の 面は、 面に 状 文が り付けられ

ており、 〜 には が られる。 面には の縄文が られ、 の 方は のため調

方 が不明であるが、さらに 方には と 調 が確認できる。

283 〜 292 は複合 の である。283 は 面ともに しているが、 面に縄

文が ずかに られ、 の に 状 文が り付けられている。駿河地域の特 を である。284

は 面に 状 文が り付けられており、 に が られる。 面は のため調 方

は不明である。285 の 面には 状 文が り付けられている。 面は のため調 方 は

明らかでない。286 の 面は しているが ずかに縄文が られ、 の に 状 文が り付

けられている。 面は 調 されている。287 の 面には が られ、 の から 状 文が

り付けられているが、 をしっかりとなでて している。 面 は 調 の後、

調 されている。288 の 面には が られ、 の に 状 文が り付けられているが、

しており 合 が る。 の平 面には が り、 面には の が ら

れる。289 の 面には の縄文が されており、 面には の縄文が 状に 文されているようで

ある。290 は 面ともに が し 調 方 が判然としないが、 面に の が られ

る。291 の 面は の 調 が されており、 原 の が たった 跡らしきも

のが られる。 面は の 調 が されている。292 は 面ともに が し 調 方 は不

明である。 面の が れ がっている。
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293 〜 303 は であり、 り し を 。293 の 面は 調 され、 から

の 面には が られる。 面は の縄文が されている。294 の 面は

されており、 面には の 方に が られる。 面には を伴う の縄文が

されている。295 の 面には の が られる。 面には 状縄文が されており、 が

、 が となっている。296 の 面には によると られる 続する が られる。

面は なでた後、 調 を行っている。 面は しているが の縄文が さ

れている。297 は 面ともに が しいが、 面には 、 面には縄文がかすかに られる。

298 の 面には が られ、 の に が されている。 面には ずかに縄文が確

認できる。299 は 面ともに のため調 方 は不明であるが、 面に が られる。

300 の 面は 状 文の 付後なでられており、 には が る。 面には

が られる。 面は 状縄文が されており、 は 、 は となっている。301 の

面には い が に される。 面には が られる。 面は のため調 方 は

不明である。302・303 は 面ともに が し 調 方 は不明である。302 は 面の

が っており、 の成形がやや である。

304 〜 321 は であり、305 を いてす て り し を 。304 の 面には

の が られ、 の には が っている。 面には 縄文らしき文様が認め

られる。305 の 面は 半 に かい 調 が され、 半 は 調 がなされている。 面は

のため調 方 は不明である。306 の 面は 調 後、 されている。 面は を伴う

の縄文が されている。307 の 面には しているが ずかに縄文が られ、 から

には の 調 が されている。 面も 調 されている。308 の 面の には

しているが が られる。 面は 、 方は の 調 が されている。309 の

面には 状 文が り付けられており、 には が られる。 面には が

ずかに確認できる。 面には の縄文が られるが、 方は のため調 方 は不明である。310

の 面には の縄文が されており、 は 調 されている。 面には 調

が されている。 面には を伴う の縄文が されている。311 の 面には 調 が されて

おり、 面に が られる。 面は 調 の後、 な 調 がなされているようで

ある。312 の 面には 状 文が り付けられており、 に が られる。 面は の

ため調 方 は不明である。

313 の 面には の が られる。 面は により不 明であるが、 が確認でき

る。 面には が られ、 形の 文が３ 確認できる。314 の 面には 状 に

よると考えられる が られる。 面には した縄文が られ、 形 文が り付けられ

ている。315 は 面ともに が し 調 方 は判然としないが、 面の には が

られ、 面には ずかに縄文と 形 文が確認できる。316 は 面ともに が し 調 方 は

不明である。 面の には がかすかに られ、 面には 形 文が り付けられている。

317 も 面ともに しているが、 面には 、 面には の縄文が られる。318 は

の 面ともに の縄文が されている。319 の 面は の 調 が されており、

には が られる。 面は 縄文が 状に されており、 が 、 が となっ

ている。320 の 面には の が られ、 面には の縄文が されている。321 の

面には 続する の が られる。 から にかけては かな 調 が されており、

では の から 調 がなされている。 面は の縄文の 方に かな と

が確認できる。
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322 〜 343 は であり、いずれも り し を 。322 の 面には の

が られ、 には も られる。 面には の縄文が されている。323 の 面には

の縄文の から 状 文が り付けられている。 面には の縄文と 形の 文が られる。

324 の 面には が ずかに られ、 面 に が確認できる。 から は

調 されている。 面には の 縄文が されており、 は 調 されている。325 の

面には の が られる。 面には により不 明な の縄文が認められる。

面には 縄文が されており、 の を境に は 、 はお ら の縄文と

れる。また、 形 文が確認できる。326 の 面には 状 文が り付けられており、 面には

の縄文が されている。 面は に の縄文が られるが、 は のため調 方 は不

明である。327 の 面には 状 による が されており、 に が られる。

面には の縄文が されており、 形 文が り付けられている。

328 は 面ともに が し 調 方 は不明 であるが、 面の には と れ

る が られる。 面には と られる 縄文が されており、 の には 続する

が されている。329 の 面には の が されており、 面 には か による

が られる。 面には しているが縄文が られる。 面は を伴う の縄文が されて

いる。330 の 面は のため調 方 は不明である。 面には縄文が されている。331 の 面には

が られ、 面の に 続する が確認できる。 面は のため調 方 は判

然としないが、縄文が られる。332 は 面ともに しているが、 には が ら

れ、 面には が ずかに認められる。 面は に の縄文が 。

333 の 面は のため調 方 は明らかでない。 面には 縄文が 状に されており、 が

、 が となっている。さらに縄文 の間には 形 文が られる。334 の 面には

がかすかに られ、 面には が る。 面は に の縄文がかすかに られる以 は、

のため調 方 は不明である。335 は 的に しており調 方 は不明であるが、 面に 文

のようなものが確認できる。336 も 面ともに が し 調 方 が判然としないが、 面には

が られ、 面には縄文らしき文様がかすかに られる。337 の 面には 調 が されており、

は 調 されているようである。 面の には が られる。 面には に

縄文と が ずかに られる以 は、調 方 は不明である。

338 は 的に が し 調 方 は不明であるが、 面に られるのは の と れる。

339 の 面には が されており、 面には の が られる。 面は の 調

が されている。340 の 面は 、 面は の 調 が されている。341 の 面は 、

面は の 調 がなされている。342 の 面は 調 が されており、 面もお ら 調

と れる。343 の 面の には が されている。 面には が られるが、 面

は 落しており調 方 は明らかでない。

344 〜 363 は である。344 〜 354・357 〜 359・361・362 は り し を 、360・

363 は複合 を 。344 は 面の に を 、 面は 調 されている。 面は

のため調 方 は不明である。345 の 面は が き、 面 に が られ、

の に が確認できる。 面は 調 されているようである。また、 も られ

る。346 の 面は 土 を り付け、 分的に ま て 状 文状に り出している。

面は 調 され、 面は 調 されている。347 は 面ともに が し 調 方 は不明であ

る。 面には 状 文が り付けられている。348 の 面は 調 後 調 されてい

る。 面にも が られる。349 〜 351 は 面ともに が し 調 方 は かでない。
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73 図 出土 ４
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74 図 出土 ５
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352 の 面は 調 後、 〜３本 の 状 による が されている。 面は

落しているが、 の か 調 が されているようである。353 の 面は 調 が

されており、 面 には が られる。 面も 調 されているが、 は 調

されており、 が確認できる。354 の 面に されているのは の縄文と れる。

面は のため調 方 は不明である。355 の 面は 調 、 面は 調 されている。 面

とも されている。356 の 面と 面には の縄文が されており、 面は 調

がなされている。357 〜 359 は 面ともに が し 調 方 は不明である。360 は複合

の で、 面には の縄文を した から 形 文が り付けられており、 に

が られる。 付近 面は 調 と 調 が されている。 面は 調 で、

は 調 後 調 されている。361 は 的に しており、調 方 は判然としない。 面に

は 縄文が されており、 は 、 は 調 後、 の縄文が されているようである。

362 の 面は 調 後、 調 されている。 面には の縄文が されており、 は

調 されている。363 の 面には の縄文を した から 状 文が り付けられている。

の平 面にも の縄文が されており、 面は 後、 されている。

364 〜 366 は である。364 の 面は 調 後、 続する が されている。

面は 調 されている。 面には の 縄文が されており、 は 調 されている。365

の 面と の平 面には の縄文が されている。 面は 調 されている。366 の

面は 調 で、 には による が られる。 面は 調 されている。

面には 縄文が されており、 が 、 が となっている。

367・368 は から にかけての 分である。367 の 面は 平方 の で器面

を 周させており、 面には 続する め方 の が されている。 面には が っ

ている。368 の 面は 平方 に を し、 の に 状に文様を している。

369 〜 373 は である。369 の 面は 方 の を３ し、 の に め方 の を 続し

て している。 面は 調 されている。370 の 面には しているものの が確認できる。

面は 調 されている。371 は 面ともに が し 調 方 は明らかでない。 れ 分の

の 面には 形 文が り付けられている。372 の 面は、 が 調 で、中 は 後、

調 されているようである。 の には 平方 の を した から 形 文が り

付けられている。 面には 状文が されている。 面は 調 されているが、

が られる。373 は 面ともに のため調 方 は不明である。 面には 平方

の の 方に縄文が確認できる。

374 〜 377 は から である。374 の 面には を伴う の縄文が されており、

の の には 形 文が 付されている。縄文の 方は 調 されている。 面は 調 さ

れている。375 は 面ともに が し 調 方 は判然としないが、 面には不 明な

が られる。 には 縄文が されており、 の３ は の縄文と られ、最 は の縄

文である。 面は 調 が されているようである。376 の と の 面は 調 され

ている。 面 には 縄文が されており、 が 、 が となっている。

面は 調 されており、 中 から にかけての 面は されている。377 の 面

は 調 されており、 は め方 の 状 による を 続させて 状文を り出してい

る。 面は 調 されている。

378 は であり、 面には の縄文が されている。 面に られるのも縄文と れ、

面が 、 は の縄文と られる。

- 128 -   



 
 

第 出土遺物 弥生〜古墳時代の遺物

76 図 出土 ７
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379・380 は の である。379 の 面には 状 による で 状文が されている。

380 の 面には 平方 の を し、 の 方に の縄文を 文した から 形 文が り付けら

れている。381・382 は である。381 の 面には 縄文が されており、 の原 で の

さを変えて付 にしたものである。382 の 面には 本 の 状文が３ 確認でき、

は されている。 面は 調 されている。

383 〜 386 は の 〜 である。383 は から の が 存している。 は 状を

しており、 半の は明 ではない。 には 縄文が 状に されている。調 は 面が

の の後に と の が され、 面は の の後に の が される。384 は

状の である。 面は の後に の が され、 面は と の 調 が さ

れる。385 は 形の で、 半の が確認できる。 面は の後に が され、 面は

のあとに 調 がなされる。386 は 面ともに 調 である。

387 〜 409 は の である。387 は から のまま立 がる。 のため、 面の調 は不明

であるが、 面では が 確認できる。388 は が るが が しいため、判然とし

ない。389 は のため、調 は不明である。390 は のため明 ではないが、 面は の 調

の後に の が され、 面は の 調 が される。391 は 面に の 調 が

される。392 は 面に の 、 面に の が る。393 は 面に の 調 の

後に が され、 面も の 調 の後に が される。394 は 面に 調 が られ

る。395 は の の後に の が され、 面は の 調 が される。396 は の

調 が される。397 は の が確認できる。398 は 面に の 調 が され、 面

に の が 確認できる。399 は 面に による調 が される。400 は のため 面

の調 は不明であるが、 面は の 調 が される。401 は 面に の が 確認できる。

402 は 面に が 確認できる。403・404 は のため調 は不明である。405 は 面に の

、 面に と の 調 が確認できる。406 は 面に の が確認できる。407

は 面に の が確認できる。408 は 面に と の が確認でき、 面は の

が確認できる。409 は 面が の後に と が され、 面は が される。

77 図

410 〜 418 は 、419 〜 421 は である。410 は の である。 面 に が し

確認でき、 面は が し確認できる。411 は から である。 面は の 、 面は

の が確認できる。412 は の から である。 面とも の が される。413

は から の が 存している。 は で は である。 面は で

が確認できる。414 は の から である。 面に と の が確認できる。415 は の

である。 で れるように し、 のまま立 がる。調 は により不明 であるが、

が 分で確認できる。416 は の から である。417 は の から である。調

は 面ともに である。418 は の から である。 面は により不明 だが、 面は

でし り が確認でき、 と による調 が される。419 は の い である。

は平 に られる。 面は で、 面は により調 される。420 は の から

である。 で し する。調 は 面で が確認できる。421は の から である。

面は の後に が され、 面は が される。
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78 図  出土 ９
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79 図 出土 10
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78 80 図

422 〜 455 は 付 である。422 は の から である。 でやや り、 で の 状に

し、 のまま する。 は平 に られ、 の は が される。調 は

面で から の が確認できる。423 は の から である。 は 半が り、

で の に する。 は平 に られ、 には が される。調 は 面に の

が され、 面は の が される。424 は の から である、 がやや り、

で し、 やかに する。 は られており、 が る。調 は 面ともに

のため不明 である。425は の から である。 はあまり らず、 で の に する。

面は平 に られ、 に が る。 面は と の が され、 面は と

が確認できる。426 は の から である。 はあまり らず、 で やかに し、

する。 面は により面 りされ、 で が される。427 は の から である。

はＳ に し、 やかに する。 は られ、 から にかけてしっかり

とした が される。 面は と の が され、 面は の が される。

428 は の から である。 からＳ に し、 やかに する。 は ら

れ、 が る。 面ともに が しいが が 確認できる。429 は の から

である。 で の に し、 方 に立 がる。 は られ、 に が

る。調 は により不明 であるが、 面の に が確認できる。430 は の から

である。 でＳ に し、 やかに する。 面に が確認できる。431 は の か

ら である。 で の に し、やや る。 は られる。調 は 面と

もに の が される。432 は の から である。 の に し、 面は に

より面 りされ、 に が る。 面には の 、 面には の により調 さ

れる。433 は の から である。 面は により面 りされており、 半に が 。

面は の 調 で、 面は の 調 である。

434 は の から である。 はＳ 状に やかに し、 する。 面は により面

りされており、 に が 。 面は の 調 で、 面は の 調 である。435 は

の から である。 は平らに られ、 面は の 調 、 面は の 調

である。436 は の から である。 から にかけては し、 より はあまり

らない。 面は平らに られ、 に が 。調 は により不明 だが、

が確認できる。437 は の から である。 は られ、 が で確認で

きる。 面に の が確認できる。438は の から である。 面は により面 りされ、

には が 。 面は の が され、 面は の の後に の

が される。439 は の から である。 面は の が され、 に が 。 面

は の で、 面は 付近は の で、 は の が 。

440 は の から である。 面は平らに られ、 が 。調 は不明 だが、

面は と の が され、 面は の が される。441 は の から である。

は やかに し、 面は により面 りされる。 は大きな が 。 面は の

調 で、 面は の 調 である。442 は の から である。 面は により面 り

され、 に さい が 。 面は の 調 で、 面は の 調 が される。443

は の から である。 中 で が確認できるがあまり しない。 面は平らに

られ、 に が 。 面は の 調 で、 面は の 調 が 。444 は の

である。 面は平らに られ、 に が 。 面が の 調 で、 面は
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の 調 である。

445 は の から である。 面は により面 りされ、 に が る。 面は の

調 で、 面は の 調 である。446 は の である。 面は により面 りされ、

に さな が 。 面は の 調 で、 面は と の 調 である。447 は

の である。 面は 平らに られ、 に さな が る。 面は の で、

面は の である。448 は の から である。 で の に する。 面は

られており、 に が る。 面は の 調 の後、 面 は の 調 が される。

80 図 出土 11
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面は の 調 である。449 は の である。 の の いものであ う。 面は

により面 りされ、 は さな が 。 面は の が され、 面は の の

後に の 調 が される。450 は の から である。 の は 、 する。

面は により面 りされ、 に が 。 面は の 調 で、 面は の 調

である。451 は の から である。 し、 面は平らに られ、 に大きい

が 。 面は の 調 で、 面は の 調 である。452 は の の である。

面は により面 りされ、 は が 。 面に 調 が される。453 は の から

である。 面は平らに られる。 面は の 調 が き、 面は の 調 が され

る。454 は の から である。 は の に しており、 する。 面は

られている。 面は の 調 の後に に が確認できる。455 は の から であ

る。 で の に し、 が に られる。 面は 、 面は の 調 が される。

456 は の である。 面は 調 され、 面には 状文が 文され

ている。 面には 方 の 調 が されている。中 高地系の であり、 品である

可能性が高い。弥生時代末から古墳時代前期に するものと れる。

457 〜 463 は 付 の である。457 は の 状に がる である。 は り してあり、

面は平 に られる。 面は の 調 で、 面は である。458はやや する である。

面は られる。 面は の 調 の後に の 調 が される。459 は した

である。 面は平 に られる。 面は の い 調 が される。460 は の 状の

である。 面は平 に られる。 面は と の 調 で、 面は による調 が される。

461 は した である。 面は が される。462 は の 状の である。 面は 方 の

が され、 面は の が される。463 は の 状の で、 の との 続 に

土 が され、 土 には 状の 文が 。

80 図

464 〜 469 は である。464 は の である。 り し で、 面は により面 りされ、

には が 。 面は の 調 で、 面は の 調 が される。465 は の

である。 は られる。 面に が確認できる。466 は の である。 り

し で、 面は平 に られ、 には が 。 面は の 調 で、 面は

の 調 である。467 は の である。 面は により面 りされる。 面は の 調

で、 面は の 調 である。468 は の から である。 しており、 り し

で、 面は平 に られる。469 は の である。 り し で、 面は により面 り

される。 面ともに の 調 である。

石器

470 は 製の 石である。471 は 灰 製の 石である。
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溝状遺構や土坑からは灰釉陶器 、山茶碗 、 器 が出土している。また、2010 年に報

告 の 住居からは古代の が 出土している。さらに、遺構 からは灰釉陶器 、山茶碗

７ 、山茶碗の ７ 、 の 碗、 、土 が ず 出土している。これらの遺物 は

８世 後半〜 世 、11 世 後半〜 13 世 中 、18 世 と断続的ではあるが、 ・平安時代

から近世までの年代として えることができる。

１ 出土 81 図

472・473 はＳ 5162 で出土した土師器の である。遺構に いては 2010 年に 行した 駿河山遺

跡 （弥生・古墳・歴史時代編 ） の第 第 で報告しているので、 らを いただきたい。

から 半にかけて 面ともに 調 されており、 面には が付 している。 で

出土 の い と れ、 時代後半から平安時代 （８世 後半〜 世 ）に す

るものと れる。

２ 出土 81 図

13387

474・475 は弥生時代から古墳時代に する である。ＳＤ 13387 は第 で たように平

安時代末から 時代の遺構であるため、 したものと られるが、遺構の年代に って古代〜近

世の遺物の項 で報告することにした。474 は であり、 り し を 。 面ともに

のため調 方 は不明である。475 は であり、 面ともに が られる。

50676

476 は 12 世 前半に けられる山茶碗である。 面ともに 調 されている。

３ 土 出土 81 図

15036

477 〜 479 は 11 世 後半に けられる灰釉陶器の碗である。いずれも を 切りした後、高

を り付け、 面の 切り を ている。478 の 面には 然釉が かっている。

14820

480 は 器の高 である。 面には灰釉が かっており、18 世 の と れる。

53093

481 は 高 の灰釉 切り碗であり、 の が 著である。11 世 後半の製品と れる。

2795

482 は 11 世 後半に けられる灰釉陶器の碗である。 を 切り後、高 を り付け、

面の 切り を ている。

50508

483 は山茶碗 期に けられ、12 世 後半の製品と れる。 面ともに 調 により

られている。

４ 出土 82 図

484・485 は 11 世 後半に けられる灰釉陶器の碗である。484 の には高 の 合 と 切

り が確認できる。485 は 碗であり、 の が著しい。 を 切り後、高 を り付け、
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ている。 面と高 には 然釉が かっている。 面にも 然釉が かっており、

きの 跡が られる。

486・487 は山茶碗の 碗である。 - 期に けられ、12 世 中 の製品と れる。486 は

に 切り を しており、 面 に 然釉が かっている。487 は を 切り後、高 を

り付け、 ている。 面には 然釉が かっている。

81 図 土 出土
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第 出土遺物  ・平安時代〜近世の遺物

82 図 出土
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488 は山茶碗 - 期で 12 世 前半の製品と れる。 面ともに 調 により られて

いる。 は 切り後、 られており、 り付け高 は している。489 は山茶碗 - 期の製品

と れる。 は 切りした後、 されている。490 〜 492 は山茶碗 - 期、13 世 中 の

製品と考えられる。490・491 の には 切り が っている。高 は断面 形状で、 には

コ状 が認められる。492 の は されており、 のようなものが られる。

493 〜 499 は山茶碗の であり、 - 期の製品と考えられる。いずれの にも 切り が っ

ている。495 の は んでおり、 面ともに 然釉が かっている。496・499 の 面には

然釉が かっており、499 の 面には きの 跡が られる。

500 は の 碗としたが、 の と れる。 碗形 なので 12 世 代のものと考え

られる。

501 は の と られる。 面ともに 調 されている。12 世 代の山茶碗と

行する時期の製品と考えられる。

502 は土 である。 さ 3 6 、 1 5 、 0 4 〜 0 5 、 6 9 である。
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１

遺構 リ ド さ（ ） （ ） さ（ ） 時代 考

1 70029 -5 4 54 0 36 0 10

1 18136 -7 1 06 0 53 0 20

1 13028 -13 〜 -16 37 50 0 50 0 20

2 13234 -15 3 20 0 40 0 22

2 55089 -18 1 86 0 38 0 25

2 1420 -29 3 96 1 50 0 50

3・4 50838 -17 〜 -20 104 20 1 00 0 50 古墳時代

41 13387 -11 〜 -14 63 25 0 75 0 18 平安時代末〜 時代

42 13053 -14 〜 -16 24 25 0 88 0 28 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

42 52859 -16 〜 -18 18 50 1 25 0 68 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 50676 -15 〜 -18 60 75 0 50 0 26 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 52493 -15 〜 -17 17 00 0 50 0 16 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 13203 -15 2 00 0 50 0 28 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 12286 -15 1 75 0 50 0 12 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 13205 -15 1 50 0 63 0 12 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 13207 -15 1 25 0 50 0 11 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 13209 -14・15 1 25 0 38 0 06 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

43 13211 -14 1 00 0 38 0 10 平安時代末〜 時代 13387 と ながる溝

44 52262 -18 〜 -21 29 70 0 50 0 12 平安時代・中世

45 50878 -19 〜 -22 27 75 0 75 0 22 平安時代・中世

45 52862 -18 〜 -19 14 40 0 75 0 22 平安時代・中世 50878 と ながる溝

46 15862 -9 〜 -10 10 40 0 95 0 08 平安時代・中世

46 53402 -18 4 84 0 74 0 13 平安時代・中世

46 52274 ・ -19 4 44 0 60 0 18 平安時代・中世

２ 土 1

遺構番号 リ ド （ ） （ ） さ（ ） 考

5 70192 -1 0 76 0 67 0 39

5 70186 -2 0 85 0 65 0 70

5 70096 -2 0 41 0 34 0 30

5 70045 -3 0 50 0 38 0 42

5 70052 -3 0 53 0 51 0 44

6 70227 -4 1 20 1 08 0 57

6 70243 -4 1 31 0 97 0 12

6 70068 -4 0 44 0 42 0 38

6 70128 -5 0 62 0 42 0 41

6 70118 ・ -5 0 41 0 40 0 37

7 70133 -5 0 45 0 34 0 40

7 70315 -6 1 10 1 02 0 30

7 70150 -6 0 45 0 39 0 25

7 70316 -7 1 42 0 80 0 11

7 70304 -7 1 35 1 30 0 26

8 70359 -7 3 63 1 33 0 83

9 13707 -9 0 40 0 40 0 28

9 13712 -9 0 54 0 50 0 32

9 15365 -9 1 28 1 24 0 39

9 15905 -9 0 45 0 39 0 44

9 13381 -9 (0 97) 0 97 0 08

10 15896 -9 0 56 0 47 0 23

10 15867 -10 0 58 0 41 0 55

第３
検出遺構
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２ 土 2

遺構番号 リ ド （ ） （ ） さ（ ） 考

10 15866 -10 0 52 (0 36) 0 33

10 15767 -11 0 55 0 49 0 44

10 11042 -12 0 23 0 34 0 30

11 14512 -12 1 64 1 64 0 26

11 13193 -12 2 08 2 04 0 18

11 15023 -13 0 35 0 31 0 24

11 14680 -13 0 34 0 33 0 37

11 15039 -14 0 29 0 29 0 33

11 15160 -15 0 56 0 48 0 65

11 55050 -16 0 29 0 26 0 38

11 13191 -16 0 35 0 35 0 40

12 13175 -16 0 39 0 35 0 24

12 13126 -16 0 69 0 35 0 39

12 13095 -16 0 67 0 61 0 36

12 13048 -16 0 68 0 44 0 24

12 13123 -16 0 77 0 46 0 26

12 13107 -16 0 28 0 21 0 22

12 52528 -17 0 39 0 29 0 28

12 53660 -17 0 46 0 44 0 32

13 54428 -17 0 70 0 39 (0 17)

13 53727 -17 0 53 0 36 0 37

13 53573 -18 0 63 0 49 0 56

13 50672 ・ -18 0 53 0 42 0 52

14 53479 -18 0 43 0 39 0 26

14 54396 -18 0 31 0 30 0 47

14 52422 -18・19 2 40 1 04 0 24

14 53679 -19 0 65 0 56 0 59

14 53822 -19 0 63 0 44 0 44

15 54451 -19 0 51 0 42 0 27

15 50806 -19 0 51 0 46 0 46

15 50601 -19 0 85 0 84 0 51

15 55105 -20 0 36 0 34 0 23

15 50754 ・ -20 0 59 0 49 0 54

15 53274 -20 0 64 0 59 0 49

15 53730 -21 0 43 0 40 0 44

15 53363 -21 0 45 0 43 0 23

16 51157 -21 0 41 0 40 0 45

16 51399 -21 0 61 0 43 0 23

16 52148 -22 2 98 0 70 0 34

16 51166 -21 0 59 0 35 0 49

16 53688 -22 0 35 0 33 0 26

17 51729 -22 0 50 0 35 0 48

17 51872 -22 0 51 0 41 0 78

17 51985 -22 0 92 0 74 0 40

17 53430 -22 0 49 0 39 0 15

17 56042 -22 0 46 0 41 0 70

17 51915 -23 0 51 0 43 0 62

18 50513 -23 0 33 0 32 0 72

18 50515 ・ -23 0 51 0 42 0 59

18 53817 -23 0 33 0 32 0 25

18 50040 -24 0 39 0 35 0 45

18 50035 -24 0 72 0 45 0 72

18 50031 -24 0 41 0 36 0 28

18 50102 -24 0 35 0 26 0 32

第 調査の成
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２ 土 ３

遺構番号 リ ド （ ） （ ） さ（ ） 考

19 54426 -24 1 01 0 97 0 27

19 53334 -24 0 39 0 39 0 46

19 53335 -24 0 74 0 62 0 65

19 50476 -24 0 62 0 37 0 74

19 50911 -25 0 45 0 33 0 31

19 52809 -24・25 0 34 0 31 0 20

20 51053 -25 0 53 0 39 0 65

20 51536 -25 0 66 0 43 0 44

20 53987 -25 0 33 0 24 0 27

20 54578 -25 0 34 0 31 0 45

20 50340 -25 0 83 0 80 0 26

21 52942 -25 0 96 0 60 0 66

21 50289 -25 0 41 0 34 0 50

21 50295 -25 0 50 0 42 0 84

21 50294 -25 0 40 0 32 0 65

21 50287 -25 0 45 0 36 0 68

22 50309 -25 0 51 0 35 0 44

22 50310 -25 0 54 0 26 0 29

22 50311 -25 0 32 0 24 0 62

22 50286 -25 0 36 0 30 0 52

22 50923 -26 0 54 0 32 0 51

22 50925 -26 0 43 0 38 0 45

22 51095 -26 0 45 0 36 0 31

23 51098 -26 0 47 0 34 0 52

23 51100 -26 0 49 0 49 0 82

23 50940 -26 0 73 0 53 0 99

23 53445 -26 0 43 0 31 0 24

23 51392 -26 0 47 0 43 0 37

23 51617 -25・26 0 60 0 42 0 47

24 50231 -26 0 59 0 45 0 46

24 50977 -27 0 47 0 31 0 41

24 50305 -25 0 52 0 47 0 71

24 53699 -27 0 41 0 39 0 28

25 53794 -27 0 41 0 39 0 41

25 3735 -27 1 14 1 11 0 16

25 5618 -27 0 64 0 60 0 12

25 3542 -27 0 49 0 33 0 49

25 2178 -27 (0 26) 0 26 0 17

25 3512 ・ -27 0 62 0 45 0 68

26 2145 -27 1 35 1 27 0 27

26 5921 -28 0 63 0 59 0 60

26 5345 -28 0 42 0 40 0 54

26 5092 -28 0 39 0 31 0 34

27 2010 -28 0 75 0 40 0 27

27 1986 -28 0 74 0 35 0 49

27 3128 -28 0 38 0 35 0 57

27 1963 -28 0 61 0 47 0 21

27 3174 -28 0 56 0 43 0 54

27 3521 -28 0 29 0 25 0 25

27 1944 -28 0 71 0 54 0 43

28 3297 -28 0 87 0 69 0 36

28 1875 -28 0 29 0 25 0 30

28 1873 -28 1 38 1 40 0 39

29 5118 -29 0 60 0 43 0 23

第３ 検出遺構
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２ 土 ４

遺構番号 リ ド （ ） （ ） さ（ ） 考

30 5646 -29・30 (0 65) (0 52) 0 11

30 3652 -30 0 89 0 85 0 31

30 4256 -30 0 65 0 51 0 29

30 3537 -30 0 41 0 33 0 33

30 3712 -30 0 80 0 50 0 31

30 1293 -30 0 50 0 34 0 44

31 2790 -30 0 26 0 22 0 20

31 2576 -31 0 60 0 59 0 20

31 2534 -30 0 69 0 58 0 23

31 3078 -31 0 65 0 62 0 27

32 3876 -31 0 83 0 66 0 32

32 568 -31 0 58 0 48 0 27

32 652 -31 0 62 0 60 0 46

32 2375 -32 0 43 0 42 0 39

32 2577 -31 0 64 0 62 0 37

33 2240 -32 0 45 0 35 0 31

33 1919 -32 0 43 0 42 0 60

33 616 -32 0 61 0 59 0 48

33 2313 -32 0 34 0 28 0 22

33 179 -32 0 72 0 61 0 45

34 1051 -33 1 50 1 14 0 56

34 1934 -33 0 62 0 46 0 50

34 2311 -33 0 26 0 23 0 23

47 14820 -13 1 05 1 00 0 09 近世

47 15036 -10 0 71 0 65 0 31 平安時代・中世

47 53093 -19 0 62 0 58 0 14 平安時代・中世

47 2795 -30 1 07 1 00 0 27 平安時代・中世

29 7265 -29 0 77 0 60 0 21

29 4203 -29 1 06 0 69 0 39

29 2996 -29 0 81 0 72 0 27

30 1428 -29 0 71 0 65 0 39

３

遺構 リ ド （ ） （ ） さ（ ） 考

35 70367 -3・4 2 64 1 26 0 26

35 53203 -19 1 96 1 84 0 17

35 18114 -14 5 40 (2 3) 0 12

36 53690 -16 - - -

36 13001 ・ -17 (3 44) 2 14 0 21

37 53136 -26 - - -

37 5914 -28 4 20 (0 56) 0 18

37 3704 -28 2 25 1 28 0 20

37 3250 ・ -29 (2 20) 0 66 0 07

38 54 -33 - - -

48 51779 -23 14 1 4 00 0 25 平安時代・中世

４

遺構 リ ド
間

柱本
（ ） 面積 

（㎡）
行方 考

間 行 間 行

39 80064 -16 1 2 6 2 76 3 84 10 60 -8° - 平安時代・中世

第 調査の成
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

1 13234 -15 土 (22 8) 1 8 7 5 6 6 10

2 13234 -15 土 (8 4) 4 2 10 6 4 に い 10

3 付 13234 -15 土 (17 8) 4 5 10 6 3 に い 10

4 高 1420 -29 3 3 7 5 7 6 50 方 かし

5 器 1420 -29 (19 8) 10 1 10 8 3
半

99  

90
方 かし

6 1420 -29 (16 0) 2 7 7 5 7 6 15

7 1420 -29 土 4 4 7 5 7 6 30

8 1420 -29 3 8 2 2
7 5 7 6

7 5 7 4 に い
90

9 1420 -29 (7 8) 5 0
7 5 8 4

10 5 2 灰
〜 半 15

10 付 1420 -29 (22 5) 3 9 10 7 4 に い 10

11 付 1420 -29 (20 0) (26 0) 23 9
10 8 4 5 7 6

7 5 8 6
〜 半 45

12 付 1420 -29 3 6
2 5 6 3 に い

10 6 3 に い
98

13 付 1420 -29 土
6 6 〜

7 4
3 6

7 5 8 6

10 5 3 に い
50

15 50838 -19,20 土 (18 2) 12 0 7 5 6 4 に い
10  

20

16 50838 , -20 土 (16 0) 2 8 2 5 7 3 25

17 50838 -20 土 (25 7) 2 4 7 5 7 4 に い 5

18 50838 -20 土 (23 9) 3 5 7 5 7 6 10

19 50838 -19 土 (22 0) 5 1 7 5 8 4 10

20 50838 -20 土 (20 6) 2 5 5 7 6 5 7 1 灰 10

21 50838 -18 土 (17 8) 5 4 5 7 8 20

22 50838 -18,19 土 (20 9) 2 2 2 5 6 8 10

23 50838 -20 土 (18 4) 3 0 5 7 4 に い 10

24 50838 -18,19 土 (24 3) 4 9 2 5 7 2 灰 10

25 50838 -19,20 土 (12 0 ) 1 7 2 5 7 2 灰 5

26 50838 -18 土 (9 9) 2 4 7 5 7 4 に い 20

27 50838 -18 土 (10 4) 5 7 10 8 3 25

28 50838 -19 土 (12 3) 2 4
面 2 5 6 6  

面 10 7 4 に い
25

29 50838 -19,20 土 (10 2) 2 7 10 8 3 15

31 付 50838 -20 土 (22 0) (22 0)
面 5 7 4 に い

面 10 5 3 に い
と 半 10

32 付 50838 -18 土 (19 1) 2 8
面 10 7 4 に い

面 7 5 7 6
10

33 付 50838 -20 土 (19 4) 4 2 5 7 6 10

34 付 50838 -20 土 7 2 10 6 4 に い 25

35 付 70013 -3 4 6 7 5 8 6 15

36 70016 -3 7 8 5 1 2 5 10 5 3 に い 95

37 付
70016 

70211
, -3 土 (16 4) (17 8) 11 2 7 5 7 4 に い

25  

10

38 高 18090 -8 7 0 7 5 7 4 に い 75
最大

（5 2）

39 70018 -4 (18 0) 1 9 2 5 6 2 灰 10

40 52400 -17 土 (7 3) 5 3 7 5 7 1 灰 10

41 52406 , -18 土 (16 3) 3 5 5 7 8 25

42 52406 , -18 土 (10 1) 2 5
面 10 8 2 灰

面 7 5 7 6
20

43 51279 -19 土 (9 2) 2 5 7 5 7 4 に い 5

44 51279 -19,20 土 (21 4) 3 0 7 5 7 6 5

45 51280 -20 土 (11 2) 1 6 10 7 4 に い 10

46 70192 -1 14 4 8 0 14 4 11 6 7 5 7 4 に い 90

47 70186 -2 （11 6） 3 0 2 5 7 3 15

48 70096 -2 (18 0) 3 6 10 7 4 に い 10

49 付 70045 -3 (13 3) 5 0 5 7 6   2 10

50 70052 -3 (15 8) 3 9 7 5 8 4 20

51 70068 -4 (12 0) 6 8 7 5 7 6 95

52 付 70243 -4 (32 8) 3 6 10 6 4 に い 15

53 付 70243 -4 (29 0) (38 0) 20 9 10 7 4 に い
半

80  

20

54 付 70243 -4 4 9 10 6 4 に い 25

55 付 70243 -4 (21 2) 9 5 10 5 3 に い 20

56 付 70243 -4 11 3 7 5 7 6
から

合

100  

30

57 70128 -5 （23 8） 3 1 7 5 7 3 に い 10

58 70128 , -5
 

土
3 9 10 7 3 に い 50

59 付 70118 -5 (23 6) 2 3 5 7 6 7 5 6 1 灰 5

60 付 70133 -5 (10 9) (11 0) 6 5 7 5 6 8 〜 半 20

出土遺物

５ 出土土器 １
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

61 付 70150 -6 土 (24 0) 3 8 7 5 8 3 25

62 70315 -6 (6 0) 1 7 10 6 3 に い 60

63 70316 -7 (16 0) 1 7 7 5 6 6 10

64 70359 -7 (11 0) 6 3 10 6 4 に い 〜 40

65 70359 -7 (27 8) 10 1 7 5 8 4 〜 10

66 70359 -7 (24 4) 9 7 7 5 7 4 に い 〜
10  

15

67 70359 -7 (19 6) 7 3
面 10 7 3 に い

面 7 5 6 6
〜 25

68 70359 -7 (7 0) 3 8 10 6 4 に い 30

69 70359 -7 (10 4) 2 7 10 5 2 灰 30

70 70359 -7 5 0
面 10 6 2 灰

面 10 6 4 に い
30

71 70359 -7 (21 0) 8 7 7 5 6 4 に い 〜 15

72 70359 -7 (19 6) 6 2 10 6 3 に い 〜 15

73 不明 70359 -7 (3 8) 3 9 7 5 8 4 〜 半 20 形土器

74 不明 70359 -7 1 9 5 7 10 7 4 に い 50
形

75 付 70189 -2 (13 0) 4 8 5 6 6 5

76 70602 , -2 (10 0) 2 1
面 10 5 3 に い

面 7 5 6 6
20

77

70002 

70085 

70285

-3,4 

-3
土 9 5 (19 5) 11 6 5 7 6 半〜 75

78 付 70085 -3 2 0 7 5 7 6 不明

79 付 70218 -2 土 6 0
10 6 3 に い

7 5 6 4 に い
15

80 70211 -3 (13 8) 2 1 7 5 6 4 に い 15

81 70211 -3 (15 0) 1 5 10 7 4 に い 5

82 70211 -3 （23 2） 9 8 7 5 6 6 半 50

83 70351 -3 (23 0) 2 3 10 6 6 明 5

84 70225 -3 (11 0) 1 7 10 7 4 に い 40

85 70222 -3 (10 6) 2 4 10 6 4 に い 20

86 付 70095 -3 2 4 7 5 7 6 不明

87 付 70214 -3 (20 4) 2 9 10 7 4 に い 10

88 付 70215 -3 (16 2) 4 3 10 6 4 に い 25

89 付 70090 -3 (24 0) 2 4 5 6 2 灰 5

90 付 70212 -3 2 0 10 6 3 に い 不明

91 付 70212 -3 (10 2) 4 1 10 6 4 に い 25

92 付 70212 -3 4 0 10 7 3 に い と の 合 100

93 70212 -3 (10 3) 2 7 (10 4) 6 9
面 7 5 7 6

面 10 4 1 灰

 

半

25  

10  

100

94 70232 , -4 (20 4) 3 8 10 6 4 に い 15

95 70241 -4 (10 0) 3 7 7 5 6 6 30

96 70164 -5 (11 1) 2 4 5 7 6 25

97 か
70074 

70076
, -4 (16 5) (16 4) 8 9 7 5 6 6 〜 半 10

98 付 70076 -4 (11 2) 11 8 10 6 7 5 6 6 〜 半 15

99 70339 , -5 土 (12 1) 5 5 15 7 15 9 7 5 7 8
〜 30  

50

100 付 70339 , -5 (24 0) 3 4 7 5 6 6 5

101
70293 

70148

-4,5 

-5
8 9 10 7 4 に い 30

102 70145 -5 (12 2) 3 0 2 5 7 2 灰 5

103 70337 -6 (10 6) 2 3 10 6 4 に い 25

104 70158 -7 (11 0) 3 0 7 5 7 6 5

105
13707 

13708
-9 土 (8 0) (12 0) 11 9

7 5 7 6

2 5 6 2 灰
〜 50

106 付 13712 -9 土 (24 6) 6 1 5 6 6 25

107 15365 -9 土 (20 0) 2 2 10 6 4 に い 10

108 付 13381 -9 土 3 0 10 7 4 に い 不明

109 15896 -9 (22 0) 2 3 7 5 7 8 15

110 付 15896 -9 (16 4) (17 5) 12 8 10 7 4 に い 〜 半 35

112 15767 -11 土 (11 4) 16 5 17 1
10 8 4

10 4 2 灰
〜 半 80

113 付 11042 -12 (21 2) (26 0) 16 5 7 5 7 6 〜 半 20

114 14512 -12 (14 0) 6 0
7 5 8 4

2 5 7 3
50

115 14512 -12 8 6 3 0 7 5 7 4 に い 95

116 付 13193 , -12 土 4 8
5 7 8

5 8 4
45

117 15023 -13 (16 6) 12 4
7 5 8 6

7 5 7 6
25

118 14680 -13 土 5 6 7 8 7 5
10 7 6 明

10 6 6
〜 90

第 調査の成

５ 出土土器 ２
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

119 15039 -14 4 0 3 6 7 5 7 6 100

120 付 15039 -14 4 3 10 7 4 に い 45

121 15160 -15 土 (9 2) 2 6
5 7 8  

10 7 4 に い
50

122 13175 -16 (9 6) 9 7
7 5 6 4 に い

7 5 7 4 に い
半〜 60

123 13175 -16 (20 0) 4 4
7 5 6 6

10 6 4 に い
10

124 13126 -16 (18 0) 4 7 10 7 4 に い 15

125 13095 -16 土 (15 4) 2 3 10 7 3 に い 10

126 13123 -16 土 (10 4) 6 5
7 5 7 6

10 7 4 に い
25

127 13107 -16 土 (20 0) 6 4 10 7 4 に い 15

128 13048 -16 土 (13 0) 3 0 7 5 6 6 20

129 付 55050 -16 土 7 8 7 5 7 4 に い 25

130 52528 -17 土 (24 8) 7 9 10 6 6 25

131 高 54428 -17 土 (20 8) 7 6 5 6 4 に い 60

132 付 53660 -17 土 5 5 7 5 7 6 半 15

133 高 53727 -17 土 11 3 7 5 7 6 100

134 53573 -18 (15 4) 3 0 7 5 7 4 に い 30

135 53479 -18 土 (6 6) (6 7) 10 8 -13 1 7 5 7 6 25

136 付 50672 , -18 土 (23 2) (25 4)
（30 0）

25 0
7 5 8 4 〜 65

138 付 54396 -18 土 6 6 7 5 6 6 100

139 53679 , -19 土 (19 4) 12 6 7 5 7 6 〜 40

140 付 50601 -19 土 (21 0) 2 8 10 8 3 15

141 51166 -21 土 (9 8) (21 0) 12 8 5 6 6 20

142
土器

50754 -20 土 (3 4) (4 0) 2 7 10 8 4 〜 25

144 53730 -21 9 6
12 3 

7 5
7 5 7 6

〜 半

半〜

30  

100

145 付 51157 -21 土 (20 8) 5 2 2 5 7 3 20

146 付 51399 -21 土 (18 0) 3 7 7 5 8 6 15

148 付 51872 -22 土 (17 4) (20 5) 14 5 7 5 6 3 に い 〜 20

149 53688 -22 (19 4) 10 3 7 5 7 6 20

150 付 51729 -22 土 (21 5) 5 7 5 6 8 10

151 53430 -22 土 (7 2) 6 5 7 5 6 4 に い 20

152 付 53430 -22 土 9 8 5 8 4 〜 30

153 付 51985 -22 土 8 4
面 7 5 8 4

面 7 5 8 3
10

154 56042 -22 (15 0) 5 0 7 5 7 6 5

155 51915 -23 土 (8 6) (23 5) 16 3 7 5 7 6
20  

20

156 付 50513 -23 土 (13 4) 4 9 7 5 7 6 15

157 50515 , -23 土 (12 4) 6 5 7 5 7 6 20

158 50515 , -23 土 (25 0) 2 1 10 7 3 に い 10

159 付 50040 -24 土 11 2 8 0 10 7 4 に い 100

160 50102 -24 土 (7 4) 4 0 5 6 6 100

161 53817 -23 土 (15 0) 18 6 7 5 8 4 〜 半 20

162 50035 -24 土 （8 4） 1 8 7 5 7 4 に い 20

163 51053 -25 土 (8 8) 2 3 7 5 6 6 25

164 52809 -24,25 (16 6) 10 0 7 5 7 6 40

165 付 50911 -25 土 (13 0) 4 2 10 5 3 に い 15

166 51536 -25 土 (10 0) 2 3 7 5 7 6 25

167 53987 -25 土 (11 6) (16 4) 16 2 5 6 6 〜 半 20

168 54578 -25 土 7 4 22 2 20 8 7 5 8 6 〜 80

169 52942 -25 土 11 7 8 9 7 5 7 4 に い
70  

100

170 50311 -25 土 10 2 7 5 7 4 に い 20

171 50305 -25,26 土 14 3 16 8 2 5 6 8 〜 50

172 51095 -26 土 (6 3) 16 1 12 4 7 5 7 6 〜 90

173 付 50923 -26 土 7 8 7 5 7 6 25

174 50925 -26 6 0 (10 2) 10 9 10 5 2 灰 〜 50

175 51098 -26 土 10 3 7 5 7 6 100

176 51100 -26 土 (9 8) 2 3 7 5 8 4 30

177 51100 -26 土 4 9 5 7 6 100

178 51100 -26 土 5 6 7 5 7 6 30

179 付 50940 -26 土 (21 6) 2 5 5 6 6 15

180 53445 -26 土 (20 4) 6 2 5 6 6 15

181 53445 -26 土 9 6 8 3 7 5 7 6
半 20  

10

182 付 53445 -26 3 0 7 5 6 3 に い と の 合 25

183 51617 -25,26 土 (22 0) 15 5 7 5 8 6 20

184 50231 -26 土 14 8 10 7 7 5 7 6 50

第３ 出土遺物
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

185 50977 -27 土 9 7 20 5 22 5 5 6 6 〜 90

186 53794 -27 土 (15 6) 2 9 7 5 6 4 に い 25

187 53794 -27 土 (8 8) 3 5 7 5 6 4 に い 10

188 53794 -27 土 (8 6) 4 0 7 5 6 6 20

189 付 53794 -27 土 (19 6) 3 5 7 5 7 6 10

190 52541 -16 土 (7 8) 5 3 7 5 7 4 に い 20

191 付 52853 -18 土 (20 5) 4 0 7 5 6 4 に い 15

192 54317 -20 土 (16 6) 4 0 7 5 7 6 10

193 付 52200 -22 土 (24 0) 4 3 10 7 4 に い 10

194 付 53873 -25 土 (14 6) 5 5 10 6 2 灰 20

195 付 53699 -27 土 7 1 10 8 3 40

196 52700 -20 (8 9) 6 3 10 6 3 に い 30

197 3542 -27 9 1 7 5 7 6 25

198 付 3512 , -27 (25 9) 2 9 7 5 7 6 5

199 付 3512 , -27 (25 7) 3 5 7 5 8 4 5

200 3735 -27 (30 0) 3 6
7 5 8 4

10 7 3 に い
10

201 5618 -27 (8 0) 4 3 7 5 8 6 20

202 付 2178 -27 16 2 8 6 10 5 3 に い 〜 半 50

203 5921 -28 土 (18 9) 3 4 10 6 4 に い 10

204 付 5345 -28 (26 0) 3 3 7 5 7 3 に い 10

205 5092 -28 土 (10 0) 2 3 7 5 7 6 10

206 付 5092 -28 土 (23 2) 5 4 10 7 6 明 10

207 2010 -28 (10 0) 5 4 7 5 7 6 〜 半 45

209 付 2010 -28 (36 0) 4 9 7 5 7 4 に い 10

210 1986 -28 (13 0) 2 2 7 5 7 6 30

211 3128 -28 8 2 10 8 2 灰 〜 80

212 3297 -28 土 (8 0) (11 0) 5 8
10 8 4

10 7 4 に い

25  

30

213 1963 -28 土 (23 0) 8 6 10 7 4 に い 〜 40

214 3174 -28 (17 3) 4 9 7 5 7 4 に い 25

215 付 3521 -28 第 面 6 5 7 5 7 4 に い 70

216 付 1944 , -28 (23 8) 2 4 7 5 7 4 に い 10

217 付 1875 -28 9 4 10 6 4 に い 25

218 5118 -29 (21 0) 18 2 5 6 6 〜 20

219 7265 -29 7 0 17 6 14 6 10 8 4
100  

60

220 高 4203 -29 5 6
5 7 8

10 6 4 に い

半 

〜 半
80 方 かし

221 高 4203 -29 2 7
5 7 6

10 7 4 に い
50 方 かし

222 4203 -29 (11 8) 4 4
7 5 7 8

2 5 7 3
30

223 4203 -29 (13 4) 3 9
5 6 6

7 5 7 6
25

224 4203 -29 (8 4) 9 9
5 7 8

10 8 4

 

半

10  

20

225 4203 -29 (6 6) 6 2 5 7 8 7 5 7 6
 

半

100  

15

226 1428 -29 6 4 10 2 8 2 7 5 8 6 〜 100

227 付 1428 -29 22 9 27 9 23 4 7 5 7 6 70

228 付 1428 -29 7 7
10 7 6 明

7 5 7 6
95

229 1428 -29 8 2 4 7 3 5
7 5 7 6

7 5 7 4 に い
100

230 2996 -29 (25 0) 6 3 7 5 7 6 20

231 付 3652 -30 (14 6) (14 3) 5 8 5 6 6 〜 半 10

232 付 5646 -29,30 (18 0) 2 1 7 5 6 6 10

234 3537 -30 (5 8) 4 5 7 6 8 2 7 5 7 4 に い 90

235 2534 -30 6 4 5 3
7 5 7 6

10 7 4 に い
と 半

100  

45

237 3712 -30 (30 0) 2 2 7 5 7 6 10

238 付 1293 -30 (14 2) 6 0
面 5 6 6

面 5 7 2 灰
15

239 付 2790 -30 土 8 3 10 7 3 に い 30

240 3078 -31,32 土 15 4 21 8 20 2
5 7 6   

7 5 8 1 灰
と

60  

70

241 付 3078 -31 (17 4) 4 5 10 6 3 に い 15

242 高 3876 -31 7 0
5 7 6

7 5 8 6

 

半

40  

20
方 かし

243
2375

の東
-32 (5 6) 2 4 10 7 4 に い 20

244 付
2375

の東
-32 (19 4) 5 9 10 8 4 5

第 調査の成
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

245 付
2375

の東
-32 (25 8) 3 7 10 7 4 に い 10

246 高 616 , -32 (20 4) 7 8 5 6 6 20

247 616 , -32 (15 6) 9 2 5 6 6   7 5 7 6
50  

90

248 616 , -32 (14 8) 7 8 7 5 7 6 〜 20

249 616 , -32 (15 0) 4 4
5 7 6   

7 5 7 4 に い
20

250 付 616 , -32 7 5 7 5 6 6 65

252 付 1934 -33 (24 2) 2 1 10 7 4 に い 10

253 2311 -33 土 12 0 7 5 15 9 21 0 7 5 8 3 70

254 5442 -29 8 0 7 5 7 6   7 5 6 6 半 20

255 70367 -3,4 (15 0) 5 1 2 5 7 3 15

256 18114 -14 (17 0) 5 2 7 5 7 4 に い 25

257 18114 -14 (24 0) 7 8 10 7 4 に い 25

258 18114 -14 9 8 4 2
7 5 7 6   

7 5 7 4 に い
95

259 18114 -14 (10 4) 5 1 7 5 7 6 25

260 18114 -14 (12 2) 5 3 7 5 7 4 に い 10

262 13001 , -17 土 (27 0) 4 1 7 5 6 6 10

263 13001 , -17 土 (28 6) 4 3 10 7 3 に い 不明

264 53690 -16 11 4 (23 7) 14 4 7 5 8 4
20  

100

265 53203 -19 土 (26 9) 3 0 10 7 3 に い 5

266 高 53136 -26 (12 8) 8 5 5 7 6  

10  

60  

20

267 53136 -26 (10 0) 2 5 5 7 6 10

268 高 5914 -28 土 (14 0) 1 4 10 6 4 に い 25

269 付 5914 -28 土 6 9 2 5 7 3 25

270 3250 , -29 土 3 8
7 5 7 6

10 7 4 に い
30

271 70361 -2 (8 8) 4 3 5 7 6 10

272 70368 -3, -4 (25 2) 3 9 10 6 4 に い 5

273 付 70363 -3,4 (13 2) 2 8 7 5 7 6 10

274 10163 -16 (10 2) 4 5
7 5 7 6

10 7 3 に い
20

275 10163 -16 (10 4) 3 5
7 5 7 6

10 7 4 に い
15

276 高 -18 (21 4) 4 0 7 5 6 4 に い 20

277 高 -9 6 2
10 8 4

7 5 7 4 に い
50 方 かし

278 21 3 (23 7) 20 9 7 5 7 8

 

半

50  

100  

25

279 -9 (19 4) (9 9) (35 3)
7 5 7 4 に い

7 5 7 6

 

 

50  

70  

25

280 -20 (16 0) 7 1 2 5 7 1 灰 〜 20

281
, -

28,29
(16 9) 9 3 7 5 7 4 に い

5  

10

282 -10,11 (16 2) 4 9 7 5 7 4 に い 10

283 土 (31 6) 6 9 7 5 6 8 15

284 (28 0) 6 0 7 5 7 6 15

285 土 (24 0) 4 9 10 5 2 灰 10

286 -31 (23 0) 3 8 7 5 8 6 5

287 -28 (16 4) 4 0 7 5 7 4 に い 15

288 -29 (16 4) 3 9 7 5 8 6 10

289 -22,23 (23 9) 3 2 10 8 4 5

290 -33 (20 5) 3 9 5 7 6 10

291 -26 (19 0) 6 0 5 7 6 25

292 -29 (15 0) 2 8 7 5 7 6 20

293 -30 (11 7) 2 7 7 5 8 6 20

294 -25 (13 6) 2 7 10 7 4 に い 20

295 -28 北 面 (12 6) 1 2 7 5 8 4 10

296 -24 (11 6) 2 3 5 7 6 20

297 -24 (13 0) 2 0 5 7 6 10

298 -18 (13 4) 2 0 7 5 7 6 10

299 -23,24 第 面 (12 2) 3 4 7 5 7 6 25

300 -29 (12 6) 3 2 7 5 8 6 25

301 -19 (14 4) 2 3 7 5 8 4 15

302 -19 (17 0) 4 0 7 5 7 6 10

第３ 出土遺物
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

303 -19 (18 6) 5 3 7 5 7 6 10

304 -33 （19 2） 5 8 2 5 7 2 灰 10

305 -33 第 面 (15 4) 5 1 7 5 7 6 20

306 -25 (19 2) 6 2
7 5 6 6   

5 5 8 明
30

307 -18 2164 (21 2) 6 6 5 7 6 10

308 -19 土 (23 6) 4 2 10 7 3 に い 5

309 -18,19 (21 4) 4 8 7 5 8 6 15

310
, -

18,19
(18 2) 4 3 10 7 4 に い 20

311 -16 (13 6) 3 0 5 7 6 20

312 -16 第 面 (12 4) 2 2 7 5 7 6 20

313 -23,24 (20 9) 4 4 10 7 3 に い 10

314 -15 (18 0) 4 1 7 5 8 4 15

315 -21 (14 0) 3 3 7 5 8 6 25

316 第 面 (19 2) 1 7 10 8 6   5 7 1 灰 20

317 -26 （18 4） 3 6 7 5 7 6 15

318 , -24 (19 4) 1 7 7 5 8 4 10

319 -29 (19 4) 3 0 10 7 6 明 15

320 -25 (16 6) 3 8 7 5 7 6 10

321 -18,19 (15 2) 3 6 7 5 7 6 20

322 , -17 (18 6) 2 4 7 5 7 6 10

323 , -17 (17 4) 1 3 10 6 4 に い 20

324 -31 (17 2) 4 6 10 7 6 明 25

325 -2 (16 4) 4 1 2 5 7 1 灰 10

326 -10 (16 0) 2 0 10 7 4 に い 10

327 第 面 (18 6) 1 7 7 5 8 4 5

328 -30 (18 7) 4 2 7 5 8 4 25

329 -1 (16 2) 4 0 7 5 7 6 10

330 -21 土 (18 6) 2 5 10 8 4 20

331 -21 土 (16 8) 3 5 7 5 7 4 に い 20

332 -29 (16 6) 2 4 7 5 7 5 5

333 -29 (16 9) 2 4 10 7 4 に い 15

334 , -17 (14 4) 2 8 5 7 6 20

335 -9 (24 0) 2 2 7 5 7 6 30

336 -23,24 (20 0) 2 8
面 5 7 8

面 10 6 2 灰
10

337 -28 (15 6) 3 7 5 7 6 10

338 -9 土 (17 2) 2 9 7 5 7 4 に い 10

339 -18 土 (16 4) 1 8 5 7 6 10

340 -18 (21 6) 2 9 10 7 4 に い 10

341 -29

あ 掘

と

の 土

(14 6) 3 2 7 5 7 6 20

342 -20 (14 4) 2 2 10 6 4 に い 20

343 -29

あ 掘

と

の 土

(16 4) 2 5 10 8 6 15

344 -21 土 (15 4) 4 1 10 7 4 に い 10

345 -19,20 (11 6) 2 8 7 5 7 6 20

346 -14,15 (13 0) 2 9 7 5 7 4 に い 10

347 -28 機掘 面 (20 6) 1 7
7 5 8 6   

5 7 1 灰
10

348 -28

あ 掘

と

の 土

(16 6) 1 8
面 7 5 7 6

面 10 6 3 に い
5

349 -14,15 (13 0) 3 8 7 5 7 4 に い 10

350 -23 土 (15 4) 3 2 7 5 7 6 20

351 -28 (15 0) 2 4 7 5 7 6 5

352 -15 (21 6) 2 6 7 5 7 6 20

353 -16 (12 8) 3 3 5 7 8 25

354
, -

15,16
(11 2) 2 2 7 5 8 4 10

355 -31 第 1 面 (13 6) 2 6
7 5 8 6   

5 4 6 （ ）
10

356 -17 土 (16 0) 2 8 10 7 3 に い 3

357 -23 遺構検出面 (20 4) 2 5 5 7 6 15

358 -18 土 (20 2) 2 5 7 5 7 6 20

359 -23 (17 2) 3 5 7 5 8 6 15

360 -31 中 (16 2) 6 1 10 6 4 に い 5

361 -15 (22 0) 3 0
7 5 7 4 に い   

7 5 7 6
15

362 -21 土 (19 4) 2 4 7 5 7 6 20

363 -9 (17 0) 4 3 7 5 7 6 25

第 調査の成
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

364 -22 土 (18 4) 6 0 5 6 6 20

365 -24 (17 6) 2 4 7 5 7 6 10

366
, -

19,20
(20 0) 5 6 7 5 7 4 に い 10

367 第 面 3 3 10 7 4 に い 〜 15

368 -31 第 面 3 4 7 5 8 6 〜 20

369 -30 4 2 7 5 7 6 20

370 -18,19 6 8 2 5 7 2 灰 40

371 -29 縄文面 7 4 5 7 6 90

372 -9 7 9 7 5 6 4 に い 40

373 -26 9 8 7 5 7 6 30

374 , -3 6 7 7 5 5 4 に い 〜 30

375 -17 土 10 2 7 5 7 3 に い 〜 10

376 -16  (27 2) 13 7 7 5 7 4 に い 〜 25

377 -30 北 区 5 2 7 5 7 6 〜 15

378 -22,23 3 0 7 5 8 6 不明

379 -27 3 6 7 5 7 8 5

380 -34 3 0
面 2 5 6 2 灰

面 5 7 6
15

381 -33 4 6 7 5 7 6 5

382 7 5 7 5 7 6 5

383 -15 (10 0) (23 0) 21 6 7 5 6 4 に い 〜 50

384 -9 (10 0) 12 4
面 2 5 6 2 灰

面 7 5 6 6

20  

15

385 -10 (10 0) 15 6 7 5 7 6 半〜 45

386 -17 第 面 (11 0) 9 7 2 5 7 2 灰 5

387 (11 5) 7 1 7 5 7 8 半〜 25

388 -28 (9 6) 4 6 7 5 7 6 20

389 -28 (9 6) 3 5 7 5 8 6 30

390 -26 土 (9 2) 4 7 7 5 7 4 に い 20

391 -31 (8 6) 3 6 7 5 7 6 30

392 -9 (8 4) 3 1 7 5 7 6 20

393 土 (10 4) 2 8
面 10 6 4 に い

面 2 5 5 1 灰
25

394
, -

28,29
(6 0) 1 8 10 8 6 50

395 (6 8) 3 2
面 7 5 7 4 に い

面 2 5 5 1 灰
25

396 , -29 中 (12 4) 3 0 7 5 7 8 10

397 -27 北 面 (8 8) 1 6 10 7 4 に い 40

398 -30 (9 6) 3 8 7 5 7 4 に い 25

399 -18,19 (11 3) 3 6 7 5 8 4 10

400 -4,5 第 面 (8 6) 3 1 7 5 7 6 5

401 -28 5 1 1 8 7 5 7 6 85

402 -28 第 面 (11 6) 3 8
7 5 8 4

5 5 1 灰
25

403 -20 土 (7 0) 3 5 7 5 8 6 25

404 土 (8 8) 3 5 5 6 6 20

405 -33 (5 9) 2 1
面 10 7 4 に い

面 10 5 1 灰
100

406 -9,10 6 4 2 4
5 6 6   

10 6 4 に い
90

407 -29 5 0 1 9 7 5 8 4 95

408 -22 (6 2) 2 3 7 5 7 4 に い 20

409 (6 5) 2 7 7 5 8 6 100

410 -22,23 5 1 2 7
面 10 6 2 灰

面 2 5 6 6
100

411 -30 4 5 3 7 7 5 7 6 60

412 -18 6 4 (10 1) 6 2
面 5 7 8

面 7 5 7 3 に い

20  

100

413 -28

あ 掘

と

の 土

(8 0) (7 0) 10 6 4 に い 25

414 -26 (8 8) 7 6 5 6 6 〜 20

415 -26 4 3 7 5 7 6 20

416 -22 (6 3) 4 7 7 5 7 6 20

417
機掘

土
3 9 6 5 5 0 10 7 6 明 〜 90

第３ 出土遺物
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器種 遺構 リ ド
（ ） （ ）

最大

（ ）

器高
存高

（ ）
調 存 考

418 4 0 (6 9) 6 0 7 5 7 6 75

419 (10 9) 7 2 7 3 7 5 7 4 に い 35

420 -17 (10 4) 5 7 5 7 6 〜 15

421 -2 (9 4) 2 9 5 0 5 6 6 50

422 付 -29
と

の 土
(23 4) (25 3) 16 2 10 5 3 に い 〜 15

423 付 -17 土 (22 4) (26 2) 15 0
5 6 6

2 5 6 3 に い

20  

30

424 付 -29 (22 0) 10 3 10 8 4 〜 半 15

425 付 -9 (19 2) (19 5) 9 7
7 5 5 6 明   

7 5 7 6
〜 半 25

426 付 -19 (19 2) (19 6) 10 7 7 5 6 6
20  

20

427 付 -28 (17 6) 6 9 7 5 7 6 15

428 付 -30 中 (15 4) 4 9 10 6 4 に い 5

429
付

（ ）
-31 (12 2) 3 3 10 6 4 に い 10

430 付
, -

28,29
(23 4) 6 0 10 6 3 に い 5

431 付 土 (24 0) 6 7 7 5 7 6 25

432 付 -24 (16 0) 2 9 7 5 7 4 に い 10

433 付 -28
あ 掘

と
の 土

(21 2) 2 5 10 7 4 に い 5

434 付 -27 土 (19 4) 7 3 7 5 8 4 〜 半 10

435 付 -25 (24 5) 4 8 7 5 6 3 に い 10

436 付 -18,19 土 (22 0) 3 6 7 5 6 4 に い 5

437 付 -29 縄文面 (19 1) 3 9 5 6 6 5

438 付 -27 (21 4) 3 0 10 7 4 に い 10

439 付 -31 (21 3) 3 3
面 10 5 3 に い

面 5 6 6
5

440 付 -18 (24 6) 3 2 10 7 2 に い 10

441 付 -29 中 (21 4) 3 6 5 7 6 10

442 付 -30 (24 0) 1 6 10 6 4 に い 5

443 付 -18 (24 2) 3 9 10 7 4 に い 5

444 付 -28 2 6 10 7 4 に い 5

445 付 -26 (21 0) 3 5 7 5 8 6 5

446 付 -27 (18 6) 1 8 7 5 5 1 灰 10

447 付 -29 (18 4) 2 5 10 7 3 に い 5

448 付 -19 (22 0) 2 7 7 5 8 4 10

449 付 -33 第 1 面 (23 0) 2 8 7 5 7 4 に い 10

450 付 -28 北 面 (22 0) 3 1 10 7 4 に い 10

451 付 -18 第 面 (17 4) 2 3 10 5 4 に い 5

452
付

-19 第 面 (14 6) 1 6 10 7 4 に い 10

453 付 -21
第 面 

遺構検出面
(19 8) 3 6 5 7 6 5

454 付 -17 土 (23 2) 4 0 10 6 4 に い 10

455 付 -4 (17 1) 5 2 7 5 5 3 に い 10

456 -31 (15 9) 3 3 7 5 6 4 に い 10 中 高地系

457 付 -28 9 3 7 5 7 4 に い 50

458 付 8 5 10 7 3 に い 75

459 付 -20 6 9 7 5 7 4 に い 90

460 付 5 7 7 5 7 6 20

461 付 -18 土 (11 4) 3 7 7 5 6 4 に い 15

462 付
, -

28,29
5 4 2 5 6 4 に い 50

463 付 -19 5 1 5 6 6 20

464 -23 土 (16 0) 3 2 10 7 4 に い 10

465 -19 (25 2) 3 7 5 7 6 5

466 -18,19 (15 8) 2 4 7 5 7 6 10

467 -18 (24 0) 2 3
面 7 5 7 6

面 10 5 1 灰
5

468 -4 (16 5) 4 0 7 5 7 4 に い 15

469 -28 (21 4) 2 4 7 5 7 6 10

474
, -

13,14 
-13

(20 0) 1 9 7 5 7 6 10

475
, -

13,14 
-13

(7 2) 2 5 10 6 3 に い 25

第 調査の成
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６ 出土土器

器種 遺構 リ ド
（ ）

器高

（ ）
（高 ）

（ ）

調 存 考

472 5162 -28 (18 2) 5 7 6 〜 半 30
5162 は 駿河山遺跡

で報告

473 5162 -28 (22 8)
10 8 4  
10 7 4 に い

〜 半 15
5162 は 駿河山遺跡

で報告

476 山茶碗 50676
-18 
-26

土 
中

(16 4) 2 5 7 2 灰 〜 35

477 灰釉碗 15036 -10 15 2 7 6 7 4
10 7 2 に い  
10 8 3

〜 半 
半〜

60  
100

古 22 号 か

478 灰釉碗 15036 -10 11 0 4 0 5 7
2 5 7 1 灰  
2 5 7 2 灰

99 古 22 号 か

479 灰釉碗 15036 -10 (15 7) (5 6) 6 3 2 5 8 2 灰
〜 半 

半 
20  
90  
100

古 22 号 か

480
器

灰釉
14820 -13 土

5 5 4 リー  
10 6 4 に い

高 10

481 灰釉 切り碗 53093 -18,19 土 12 9
3 5 〜
3 9

6 2
2 5 5 2 灰  
10 8 4

〜  80  
100

482 灰釉碗 2795 -30 (16 0) 5 3 (9 0)
2 5 6 2 灰  
10 5 2 灰

〜  40  
30

483 山茶碗 50508 -23 土 (17 2) 6 3 8 0 2 5 5 1 灰
〜  30  

90
期

484 灰釉碗 -15,16 (16 6) 7 6 2 5 7 2 灰
〜  25  

100
古 22 号 か

485 灰釉 碗 -9 (11 8) 4 1 (6 0) 10 7 2 に い
〜 半 
半〜

45  
90

古 22 号 か

486 山茶碗 碗 -2 (10 0) 3 2 (6 4) 2 5 5 2 灰
〜 半 
〜 半

15  
30

2 期

487 山茶碗 碗 -29 (8 6) 2 5 (5 0) 10 5 2 灰
〜  25  

15
2 期

488 山茶碗 -19
土

中
(16 4) (7 0) 2 5 6 2 灰

〜  40  
45

-1 期

489 山茶碗 -25 (18 0) 5 2 (9 0)
2 5 6 2 灰  
2 5 6 1 灰

〜  25  
20

-2 期

490 山茶碗 -17 中 13 2 4 3 6 6
2 5 5 2 灰  
10 5 3 に い

〜  60  
100

-2 期

491 山茶碗 -17 中 (12 8) 4 0 6 0
10 7 4 に い  
2 5 5 2 灰

〜  30  
95

-2 期

492 山茶碗 -23 中 (14 6) 3 5 (7 6)
10 5 3 に い  
7 5 6 4 に い

〜  25  
50

-2 期

493 山茶碗 -33 第 1 面 (8 0) 1 7 (4 0)
5 5 1 灰  
2 5 6 2 灰

〜  30  
70

2 期

494 山茶碗 -32 (8 4) 1 5 (4 0) 2 5 5 2 灰 25 -2 期

495 山茶碗 土 7 6 2 0 3 4 2 5 6 1 灰
〜  80  

100
-2 期

496 山茶碗 -28 (7 8) 1 8 (4 0) 2 5 7 1 灰
〜  30  

90
-2 期

497 山茶碗 -24 (7 5) 1 5 3 6 10 6 3 に い
〜  20  

100
-2 期

498 山茶碗 -10 (8 6) 1 6 (5 0) 2 5 6 2 灰
〜  30  

50
-2 期

499 山茶碗 -32 (9 0) 1 4 (5 0)
5 5 1 灰  
2 5 6 1 灰

〜  25  
20

-2 期

500 碗 2 6
5 6 1 灰  
2 5 6 3 に い

70 特 遺物

501 -24 中 (29 0) 5 6 6 5

第３ 出土遺物
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７ 出土石器

器種 遺構 リ ド （ ）
さ

（ ）
さ

（ ） （ ）
石 存 考

14 石 1420 -29 5 3 7 6 1 6 102 6 中 ３ け

30 石 50838 -18 土 8 8 16 7 5 1 1100

111 製石 製品 15866 -10 土 6 1 7 5 1 1 51 7

137 石 50672 , -18 土 3 5 6 3 2 5 5 7 石

147 石 53363 -21 土 20 3 21 2 8 2 5100 中

208 製石 2010 -28 5 1 9 3 1 4 79 3

233 石 5646 -30 3 4 4 3 1 0 19 3 中

236 石 4256 -30 10 6 24 5 3 3 1400

251 石 2313 -32 12 2 18 3 5 7 1400

261 ー 18114 -14 土 6 0 3 5 1 4 30 9

470 石 -31 9 3 14 4 5 9 1058 所土器がある の 出ている。

471 石 -31 2 9 2 8 1 4 10 4 灰
大 系ではない。 系か  

所から土器がある の 出ている。

８ 出土土製品

器種 遺構 リ ド
存

（ ）
存

（ ）
存高

（ ）
調 存 考

143 物形 53274 -20 土 5 7 1 7 1 9 7 5 7 8 90 か か からない 分あり

器種 遺構 リ ド
さ

（ ） （ ） （ ）
調 存 考

502 土 11821 -8 3 6 1 5 0 4 〜 0 5 2 5 7 2 灰 67 (6 9 )

第 調査の成
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第 弥生〜歴史時代の

駿河山遺跡では周溝はす て 住居に伴うもので、平地 住居に伴うものは検出されていない。周

溝は の周溝を 住居跡が （Ｓ 5119、1313、70002）、 の周溝を ものは の （Ｓ

2218）である。 の周溝を 住居の中でもＳ 70002だけが調査区の北東 に しており、

の 周溝の遺構と 周溝の 基は北西 にまとまっている。遺構の時期に関しては、Ｓ 70002

の が古墳時代前期 の遺構に けられ、 の遺構は弥生時代後期後半 の遺構と考えられる。

明 は、静岡県 で検出される周溝を 住居跡に関して、 と平地 を ・ 、

周溝の形状で 〜 に分 しており、高地集落の は ないとした で ３・ が いとしている。

また周溝の機能に関しては、 地集落と 様に 機能を高めるためと考えている（ 2002）。田村

は、 平遺跡で 周溝を 住居跡が 検出されており、 周溝を 住

居跡は 地集落での 用が いこと、 平遺跡は 然化 分 により 地より した 境であっ

たことを 、 平遺跡における 周溝の 用は のためではな 、 地集落との 的な

きの中で 用された住居形 であると ている（田村 2004）。

駿河山遺跡における 周溝の遺構はＳ 2218の で、この遺構は を 平されているため構 は判然

としない。出土遺物に関しても特記す きものは出土していないため、駿河山遺跡の 住居跡に伴う周溝は

平遺跡のように 地集落との 的 きの中で 用されたもの判断するための 報は しい。 周

溝をも 遺構に関しては、 住居跡の周 を る溝を ようにＳＤ302が っており、このＳＤ302は

の機能を たせた溝と考えられることから、 周溝の機能は ・ を主な としていた可能性が考

えられる。これらの遺構が検出された 所は 面付近であるため、このような の を った住居形 が

用されたのかもしれない。 方、Ｓ 70002に関しては の周溝を 住居跡とは なって調査区の東

に している。出土遺物に関しては古墳時代前期のものが出土し、周 の溝の形状も 本の溝が する

84 図
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第 弥生〜歴史時代の

ように っているため、 の周溝を 住居跡とは性格が なる遺構の可能性も考えられる。

次に掘立柱建物跡であるが、63 検出された掘立柱建物の中で、時期が えられる遺

構は の であることから、 の遺構との時期的関 を えるのは である。また、掘立柱建物

は ・ が 、 、 ３、 の 種 あり、 、 が主 的であるが、調査

区 に りな 分 していることから の いによる分 の は いだせない。ただし、遺構の

主 ・平面積によって の が されるため、この に いて していきたい。

まず の いに関しては、平面積の いによって に分 した（第 85 ）。このように分 す

ると、大 の掘立柱建物であるＳ 80014（ ３）、Ｓ 80057（ ）は調査区の中 より東 、

すな 区画溝の東 に しており、 の掘立柱建物の中でも平面積が 20 ㎡以 の遺構もこの

区画溝の東 に集中している。この中でＳ 80013や80012は遺物から古墳時代前期の遺構と考えられ、

また付近には古墳時代前期の方形の 住居跡が検出されていることから、これらの掘立柱建物は古

墳時代前期前半の居住域の であった可能性が高い。 方で、面積が 20 ㎡ の遺構に関しては調

査区に ら っており、明確な が いだせない。

次に掘立柱建物の主 の いに関しては、主 方 の いによる 〜 群（静岡埋文センター 2012）

の中から東西 の掘立柱建物をＤ・ 群に分 し とした（第 85 ）。 の分 による分 の い

を すると、15、16 の ンの以東、以西で分 に いがあることが確認でき、東 では ・

群で められるのに し、中 から西 にかけては主 の う遺構が 在する状 を示す。なお調

査区の東 では古墳時代前期の 住居跡が 検出されており、 れらの遺構とＳ 80013 な の

掘立柱建物と主 が であるため、これらの掘立柱建物は古墳時代前期に する可能性があり、

時期の居住域ではこのようにある された建物の方 を示していた可能性が考えられる。

方調査区の中 から西 においては、時期の確 できる遺構が ないため、主 の う遺構が れ

れ のような関 にあるのかは判断が しいが、主 方 の じような遺構に関しては時期的に近い

可能性も考えられる。また、西 の掘立柱建物に関しては 住居跡や方形周溝墓を けて構 されて

いることから、 住居跡と に墓域を ように構 された居住域という可能性も考えられる。

西 の遺構の中でもＳ 80035 に関しては遺物から古墳時代前期の遺構と考えられ、この遺構は古

墳時代前期の区画溝より居住域の に することから、居住以 の別の によって構 されたと

も考えられる。また掘立柱建物の中で 群に分 された遺構は 東西を いており、 の遺構とは

なる で構 された遺構である可能性がある。これらの遺構は方形周溝墓の近 に構 されてい

る。このことから、遺構の性格を示すような遺物がないため判断が しいが、何らかの祭祀的な用

のために構 された遺構とも考えられる。

方形周溝墓

駿河山遺跡では方形周溝墓が36基検出された。しかし主 が検出された遺構はＳ 52863の であり、

埋 形 や埋 者の関 を る がかりが ない。ただし中 の墓域と西 の墓域では、時期的な 以

にも墓域の様 に が認められるため、これらに いて の考 を える。また、Ｓ 228のように

中 を する集落 では特 な形 の遺構が検出されているので、これに いてもまとめてい 。

方形周溝墓群は調査区の中 と西 の 所に主な分 を示し、 の中でも遺構の切り合

いや時期によって 〜Ｄ群に分 され、 Ｄと変 してい ことが分かっている（静岡埋文セ

ンター2012）。第 86 で示したように ・ 群と ・Ｄ群では墓域の様 が なる。まず遺構の に関

しては、 ・ 群が中 の方形周溝墓が主要で、 が 前後のもの、８〜 前後のものが 、

の大きいものでも10〜11 前後である。 れに して、・Ｄ群は 23 以 のＳ 1900をはじめ、
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第 弥生時代後期から古墳時代前期の駿河山遺跡

88 図 図
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第 弥生〜歴史時代の

いても のある住居形 が 用されていることから、駿河山遺跡においてもこのような周溝を

住居形 を構 するような 境の変化が起こった可能性も考えられる。

次に の画期に たる弥生時代後期末は、調査区の中 分

において方形周溝墓群が形成されたことによって集落の 編が まる時期として認 できる。

これらの周溝墓群は、中 の 住居跡を 平しているため、中 分に関しては、居住域と

しての機能を終えた後に墓域が形成されたと考えられる。

墓域に関しては、第 （ ）で たとおり、 ・Ｄ群に ると 的 な方形周溝墓が主要なも

ので、 ・ な の溝に って墓を てい 形 の遺構が 立 。主 が検出された遺構は

基の であるため断 的なことは えないが、集 墓・ 墓のような要 が かった可能性が考えられる。

住居跡では弥生時代後期末の遺構が ないため、墓域形成の時期の集落の様 に いては判然

としない 分があるが、方形で の 住居跡は、 形・ 方形の 住居跡を切っており、

さらにこれらの 住居跡とは分 が なるため、 で方形の 住居跡がこの墓域と じ時期に

存在していた居住域と考えられる。

また、掘立柱建物に関しては第 （ ）で た り、 の遺構との 関 により判断すれ 、

中 の墓域を ような 関 にあり、西 に する 方形の 住居とより近い関 にあっ

た可能性がある。

このように中 分が墓域へ変化した後、調査区の東 ・西 が居住域の中 へ変化したと考えられ、

居住域と墓域の する集落へ変化してい 様子が される。

最後の二 の画期に たる古墳時代前期は、東 に居住域、西 に方形周溝

墓群の墓域、調査区中 に区画溝が掘られることによって、集落 で居住域と墓域を区画するような

集落の 編が んだ時期に められる。居住域では 住居に関しては、大 で方形の住居跡が主

になり、北西方 に主 が うように構 されており、掘立柱建物跡に関しても、 住居跡と主

を じ するものが いことから、この時期の居住域は建物 が の 画性を って構 されて

いたと考えられる。また掘立柱建物では の大 掘立柱建物や 柱のある遺構も検出されて

いることから居住域 で特別な を った建物が構 されていた可能性が考えられる。

墓域に関しては、 れまで溝に って墓の を行っていたと考えられるのに し、この時期になると

立して構 されたと考えられる墓が え、しかも も大き なることから、方形周溝墓の祭祀に変化

があった可能性がある。これは中 に のある方形周溝墓が構 される でも窺える。さらに調査区中

の区画溝が前代の墓域を掘 していることから、 れまで居住していた集 とは なる集 が居住して

いたか、 じ集 であっても前時代を するような大きな断 が起こった可能性が考えられる。

以 のように駿河山遺跡では弥生時代後期から古墳時代前期に至るまで、 の画期

により集落の様 を変化させてい ことが明らかとなった。 の の画期の中で、古墳時代前期前

半の画期が最も大きな画期と えられる。方形周溝墓の ・ 群と ・Ｄ群では 状 や墓の

に いが確認でき、居住域に関しても大 で方形の 住居が 立 、掘立柱建物跡と 住居跡が

北西方 を主 にするような 性が られる。田村 は 平遺跡の集落構 の変化に して

文化の終 に伴う 変 の を ている（田村 2004）。駿河山遺跡は 文化 の であるた

め、 じような は てはまらないかもしれないが、中 のある方形周溝墓が検出されている

からも、このような集落の 編成には古墳文化の がりが している可能性が考えられる。

- 162 -   





 
 

第３

駿河山遺跡では縄文時代中期から後期、弥生時代後期から古墳時代前期、平安時代から近世のおよ

３時代の遺構と遺物が検出された。本報告は駿河山遺跡の最終報告書であるため、 時代の 要を

まとめて調査報告の終 としたい。

縄文時代の遺構は 住居跡と土坑墓が検出され、遺物は土器・石器・石製品な が出土

した。出土土器から縄文時代の中期後 から後期前半まで集落が存続していたと考えられ、縄文時代中

期末の遺構と遺物が最も 出土したことから、この時期が遺跡の 期であったと考えられる。 の時

期の集落は３ に分かれて居住域が展開しており、 の中で東 の 住居群が土坑墓群を ように

されていることが特 される。 してこの土坑墓群は中期中 から後期前半の遺構が検出されてい

ることから、集落の形成期から集落の終 まで墓域として機能していたものと考えられる。またこの土

坑墓群では 製の大 が出土しており、 地が不明であるため確 的ではないが、 は

な 北 より れて るものが いため、 時の の中で駿河山遺跡にもたらされた可能

性が考えられる。 れ以 の特 される遺物として、Ｓ 9542 とＳ 21637 において住居 の土坑で

された石 が出土したことが られる。これらの石 は されただけでな の形跡があるこ

とから、何かしらの祭祀が行 れた可能性がある。さらにこれらの石 は 石 で、石 は 半島

の 安山 が 用されていることが特 的である（ 谷 2010）。 方、駿河山遺跡で最も 出土

した遺物である土器に関しても、縄文時代中期から後期に至るまで 地の土器が出土しているが、 の

中でも中期末において 系の土器が出土していることが特 される。これらが示すように、縄文時代

中期から後期における駿河山遺跡に居住していた の地域間 を考える で、 要な成 が られ

た。特に の大 に関しては、静岡県 の遺跡では 製品の出土が ないため（ 本 2008）、駿

河山遺跡周 の歴史を るだけでな 、静岡県の の を する でも 要な であり、

後の である。

駿河山遺跡では縄文時代以降に の生 の 跡が確認されるのは

弥生時代後期からである。駿河山遺跡では弥生時代後期中 に集落の形成が開 され、弥生時代中期末か

ら後期 に墓域が形成され、古墳時代前期前半には墓域と居住域を区画溝で分 するような集落構 に

変化してい ことが明らかとなった。この古墳時代前期の集落の 編成が駿河山遺跡における最も大きな

画期と えられ、居住域に関しては れまでの 在的な分 から主 方 を するような 画性のある

集落構 に変化している。墓域に関しても弥生時代末から古墳時代前期までの方形周溝墓は、中 な

方形周溝墓が 、構 方 に関しても溝を えるように構 されるか、 れまでの墓の溝を利用して

してい ように構 されてい のに して、古墳時代前期前半の方形周溝墓は大 の方形周溝墓が主

となり、 れ れが 立して構 されるような形 に変化している。またＳ 228は の中 に を

形 の方形周溝墓で、駿河山遺跡で検出された の方形周溝墓とは なる特 を 、 以西の

を けて された墓 である可能性が考えられる。このように居住域と墓域の様 から、弥生時代か

ら古墳時代への 行期において駿河山遺跡でも大きな変化があったことが 測される。

駿河山遺跡では古墳時代前期前半以降に集落は えたものと考えられ、 れ以

降は断 的な の が確認できるの である。 ・平安時代以降の遺構としては掘立柱建物 と区

画溝、土坑、性格不明遺構である。 の居住に関する遺構は掘立柱建物 であるため、駿河山遺跡に古代

以降も集落が存在したかは明確ではない。ただし調査区中 には方形に区画するような溝が掘られており、

地として利用されていた可能性も考えられる。 れ以 にも土坑墓の可能性がある土坑な が検出され、
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出土遺物に関しても 11 〜 12 世 の山茶碗等が出土しているため、平安時代以降も断続的な土地の利

用の 跡が確認できた。

以 のように駿河山遺跡では３ の時期に分けられ、縄文時代、弥生〜古墳時代に大きな 期があ

ることが確認できた。 られた の調査であり、 時代の集落の様 も判然としない 分もあるため、

後の なる調査が められることを期 したい。

90 図 図
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付編 駿河山遺跡の 然 分

第 ・ 物 分

                                                          

リ ・ ー

駿河山遺跡の発掘調査では、 山灰（ ）を と れる土 が認められ、また土坑や溝の

土に 物 を 状 な が確認された。本報告では、これらの に いて 然 的 を

用いた分 を行い、 まれる や 物 を明らかにする。

１

は、Ｄ区 2937 山灰 ン （ の ）、 （ の ）と 区土坑 2-25 ン お

よ Ｄ区 2561 ン の合 である。これらのう 、前 者は 地所 により の

が されており、後 者は 物 の が認められている。

２

（ ） 分

約 20 を 発 に り、 を え にした状 で により 子を分 し、

を し る。この を り すことにより られた 分を させた後、 にて

する。 の本 物 である コリ ・ 山 ・ 石を として し、 の特 や

の を 性的に調 る。

（ ） 物 の分

土 中に 在する 物 を 出し、105 で 2 時間 させた。 させた 物 を

で し セ ンを用いて ド に し、 測 とした。 成した

測 に いて以 の で測 を した（ 立 1980 日本 土 1987）。

検出された物 の は、測 の主要 ー と から原子面間 およ を

し、 れに する化合物または 物を 末 合 （ ）により検

した。なお、 物 の 出の には 物 を 出するように めたが、土 の は めなかった。

島 所製 Ｄ−３   1 0

（ ）  2°

  2

30  1°

30   0 3

  5,000   3 〜 45°

３

（ ） 分

Ｄ区 2937 山灰 ン およ には、 様の特 を する 物 が まれて

おり、 コリ は認められず、 の 石と の 山 が まれている。 石は、 〜灰

を し、発 はやや 〜やや不 である。 きの されたように発 している 状の 石も
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第 ・ 物 分

認められる。また、 石によっては、 に 石およ 方 石の を するものも認められ

る。 石の最大 は、 ン が 1 2 、 ン が 1 0 である。 山 は、

い をもった 平 状の形状を示す 山 の 明なものと を するもの、

明で ン 状の様 である発 の な 石 山 が認められる。

中に認められた 山 は、 の特 から 界 - 山灰（ - 町田・

1978）に するものである。 - は、約 6300 年前に 地方の 界 から 出し

た 域 である（町田・ 1992）。 石およ 石 山 は、 の特 と遺跡の地

的 から、 山 平 から 出した 平 （ 町田 か 1984）に

するものである。 は、2800 〜 2900 年前に 出し、 県から静岡県にかけて降 した で

ある。（町田・ 1992）。

（ ） 物 の分

の を第 83 に示す。 の はともに石 （ ）、 石（ ）、

セリ （ ）、 石（ ）、 （ ）が検出された。これらの 物のう 、

を する 物は （ ）が代 的である。 の検出 物は 石や土 に 的に

認められる 物であることから、 物 時に 在した土 の 物と される。したがって、

とした 物 の はいずれも （ ）であると判断される。

なお、約 20°から ンドの が られることから、 中には 的 の の存在

が示唆される。

４

確認された である は、静 平 をはじめとする静岡県東 から中 域の 積 地 地

における発掘調査により認められており、縄文時代後期から 期に 行する の として 要な

である。 分 した に まれる 石と 山 は であり、また の が

在しているため、 - およ が 降 積した後に 積した可能性や生物 により土

が された可能性が考えられる。 の が された土 の 積状 は不明であるが、 な

とも 降灰以後に 積した土 であることは確 であ う。

物 に いては、いずれの においても であることが かった。 は、い る

ン と れる を構成する物 である。 としての ン の利用は、日本では

石器時代から られており、縄文、弥生、古墳時代を じて の中では最も 用されてきた

ことが市 （1998）な の記 から窺える。 ン と の としては、 （ ）

があるが、 の からは 検出されなかった。

用文

立 1980 末 機器分 のて き３ 化

市 1998 の考古 山

町田 ・ 1978 界 から 出した 域 − 山灰 第 17

町田 ・ ・ 原 ・ 田静 ・ 1984 と日本考古 −考古 と関 する の タ −

古文化財に関する 存 と 文・ 然 − 報告書−

町田 ・ 1992 山灰 東 大 出

日本 土 編 1987 土 ンド 第二 報 出
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付編 駿河山遺跡の 然 分

第 駿河山遺跡出土弥生土器およ 土師器の 土分

リ ・ ー

はじめに

大 地最 付近の大 に する駿河山遺跡の発掘調査では、縄文時代、弥生時代〜

古墳時代およ 平安〜 時代の 時代におよ 遺構・遺物が確認されている。 では、本遺跡か

ら出土した 時期 の縄文土器に いて、 の 土の特性を えることにより、土器の製 事

を示唆するい かの事 をすでに ている。これまで られた所 のう 、在地とされた の土

器も、東 地方、中 高地、関東な とされた の土器も、 した地 的 を する地域

で製 された可能性があることや、製 地が本遺跡周 というよりも、 の 原 地周 の可能

性があることな が される。さらに、確 に 〜大 〜安 に至る静岡県中 地域以

で製 されたと される土器が ながら確認することもできた。

の分 調査では、駿河山遺跡から出土した弥生土器およ 古墳時代の土師器を として、

した縄文土器と 様の を用いて 土の特性を え、 の製 に関 る を 成する。また、弥

生時代の 住居跡 面 から 土 が出土していることから、この 土 と調査区 で され

た 然 積 の 土およ 遺構 土も 時に分 とし、土器の原 としての可能性を検 する。

なお、これら 土 に いては、 の特性記 として 土 物の も行う。

は、駿河山遺跡 の 然 積 より された 土 1 、弥生時代後期後半とされた方形周溝

墓の 土 1 、 時期とされた 住居跡 面 から出土した 土 1 の 3 の 積物 と

駿河山遺跡で検出された弥生時代後期後半とされる遺構から出土した弥生土器 7 、およ 古墳時

代前期前半とされる遺構から出土した土師器 8 の合 18 である。 には番号 1 〜 18 が付さ

れており、番号 1 〜 3 は した 積物 、番号 4 〜 10 は弥生土器 、番号 11 〜 18 は土師器

である。発掘調査所 によれ 、 とされた弥生土器 はいずれも在地とされており、土師器 は、

在地とされるもの、静岡県東 や西 以西さらには とされる な が となっている。

の に いては、第 に示す。

分 方

土分 には、前 の縄文土器の 土分 と 様の 田 か (1999) の方 を用いる。また、 積物

に いては、 土 物の も行う。以 に 分 方 の を る。

1 土

土 物 成は 田 (1966) に った。以 に分 行 を記す。 約 10 を 500 ー ーに

とり、 を えた後、30 化 10 を えて 合する。時 で をして約 1 時

間 した後、 にのせて し、 から が に けるまで 化 を 10 ず

し、 機物を分 する。さらに を続け、 の 化 を分 した後、 出 を

え、75 まで する。約 2 の ド リ ( 2 2 4) を えて し、15 分

間 した後、 分 を行い、 を てる ( )。 で 2 した後、 を

えて を し、分 させた後、1000 に す。 20 の状 で16時間静 した後、

面 20 に ンを し、 土画分 (2 ) の を する ( 土 )。
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付編 駿河山遺跡の 然 分

の を 2本の に し、1 リ - ( 5 0) を え、 物を

した後、 を する。この を 2 り す。 の 1本に 1 シ

( 7 0) を え ( )、もう 1本の に 1 リ ( 7 0) を え (

)、 する。この を に 2 り し、最後に を えて の を 。 の

物に を えて 状 とし、 の 物を ド に し、 面に 、 する。

これら を によって以 の で測 する。なお、 に いては (

ン リコー ) 、 に いては 300 と 550 を し、 測 を する。

電 製   1°

( )  1°

  0 3

40   2°

40   続

  0 02°

   2 〜 30°

(2) 製

は、 の を ンド ターで切断、 確に 0 03 の さに して 製した。

は による 石 的な を用い、 土中に まれる 物 、 石 およ 化石の種

構成を明らかにした。

の は、 ー を用いて 0 5 間 で させ、 礫〜中 シ までの 子

を ン により 200 あるいは ー 面で行った。また、 時に と基 の ン

も した。これらの から、 における 物・ 石別出 の 3 次 、 の

成 、 ・ ・基 の 合を示す を 示する。

３

(1) 土 物

種の を行った 土 物の ターンを第 92 〜 94 に示す。以 に の

を る。

1) 番号 1( Ⅴ 然 積 土 )

に伴う ー の 、 変化から 物、 ・ ー 合 物、

、 石およ 石 が される。

まず、 -550 ( -550) によって する ( - ) の 7 〜 10 付近

にかけて られる谷埋め状の ー およ 3 57 付近の ー は の存在を示す。 -

において認められる 10 、5 0 、3 34 付近の ー は -550 においても 変化しないことから

物の存在を示す。また、 - およ - ( - )・ ( - ) において

られる 14 付近の ー は、 -300 ( -300)・ -550 では不明 となるが、 の

石の存在を示すものである。 方、 - ・ - において認められる 12 付近の ー は、 -

において 10 近 にシ することから、 ・ ー 合 物の存在を示唆する。なお、

4 25 、3 34 付近の ー は石 によるものである。

ターンを る りでは、本 の主要 土 物は 物およ ・ ー

合 物、 であり、 石は まれる である。

2) 番号 2( 方形周溝墓 18010 遺構 土 )
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に伴う ー の 、 変化から 石、 物、 、 ・ 石 合

物およ 石 が される か、 石・ ー 中間種 物が存在する可能性が示唆される。

まず、 -550 によってやや収 する - ・ - ・ - ・ -300 の 14 付近の ー およ 7 1 、

4 73 、3 53 付近の ー は 石の存在を示す。また、 - において認められる 10 、5 0 、

3 34 付近の ー は -550 においても 変化しないことから 物の存在を示す。 方、 -

およ - において られる 12 付近の ー は - においても変化せず、 - ・ - ・ -

においては24 付近に ー が られていることから ・ 石 合 物を示唆する。さらに、

- から -300・ -550 の によって次第に から 10 近 にかけて ー がシ する

が られることから 石・ ー 中間種 物の存在が れる。なお、 によっ

て する 4 84 付近の ー は 、4 25 、3 34 付近の ー は石 によるものである。

ターンを る りでは、本 の主要 土 物は 石や 物であるが、 伴 物とし

て や ・ 石 合 物が まれる か、 石・ ー 中間種 物の存

在が れる。

3) 番号 3( 住居跡 52984 面 土 )

に伴う ー の 、 変化から 石、 物、 、 ・ 石 合

物およ 石 が される か、 石・ ー 中間種 物が存在する可能性が示唆される。

まず、 -550 によってやや収 する - ・ - ・ - ・ -300 の 14 付近の ー およ 7 1 、

4 71 、3 53 付近の ー は 石の存在を示す。また、 - において認められる 10 、5 0 、

3 34 付近の ー は -550 においても 変化しないことから 物の存在を示す。 方、 -

およ - において られる 12 付近の ー は - においても変化せず、 - ・ - ・ -

においては24 付近に ー が られていることから ・ 石 合 物を示唆する。さらに、

- から -300・ -550 の によって次第に から 10 近 にかけて ー がシ する

が られることから 石・ ー 中間種 物の存在が れる。なお、 によっ

て する 4 84 付近の ー は 、4 25 、3 34 付近の ー は石 によるものである。

ターンを る りでは、本 の主要 土 物は 石や 物であるが、 伴 物とし

て や ・ 石 合 物が まれる か、 石・ ー 中間種 物の存

在が れる。

(2) 製

を第 10 、第 95 〜 99 に示す。 物・ 石 成に いては、前 の縄文土器の分 において、

〜 までの 6 種 に分 した。なお 分 の特 に いては、前 報告を されたい。 の

の 物・ 石 成を ると、前 の 〜 に するものが認められず、また いに する

成も 出すことができる。この状 から、ここでは 〜 までの 5 種 ( は後 する ー の

と ら しいため用いない )を設 することができた。以 に 種 の特 を る。

物 では石 が 、 の リ 石と 石を伴うが、 れら以 の 物 は とん

まれない。 石 では、 ー 、 、 の 積 が 的 、 の 灰 や ・

およ 石 を 。 の では、 然 積 の 土が、この 成に分 された か、

弥生土器の番号 9と土師器の番号 17 が に分 された。

物 では石 が 、 の 石を 、 リ 石は かあるいは とん まれない。

また、 れら以 の 物 も とん まれない。 石 の 成は、 積 の中でも ー と

が 的 、 に の と または の 石 およ 山 を伴い、さらに

物 も 認められる。 山 は、 ン 状に発 した 石 と平 状を する が
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番
号

砂
粒
区
分

合
計

石

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

軽
石

凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

微
閃
緑
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

緑
色
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

1

0

0

1 4 10 1 1 2 1 20

8 1 11 7 10 2 5 1 45

10 3 5 10 4 1 2 2 37

21 3 4 2 8 3 1 1 43

26 8 2 1 37

9 2 1 12

2046

21

2

1 1

1 1 2

1 1 3 6 11

1 6 1 8 14 30

5 2 5 10 1 1 1 12 37

22 9 1 6 17 2 2 6 1 66

22 3 2 27

8 8

1540

353

3

0

0

3 1 4

1 2 1 2 3 9

15 2 3 2 8 1 4 4 39

36 2 11 9 7 3 1 7 76

39 2 9 1 2 1 3 57

15 15

1461

125

4

0

1 2 2 1 1 7

4 12 13 2 1 32

1 8 4 13

1 1 2

2 1 3

13 2 1 1 17

6 6

809

29

5

0

1 3 1 5

2 5 9 2 1 19

1 2 3 1 7

1 2 3

1 1 2

2 2

2 2

468

8

6

1 1

1 5 10 2 1 1 1 2 23

3 3 18 15 1 1 1 2 2 2 4 52

1 2 5 7 1 1 3 20

1 1 2 1 1 6

1 1

3 1 4

1 1

521

29
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番
号

砂
粒
区
分

合
計

石

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

軽
石

凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

微
閃
緑
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

緑
色
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

7

1 1

1 9 3 1 14

2 14 2 2 1 21

1 16 17

5 5

1 1

1 1

0

494

7

8

0

2 3 1 3 9

1 9 3 1 1 1 1 17

2 2 1 1 4 10

1 1

1 1 1 1 1 2 7

8 2 10

4 4

753

14

9

1 1

1 3 3 10 1 1 1 20

1 2 5 11 8 1 1 29

8 1 2 11 4 1 1 4 1 33

25 6 3 20 4 3 3 64

25 3 8 4 1 41

7 1 3 11

1 1

780

34

10

0

1 2 1 1 5

3 21 21 3 1 1 5 55

1 1 3 10 11 4 1 1 32

1 1 1 2 5

2 2

5 1 1 7

2 2

571

87

11

1 1

14 2 3 1 1 21

1 10 3 27 5 6 4 1 57

1 13 1 1 29 2 5 1 1 3 57

1 4 1 11 2 1 20

2 1 1 4

1 1

0

506

24

12

0

1 3 4

4 4 6 14

5 2 1 8

1 1 1 3

1 1

12 2 14

4 4

617

16
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番
号

砂
粒
区
分

合
計

石

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

軽
石

凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

微
閃
緑
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

緑
色
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

13

0

0

1 1

5 1 1 1 8

10 1 1 1 1 1 15

18 8 1 3 2 32

21 2 8 1 1 33

3 1 4

607

3

14

0

2 8 17 1 1 29

1 2 29 41 2 1 3 5 84

1 2 6 6 1 1 1 18

1 2 1 1 1 6

4 4 1 2 11

4 1 5

1 1

706

32

15

0

1 1

2 2 9 1 2 2 8 26

8 1 10 1 1 1 4 26

7 6 2 1 1 17

10 1 7 1 3 22

7 1 8 16

2 2

535

7

16

0

1 1

3 2 4 2 7 18

10 3 4 1 1 8 27

11 2 3 1 4 3 24

10 2 2 3 17

5 1 1 7

1 1

533

7

17

1 1 2

1 1 1 2 5

5 1 6

7 2 1 3 13

12 1 3 7 2 3 28

23 1 2 1 5 1 33

10 1 4 15

0

499

15

18

0

0

2 1 3

4 2 1 1 2 10

4 4 1 9

11 2 5 1 19

9 4 13

2 2

277

14
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在する。 の では、遺構 土の番号 2 と住居跡 面 土 の番号 3 の 2 が に分 さ

れたが、土器 の中には認められない。

積 の およ の 石 が 出して まれる。 物 は、 によってはシ

の石 が 的 まれ、 の 石な が伴 れるが、 的に 〜 である。 石

は、 ・ 以 には、 の ー が まれ、 によっては、 の 灰 、安山 、 化 、

土 な が まれる。 化 は、 の により 化 あるいは 化 な である。 の

では、 に分 された が最も 、 に分 された番号 9 以 の弥生土器 6 と番号 12、

14 の 2 の土師器が に分 された。

物 では 石が 、 の石 を伴い、 石 では 灰 が 出して 、 の安山

を伴い、 の 積 や変 、 化 な を 。 灰 の とん は 石 の 灰 で

あり、変 は 灰 または 山 の 化 を主 としている。 に分 された は、番号 11 の

土師器 1 の である。

物 では石 が 、 の 石と または の リ 石を伴い、 めて の

を 。 石 では、 の 積 と 石 およ を 。 の では、番号

13、15、16、18 の 4 の土師器が に分 された。

物の ( 5) は、15 の と 15 以 の とに 2 分することができる。ここでは、

前者を とし、後者を とする。 積物 3 はいずれも であり、弥生土器も が 、

番号6と9の2 は であるが、 れ以 は に分 される。これに して、土師器では が 、

番号 12 と 13 が に分 される かはいずれも である。

土中の の 成では、 ードとする の い から、以 のような分 ができる。

1 を ードとする の を示す 成。

2 を ードとし、 または シ に第二の ー がある 成。

3 と中 が で ードとなる 成。

4 と中 が で ードとなるが、さらに れに近い 合で に第二の

ー がある 成。

5 中 を ードとする の を示す 成。

6 中 を ードとするが、 で に第二の ー があり、中 の 合も れ

に近い。

7 を ードとする の を示す 成。

8 を ードとするが、中 に第二の ー がある 成。

9 を ードとする の を示す 成。

10 シ を ードとする の を示す 成。

の分 は、第 に 記する。 積物 のう 、番号 1は 6 、番号 2と 3は 8 である。

弥生土器は、 的に を示し、2 が 4 と 、次いで 1 が 2 、番号 9 は の より

も の 7 に分 される。これに して、土師器は、やや が 、2 は番号 12 と 14

の 2 の 、 の 8 は、3〜 5、8〜 10 の 分 に 1 ず 分 される。

4 考

(1) 弥生時代 住居跡 面 出土 土 に いて

弥生時代の 住居跡 面 から出土した 土 ( 番号 3) を構成する 土 物の種 は、駿河山

遺跡調査区 の 土 から された番号 1よりも、弥生時代遺構 土である番号 2の方に する
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が られた。また、 による の 物・ 石 成でも、 土 の 成は番号 1の ではな 、

番号 2 と 様の に分 された。したがって番号 3 の 土 は、番号 1 の された 土 に

するものではな 、 なる の 積物に する可能性が高い。 時 では の 積物を特 する

ことはできないが、遺構 土と 様の 土 物 成、 物・ 石 成であることから、駿河山遺

跡周 に分 する 積物である可能性は高いと考えられる。

なお、 の弥生土器 では、 土 と 様の に分 されるものは認められず、また

成も弥生土器 と 土 では明 に なる となった。このことから、 土 が、弥生土器の

地土 ( 成形 前の土 ) である可能性は いと考えられる。ただし、 物や 石の種 は、 土 と弥

生土器とで とん するもの かりであることから、 地土を構成する の として 用さ

れた可能性はあると考えられる。また、番号 1の された 然 積 土 を構成する 土に いても、

様の 物・ 石 成が弥生土器 およ 土師器 の中に れ れ 1 ず ではあるが認められ

たことから、弥生土器や土師器の の となった可能性は高いと考えられる。これら 2 の は、

いずれも在地とされており、発掘調査所 からも される。

(2) 土の地域性に いて

駿河山遺跡調査区 の 土 から された番号 1 の が示す 物・ 石 成は、駿河山遺跡の

立地する 所の地 的 を示しており、また遺構 土である番号 2 の が示す 物・ 石 成

も 様のことが える。 の では、 したように弥生土器の番号 9 およ 土師器の番号 17 の

2 が に分 されたことから、これらは駿河山遺跡周 で製 された可能性が高いと考えられる。

以 の所 は、いずれの とも在地とした発掘調査所 とは 合するものである。

とした 物・ 石 成の 土は、弥生土器 7 中 6 までを めた。 に まれる 物と

石の種 は と 様であり、 なるのは の の である。また、 とした 6 の は、

いずれも発掘調査所 では在地とされている。これらのことから、 の 土も駿河山遺跡周 の地

的 を している可能性がある。大 域の地 に いては、前報の縄文土器 土分 でも

たように、 の山地およ は、古第 の 積 からなる 群という地 により

構成されている。 群を構成する 石に いては、 山・ (1981) や日本の地 中 地方

編集 (1988) によれ 、 ・ ・ ー な の 積 を主 とし、石灰 や 灰 、さ

らには安山 の 山 も分 するとされている。 に石灰 は認められないが、 化 しやす

い石灰 の特性を考 すれ 、 の 成は、 群の 石を起 とする 積物に する可能性

が高い。すな の 土は、 の製 地が駿河山遺跡周 であることを示唆していると考えられる。

なお、縄文土器の 土分 では、在地系とされた の土器も めて、 とした 土の が

を めた。 も、 ー 、 、 の 積 を主 とする 成であったが、 伴する構成要

として、 物では 石や があり、 石では と変成 の存在があった。これらの

石は、 群には まれていないことから、駿河山遺跡周 で製 された可能性は いと考え、

周 域における地 記 から 原 地 に する可能性を した。 には、 群と

な 物や 石が とん まれていないことから、 よりも、駿河山遺跡周 という での在地

性の高い 土であると うことができる。

は、 積 を ものの、 めて であり、 灰 や ・ およ 安山 と

いった 山 物・ 山 が主 を めることが特 である。このような 成は、 群も

めて 積 を主 とする が 域に 分 する から大 およ 安 までにいた

る静岡県中 地域に する可能性は いと考えられる。なお発掘調査所 では、 とされた番

号 11 の土師器に いて、静岡県東 で製 された可能性が されている。このことを考 した 合、
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灰 や 山 が主 を める地 の分 域としては、 半島をあ ることができる。 半

島 およ 中西 には 島 群およ 群と れる 第 中 世の 灰 、 、

、安山 からなる地 が 分 しており ( 日本の地 中 地方 編集 ,1988)、

はこのような地 的 に する可能性がある。 後、 半島における古墳時代土師器の分

事 も えて、さらに検 することがの まれる。

は、 石 が であることから、 の地 的 はあまり明 ではないが、 物 成に

おいて リ 石が 的 まれることや が認められること、 石 成では を伴う

ことな から、 積 と の分 を とする地域が される。静岡県周 における

の分 域としては、 の が分 する 地 から 河高原にかけての地域や

第 の が分 する 地な があ られる。さらに の では、 の可能性

があるとされた の が 3 とも に分 されたことから、 まで地域を て ると、

え 、 山 には と れる の分 が認められる ( 日本の地 中 地方

編集 ,1988)。 の 後には と れる 積 も分 することから、 を

とする は可能である。ただし、 時 では、 の であり、 した と 様に、

の地域性を するためには、 される地域における分 事 を ることがの まれる。

(3) 土と土器分 との 関 に いて

られた分 は、 土から される地域性と発掘調査所 により された地域性とが

に 合的な 関 を示した。すな 、在地とされた弥生土器およ 土師器は、 土からも て駿

河山遺跡周 の地域性が示唆され、 方静岡県東 とされた土師器や静岡県西 およ とされ

た土師器は、いずれも れらの地域に可能性のある地 的 が される 土の特 を示した。

次に、 土の 物の 合や 成の いを て たい。弥生土器では、 とされた土器 6 の

う 、5 は 物の 合が であり、番号 6 の が である。 成では、 6 のう 2

が 1 であり、4 が 2 である。 としては、 - -2 という 土が弥生土器の主 をなし、

- -1 と - -2 という なる 土も 在することが窺える。 して、

- -7 というやや いの大きい 土の土器もさらに じる状 が される。 の では、

これらの 土の いと器種や との 関 は認められないため、弥生土器における 土の いが

のような事 に するかは不明である。 後の分 事 や発掘調査所 による の 積を っ

て、さらに検 することがの まれる。

方土師器では、在地とされた 3 の のう 、番号 12 は - -2 、番号 14 は -

-2 といういずれも弥生土器に認められた 土と 様の特性を示したが、番号 17 は - -9

であり、弥生土器の である番号 9 とは 成において いが認められた。なお、 の土師

器 では、器種や と 土との 関 は 出せない。この に いても 後のさらなる検 が

要と考える。

用文

田 ・ ・別所 高 1999 生 遺跡より出土した弥生時代中期の土器 の − 石 的・ 積 的

による− 本文化財 第 16 大 発 要 集

日本の地 中 地方 編集 1988 日本の地 4 中 地方 立出

日本の地 中 地方 編集 1988 日本の地 5 中 地方 立出

山 ・ 1981 静岡県中 に分 する古第 系 群の古地 的 地 87

田 史 1966 土 物の およ 土 37
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付編 駿河山遺跡の 然 分

第３ 駿河山遺跡の考古地 的

山大 地

岡 、

はじめに

遺跡に されている 跡や 跡な の 土遺構から を て、 の 土 の 化を測 し、

の方 を の考古地 年変化 と 合して遺構の年代を測 する考古地 年代 は、

2000 年間に いては 用の に している。しかし、年代 の基 となる 年変化 は

を中 とした西 日本に分 する遺跡の測 から られたものであるため、地 方 の地域

が できない大きさであることが判明した 在では、機 からの が大き なれ なる

年代 の も 大する可能性が考えられるようになった（ 岡、1981 1989、 岡・ 村、1987）。

この地域 の は、地域によって変 り、 の 、時代によっても変化するという な代物であ

るらしい。

、弥生時代後期から古墳時代 の静岡県 谷町に する駿河山遺跡の考古地 測 を行

うことが出 た。この測 によって、 から れた地域で ータを ることができ、考古地

方 の地域 を明らかにする で な を るまたとない機 となった。

化と地 年変化

性 物（ 石になることができる 物）を高 にまで していき、 の 物に の に す

ると、 れまで の 物が していた 化は する。これとは に、 中で 性 物を高

から し、 の に 化を った （この を リー という）まで がると、 用して

いる と じ きの 化を する。この 化は 化（  、

して、 ）と れるもので、 にまで がると に安 な 化となる。土には ( 、

3 4）や （ ン 、 、 2 3）等の 性 物が まれている。 の リー は

578 、 の れは 670 である。 のように、 跡に されている 土は、 成時の地 （地

）のもとで されているので、 時の地 方 が として記録されていることになる。

な時代の 土遺構の 化を測 することによって、 に地 の変 の様子を明らかにする

ことができる。

地 の によって なった方 を 地 は、時間的にも変化していることが地 の

測から明らかになっている。 ・ ・ ともに、 っ りとではあるが変 り、 年〜

年 らい経 すると、 の いが充分検出出 る の で や は変化している。これを

地 年変化（   ）という。 ンドンの リ では 16 世

の後半から と の 続的な 測が行 れており、400 年 りに たる記録がある。日本でも

明 の中 から東 で 続的な 測が まり、後に 県の 岡に 所を して 測が行 れている

が、 れ以前の時代に いては 測記録はない。古い時代の 年変化を めるためには、 は し

落 るが 化を用いた考古地 的 に ら るをえない。日本では、東 ・北 地方から

北 に至る西 日本の 地の遺跡に いての考古地 的 によって、 2,000 年間の 年

変化が められている（ 、1971 岡、1977）。考古地 的に められた 年変化は、
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測記録から られたものと区別するため、考古地 年変化（   ）

という。近年、北 地方の ータの が著し 、北 地方から られた ータの を用いて、西

500 年〜 1550 年に たる北 考古地 年変化 が かれている（ 岡、1997）。

の と 化測

駿河山遺跡では、 ・ ・ 地区に分 する住居跡の 跡から を した。 地区では 15 基、 地

区では 7 基、 地区では 16 基の 38 基の 跡から を た。 の は、 れ れの 跡の

けた 分を んで行った。 れ れの地区の遺構名、 およ 番号は、第 11 に

てある。

考古地 測 の第 の 的は 土の 化の方 を ることにあるから、 として した 土

が、遺構 で 間的に のような方 をとっていたかが出 るだけ し かった 方 でなけ

れ ならない。このときの方 測 の が考古地 測 の の を するからである。し

かも、できるだけ時間がかからずに の い を できる方 が ましい。遺跡 での

の方 測 の がよ 、しかも、 り時間を要しない ン リン として、次に るような石

を用いる方 を 用している。

の は次のように行う。

まず、 跡の 面のよ けている 分を んで、 として する 土（こ し大）の周りに

さ の溝を掘る。このとき、 土が かないように、 の 分が遺構に ながったままの状 が

たれるように を付ける。溝が掘り がると、こ し大の 分や溝にある土 や土 を ではい

てきれいにしてお 。

次いで、 めの で いた石 を の 分にかけ、 が ずれないようにする。 の後、 いめ

に いた石 を 土の 面にのせ、 の を し付けて石 の 面に平面を る。

石 が まってから をはがし、石 平面の最大 （これを という）の方 と

の （ ）を 時に測ることができる考古地 用に特別に された特製 リ ーター

（ 、1971）で測り、 に記録する。石 平面には、 の面の （ ）と 方 を示

す 3 と の番号を 性 ー ーで書いた後、遺構から掘り起こす。 面にも石 をかけて し

た後、1 ず に んで れないようにする。

、 遺構からこのような を 10 〜 15 して、 に る。 の は い

測 の は するが、あまり ても能 が がらないので、 的な が 分 さ

なる最 の として、遺構 土の面積の大 にかか らず 記の を確 するように し

ている。

の 方 は リ ーターの で測ったものであるから、遺跡 での 北を基 にし

た方 となっており、 北から ずれた になっている。 のずれの の を るために、 、

、 地区で れ れ 1 地 で、 ンシ による の方 測を行った。遺跡 では、 ン

シ の の す北（ 北）を基 にして、 の方 を 測し、方 と 測時 を記録してお 。

の方 （ 北を基 にした）は、 測地 の緯 ・経 と 測時 が かると、 年 にある

測日の の 経・ 緯な の から によって めることが出 る。したがって、 測された

の方 と から められた方 との が、 北の 北からのずれの 、すな 、遺跡

における 在の が められる。

れ れの地 で 6 ず の 方 の 測をして られた駿河山遺跡 地区における 在の
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（ ）は、第 11 の に示されている。 化測 の の は、駿河山遺跡の 地区はこれら

の を って した。

化の測 には、 原 製のリン コ ー （ 85 ）を 用した。測 は

6 し で行った。

土 には種 の 性 物が まれており、中には 的な安 性に るものも まれている

合が い。また、 分な高 にまで せられていない 合には 的に不安 な成分の が大き

なる。これら不安 な 化成分は、最終 成が行 れて 化を した時以 、 在に至るま

で に地 に され続けているため、後世の 変 の を けて 化方 を変えてしまって

いるものも まれる。このような 化成分は 成時の地 を に記録したものとはいえない状

になっているので、 れらを し、最終 成 時の地 の方 を に記録している安 な 化

成分の を 出すことが 要となる。

不安 な 化成分を 的に する 的 として、 を 番 の中に いて 的に

するという が考 されており、 の に いても を行った。 的には、

土が から っていた 化（これを 然 化、   、

して、 という）を測 した後、 的に 番 を てい を行って、地

の記録である 生の 化を 出す。

には 原 製の （ 8601 ）を用い、 が 2 5 、5 0 、7 5 、

10 0 となる 4 で を行い、 化方 のまとまりがもっともよ なる を る。 的に

は、 とに 後の 化方 のまとまり 合を調 、10 までの で、 とにまとまり

合が なっていき、ある を境に の後 ら きが大き なる 合には、最もまとまりのよい

の を ータとして 用する。10 でもまだまとまり 合の が続いている 合には、 に、

15 0 、20 0 な より高い を設 し、 ら きが大き なるまで を り す。

とに、 が終 ると 化を測 し、 化方 の ら き 合や 化 の を検 し、

最も 的に不安 な 化成分を できた （最 ）を判 した。

３ 化の測

およ の 化の測 の 、 化方 が大き れている （2 〜 6 ）の

を け 、 ともまとまりの い 化方 を示した。 分な高 （ リー 以 の）にま

で されていると 化 も なり、 、10-4 〜 10-3( 2 ) の となる。 区 1 号住居の

化 も 10-4 の ー ーになっているので、充分に が がっていると れる。

最 の 化測 の は、地区に いては第12〜26 に、地区に いては第28〜34 に、

地区に いては第 36 〜 51 にまとめられている。 中に が付されている は、まとまった

化方 を示す から大き 化が れているものであることを示し、平 化方 を める

の にはこれらの は した。

平 化方 を める には、 シ ーの （ 、1953）を用いた。

とに、平 （ ）、平 （ ）、 シ ーの （ 95）、 シ ーの （ ）、

平 化 を する。 とに測 （ ）と に用いた の （ ）も

えて、 の は、 地区・ 地区・ 地区に いては、 れ れ第 27 ・第 35 ・第 52 に

示されている。

95 は測 ータから考えられる の 化方 が 95 の確 で存在する を示すもので、 の
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は、 によって られた平 化方 を中 に の周り 95の であることを している。

この は さい まとまりがよいことを示し、よ けて 化方 のまとまりがよい 跡の 合

には、 95 の は 3°より さ なる。 は の の 化の ら きの を す ータで、

が大きい 化方 の ら きが ないことを し、 跡の 合には、 、500 以 の となる。

で、 化 、 化方 な を考 して の地 の記録ではないと れる を

して、 、 、 95、 を し、 95 が最も さ 、 が最も大き なる を最 として、

のときの測 を考古地 ータとして 用する。

考古地 年代の

静岡県の中・東 では、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての考古地 ータは ないため、

測 を 合するには、西 日本の 2,000 年間の考古地 年変化 （ 岡、1977）を用

いるしかない。

第 27 、第 35 、第 52 の最 の を、西 日本の 年変化 に したのが

第 92、93、94 である。 が平 化方 を し、 95（ シ ーの 95 の ）は

を として示されている。 年変化 が静岡県中・東 の の地 変 を し し

ているとすると、 に最も近い 年変化 の 分の年代が、考古地 的に される 跡

の年代となる。また、この 年代の年代 （ ）は、 95 の に れる の 分の さで示

される。第 92、93、94 から される 、 、 地区の 跡の考古地 年代は、 れ れ次のよう

になる。

地区

4727 250 50 年

4158 240 20 年

4549 250 80 年

5285 230-40
70 年

4322 260 30 年

4347 250 40 年

4236 230-70
50 年

4242 260 40
-30 年

4250 250 60 年

4390 250 40
-30 年

4538 300 50
-140 年 は 1250 50

-30 年

4703 240 20 年

3021 210 80 年 は 670 50 年

3018 240 60 年

5325 260 30 年

地区

919 170 30 年 は 340 30 年 は 1240 70
-40 年

2100 230 20
-30 年
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802 250 80
-70 年

610 240 40 年

801 250 50 年

800 250 50 年

1749 240 70 年

地区

2218 250 50 年

3085 270 30 年

3272 170 50
-40 年 は 1220 30

-40 年

3271 250 50 年

1685 290 50 年

1335 220 30 年

2895 260 70 年

1313 150 40 年 は 360 40 年 は 1210 50 年 は 1320 30
-70 年

1316 220 90
-60 年

1307 250 50 年

2949 200 50
-40 年

328 280 30 年

2913 250 20 年

1822 260 30 年

1426 150 30 年 は 1200 30 年 は 690 30 年

1203 250 50
-30 年

が 年変化 より 、 も東 の が られるのは、西 日本（ を中 にし

ている）より経 が 東であることが原因であると考えられる。

用文

1953        

 217

1971      2,000    

 38

岡 1977 考古地 およ 第 古地 の最近の 第 15

岡 1981 考古地 による年代 と の 考古 28

岡 1989 古代 業生 遺跡の 然 的考 考古地 古地 の立 から

北 の古代 業生 北 古代 業生 史

岡 1997 北 における考古地

中・近世の北 、 考古 が る 史 北 中世土器 編 書

岡 、 村 1987 古 2 3 4 5 号の考古地 測

、 古 山 県埋蔵文化財調査報告 第 102 集 山 県
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11  

遺構名 番号

地区

4727 13  301 〜 313

4158 13  321 〜 333

4549 10  341 〜 350

5285 13  361 〜 373

4322 13  381 〜 393

4347 18  401 〜 418

4236 16  421 〜 436

4242 11  441 〜 451

4250 12  461 〜 472

4390 14  481 〜 494

4538 13  501 〜 513

4703 20  521 〜 540

3021 16  541 〜 556

3018 14  561 〜 574

5325 13  581 〜 593

地区

919 14  601 〜 614

2100 14  621 〜 634

802 12  641 〜 652

610 16  661 〜 676

801 11  681 〜 691

800 13  701 〜 713

1749 14  721 〜 734

地区

2218 14  1 〜 14

3085 13  21 〜 33

3272 12  41 〜 52

3271 14  61 〜 74

1685 12  81 〜 92

1335 14  101 〜 114

2895 12  121 〜 132

1313 10  141 〜 150

1316 6  151 〜 156

1307 12  161 〜 172

2949 20  181 〜 200

328 12  201 〜 212

2913 15  221 〜 235

1822 13  241 〜 253

1426 11  261 〜 271

1203 12  281 〜 292

34° 51 00 138° 07 57

在の − 6 28°（ 地区）

− 6 59°（ 地区）

− 6 36°（ 地区）

12 4727

5 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 301 14 4 59 0 2 98

302 16 0 59 5 3 21

303 16 2 66 6 1 14

304 17 5 60 5 32 5

305 13 1 63 0 11 8

306 21 0 60 4 4 91

307 24 1 62 4 17 7

308 18 8 62 3 9 34

309 18 7 63 3 17 2

310 9 9 62 0 4 44

   311 0 4 61 3 1 31

   312 3 9 66 3 1 24

   313 -8 5 61 9 0 932

の に したもの

13 4158

5 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 321 16 3 62 3 7 47

322 15 5 61 8 8 95

323 14 6 59 6 3 54

324 16 3 58 9 13 1

325 17 5 57 6 24 7

326 14 8 62 6 5 90

327 14 6 60 9 7 09

328 16 5 59 9 32 0

329 11 2 60 5 20 8

330 12 0 61 3 9 65

331 10 0 58 6 14 7

332 14 4 62 3 8 26

333 16 9 59 2 8 24

14 4549

10 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 341 -13 5 15 3 0 218

342 10 1 62 5 1 19

343 18 1 67 8 0 731

   344 -9 3 66 3 0 548

345 19 1 58 3 1 37

   346 -9 9 73 3 0 680

347 25 8 60 2 0 531

   348 -18 5 60 7 0 581

349 11 7 68 9 0 500

350 15 8 62 2 0 479

の に したもの
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15 5285

5 0

16 4322

7 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 361 11 7 58 1 1 10  381 17 8 63 8 1 72

362 15 2 60 2 1 38 382 22 1 60 1 4 19

   363 9 7 64 3 0 586 383 18 9 60 8 7 56

364 9 8 56 6 1 74 384 24 0 61 1 6 96

365 13 4 56 2 1 71 385 22 2 59 8 15 3

   366 -2 0 54 2 1 26 386 23 1 61 4 9 35

   367 10 6 51 1 0 971 387 21 5 61 1 8 52

368 18 7 58 1 0 495 388 22 7 58 6 18 8

369 11 9 59 0 0 748 389 18 4 56 9 29 6

370 4 8 56 6 0 553 390 17 3 59 8 8 69

371 12 9 58 1 0 752 391 18 1 56 9 8 30

   372 27 1 58 8 0 772 392 23 8 56 0 17 8

373 11 7 58 6 2 19    393 10 8 57 6 5 34

の に したもの の に したもの

17 4347

5 0

18 4236

• •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 401 16 0 62 4 16 7  421 13 8 61 2 1 51

402 11 4 57 3 11 9    422 -169 8 63 1 2 43

403 16 2 56 0 17 5    423 -104 3 63 9 2 15

404 21 4 60 1 30 3 424 5 2 61 2 0 814

405 8 9 58 5 24 4 425 27 0 58 9 2 94

   406 24 0 54 7 4 98 426 14 5 58 5 7 23

407 20 6 60 0 20 6 427 14 9 60 3 9 34

408 17 1 56 9 56 5 428 18 4 60 1 5 01

409 17 5 56 0 38 1 429 21 8 57 4 2 14

410 21 3 60 4 10 0 430 14 4 53 3 11 5

411 18 6 59 5 31 1 431 7 3 54 1 11 2

412 15 9 58 9 13 7 432 5 6 55 5 3 24

413 12 9 60 5 12 6 433 4 6 56 0 1 25

414 10 7 58 6 6 82 434 3 7 60 4 1 69

   415 21 0 64 8 7 46    435 15 8 68 7 1 31

416 16 1 58 9 6 13 436 7 1 58 1 2 47

417 7 3 60 5 2 85

418 7 6 63 3 5 43 の に したもの

の に したもの

第３ 駿河山遺跡の考古地 的

  - 199 -



 
 

19 4242

10 0

20 4250

20 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 441 20 9 54 8 2 48  461 18 5 63 0 0 494

   442 -40 3 41 0 0 560 462 19 8 58 3 1 16

443 20 5 58 9 3 41 463 24 6 69 3 0 800

444 19 5 54 5 3 85 464 12 2 61 6 2 92

   445 -23 0 69 7 0 820 465 12 3 60 4 1 67

446 9 4 56 9 0 661    466 -144 9 29 6 0 257

447 20 1 60 5 3 18 467 22 8 62 8 2 35

448 20 7 61 1 3 14 468 24 2 69 2 0 509

449 16 4 61 6 0 627    469 -174 4 -21 7 3 30

450 14 0 58 0 5 35 470 23 8 61 2 1 98

451 15 7 59 5 0 902    471 81 8 59 2 0 633

   472 58 0 65 5 0 354

の に したもの

の に したもの

21 4390

7 5

22 4538

7 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 481 22 7 56 2 0 528  501 13 8 57 7 1 90

482 26 0 59 2 1 17 502 24 9 57 9 3 21

483 18 6 63 1 1 09 503 7 0 52 2 0 436

484 20 3 64 1 1 18 504 16 3 55 5 1 69

485 14 2 64 1 0 322    505 22 5 64 9 0 664

486 24 3 54 4 3 70 506 8 6 56 7 1 37

487 20 7 60 8 3 76 507 4 0 60 7 0 580

   488 17 7 63 6 2 14 508 1 8 57 3 1 14

489 32 0 66 2 1 17 509 14 4 54 7 1 87

490 18 9 55 1 1 76 510 17 9 55 4 3 09

491 18 1 61 2 3 45 511 9 0 56 5 2 97

492 23 5 61 7 3 32 512 20 9 54 8 4 54

   493 -29 2 56 9 0 107 513 0 7 57 8 0 697

   494 29 9 -24 0 1 11

の に したもの

の に したもの

付編 駿河山遺跡の 然 分

- 200 -   



 
 

23 4703

5 0

24 3021

5 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 521 11 8 59 9 0 907  541 31 9 -35 5 1 09

522 18 0 60 6 3 43 542 6 4 73 7 0 634

523 13 4 63 3 8 49    543 36 8 70 4 2 80

524 11 7 65 0 6 00    544 85 4 68 1 0 448

525 8 5 60 6 0 840    545 -1 9 53 8 1 16

526 14 0 59 2 7 42    546 -2 9 56 2 1 07

527 8 9 63 0 10 9 547 -14 5 66 5 0 847

528 8 3 63 6 12 7    548 -8 5 51 5 0 984

529 9 5 62 0 3 19 549 -4 7 68 8 0 606

530 17 1 59 1 16 4 550 8 4 64 8 1 15

531 17 1 61 6 31 7    551 -2 2 55 4 1 20

532 12 5 58 7 17 0 552 -25 8 66 6 0 708

533 15 4 62 7 6 94 553 11 7 66 7 0 974

534 12 1 58 8 3 85 554 4 7 69 0 0 754

535 16 8 64 0 25 5 555 -8 5 68 1 1 19

536 19 4 61 4 12 3 556 3 1 64 5 1 52

   537 -7 3 58 6 1 34

538 15 6 60 0 2 04 の に したもの

539 18 9 65 4 1 99

540 13 9 64 0 2 22

の に したもの

25 3018

7 5

26 5325

15 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 561 19 8 59 3 0 677  581 14 3 57 4 2 95

562 17 8 65 3 0 684    582 3 7 62 7 0 356

563 10 4 55 8 0 766 583 18 2 57 4 3 62

   564 -9 6 56 6 0 469 584 25 4 58 2 2 57

565 3 7 57 0 0 992 585 24 3 59 6 1 78

   566 61 4 64 5 0 656 586 15 1 59 5 6 93

   567 41 8 73 5 1 27 587 23 3 62 2 0 506

568 18 1 63 9 0 598 588 18 9 59 0 17 7

569 8 0 54 9 0 957 589 25 6 62 2 6 30

570 16 4 71 8 0 383 590 20 4 63 3 13 3

571 9 4 68 6 1 46 591 15 4 59 1 1 32

572 21 8 71 8 0 605    592 21 6 66 8 0 355

   573 22 4 51 1 1 53 593 16 3 61 5 0 333

574 12 8 69 7 0 688

の に したもの

の に したもの

第３ 駿河山遺跡の考古地 的

  - 201 -



 
 

27 １

遺構名
 

（° )
 

（°）
95

（°）
化

（ 10- 2 ）

4727 10 13 16 1 61 8 1 93 630 7 12 2

2 5 10 13 17 2 61 7 1 84 691 7 11 7

5 0 10 13 17 0 62 0 1 74 772 6 10 5

7 5 12 13 14 9 62 3 1 93 507 7 7 83

10 0 10 13 15 5 61 5 2 13 514 3 4 62

4158 13 13 14 8 61 8 1 45 815 5 15 4

2 5 13 13 14 4 61 0 1 05 1563 7 14 8

5 0 13 13 14 7 60 4 1 01 1689 4 12 6

7 5 13 13 15 2 60 6 1 06 1541 3 10 5

10 0 13 13 15 0 61 2 1 14 1313 5 8 20

4549 6 10 25 2 63 3 8 23 67 2 1 91

2 5 5 10 23 1 65 5 7 07 118 2 1 87

5 0 5 10 20 8 64 1 4 65 271 5 1 44

7 5 5 10 18 9 63 2 4 21 331 4 1 11

10 0 6 10 17 1 63 4 4 08 271 0 0 800

15 0 6 10 17 0 66 6 4 78 197 1 0 651

5285 9 13 17 2 58 6 2 63 383 9 1 71

2 5 11 13 12 5 57 9 2 36 374 8 1 46

5 0 9 13 12 2 58 0 1 52 1143 3 1 19

7 5 8 13 13 5 58 1 1 64 1140 1 0 923

10 0 9 13 11 6 58 0 1 64 985 5 0 593

4322 11 13 19 7 59 6 1 47 969 0 15 9

2 5 12 13 19 8 59 1 1 41 953 1 14 9

5 0 12 13 21 0 59 6 1 44 915 4 13 3

7 5 12 13 20 9 59 7 1 39 983 0 11 4

10 0 12 13 21 3 59 7 1 45 898 5 8 93

4347 18 18 15 2 60 1 1 52 514 9 19 6

2 5 17 18 14 9 59 9 1 47 593 3 20 0

5 0 16 18 15 0 59 3 1 42 671 1 19 0

7 5 16 18 15 4 59 5 1 44 660 4 17 6

10 0 17 18 15 9 59 2 1 57 519 5 14 0

4236 13 16 11 7 60 0 3 14 174 7 5 59

2 5 13 16 10 9 59 2 2 59 257 0 5 36

5 0 13 16 12 1 58 2 2 39 300 7 4 64

7 5 13 16 12 4 57 9 2 47 281 6 3 88

10 0 13 16 12 2 58 1 2 46 285 1 3 00

4242 9 11 18 5 59 4 2 47 435 2 5 10

2 5 9 11 17 3 59 3 2 27 514 6 4 84

5 0 9 11 17 5 58 9 2 16 570 5 4 13

7 5 9 11 17 4 58 7 2 13 586 7 3 47

10 0 9 11 17 5 58 5 2 12 592 2 2 62

15 0 9 11 18 3 58 6 2 49 427 0 1 31

4250 12 12 153 2 23 8 27 83 3 4 13 9

2 5 12 12 150 5 27 9 30 54 3 0 13 2

5 0 12 12 141 3 42 3 37 95 2 3 11 2

7 5 5 12 28 8 65 1 7 52 104 4 5 22

10 0 7 12 23 5 62 8 4 08 219 7 4 08

15 0 8 12 21 0 62 8 3 48 254 3 2 00

20 0 8 12 19 4 63 3 3 16 309 0 1 49

25 0 8 12 17 1 64 6 3 84 209 3 0 890

付編 駿河山遺跡の 然 分

- 202 -   



 
 

27 ２

遺構名
 

（° )
 

（°）
95

（°）
化

（ 10- 2 ）

4390 12 14 25 7 62 1 2 97 214 9 3 30

2 5 12 14 21 5 61 3 2 61 276 9 3 12

5 0 12 14 21 1 60 7 2 35 340 8 2 51

7 5 11 14 20 7 60 4 2 25 413 3 2 04

10 0 12 14 20 1 60 6 2 42 321 3 1 37

4538 10 13 11 2 56 5 2 87 283 7 4 10

2 5 11 13 11 4 56 5 2 81 264 4 3 65

5 0 11 13 13 0 56 0 2 48 339 5 2 93

7 5 12 13 11 7 56 6 2 52 296 9 1 96

10 0 12 13 10 5 56 8 2 86 231 7 1 24

4703 18 20 12 8 63 2 1 50 532 5 10 6

2 5 18 20 13 1 62 2 1 15 908 3 10 3

5 0 19 20 13 9 61 8 1 13 889 4 9 15

7 5 19 20 13 6 61 9 1 15 858 2 7 97

10 0 19 20 14 1 61 7 1 24 736 2 6 40

3021 9 16 -15 0 72 6 4 76 118 0 1 43

2 5 9 16 -7 9 70 0 3 64 200 7 1 22

5 0 9 16 -2 2 68 1 3 47 220 6 0 931

7 5 8 16 2 4 68 1 3 87 205 8 0 726

10 0 9 16 -0 8 67 9 4 04 163 3 0 534

15 0 9 16 11 1 72 2 3 66 199 3 0 226

20 0 12 16 -3 3 70 6 4 81 82 5 0 173

25 0 10 16 -15 2 69 4 6 76 52 0 0 117

3018 12 14 33 3 75 1 3 64 142 8 1 52

2 5 12 14 22 5 72 4 3 52 153 3 1 31

5 0 11 14 18 0 67 4 4 05 127 7 1 06

7 5 10 14 13 2 63 9 4 28 128 5 0 781

10 0 10 14 13 1 64 0 4 65 108 8 0 609

15 0 10 14 20 0 63 6 4 80 102 3 0 411

5325 11 13 18 9 60 9 1 91 573 2 13 7

2 5 12 13 18 9 60 5 1 78 592 2 12 5

5 0 12 13 19 1 60 1 1 93 505 9 11 8

7 5 13 13 18 1 60 0 1 86 498 4 9 66

10 0 13 13 18 4 59 9 1 82 519 6 7 95

15 0 11 13 19 7 60 0 1 68 742 6 5 44

、 平 、 平 、

95 シ ーの 、 シ ーの

考古地 ータとして 用したもの

第３ 駿河山遺跡の考古地 的

  - 203 -



 
 

28 919

10 0

29 2100

7 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 601 4 5 59 1 0 719  621 14 0 59 7 0 964

602 15 2 51 0 0 975 622 11 6 55 2 5 14

603 6 9 52 1 1 25 623 9 8 59 2 11 9

604 6 6 53 4 0 311 624 15 3 59 2 2 27

605 15 3 55 2 49 8 625 8 3 60 9 0 982

607 -0 1 56 5 0 338 626 15 4 57 1 7 57

   608 29 5 74 9 5 06    627 19 5 54 1 21 5

609 22 5 57 0 21 6 628 9 2 58 4 6 05

610 17 6 55 2 5 68 629 10 2 59 8 0 656

611 1 0 53 8 0 362 630 12 7 62 8 0 977

612 14 1 54 3 1 13 631 14 2 56 1 1 85

613 4 3 52 4 0 262 632 8 7 58 2 3 17

614 7 3 55 2 0 327 633 12 8 59 2 0 784

634 9 0 57 2 0 594

の に したもの

の に したもの

30 802

15 0

31 610

5 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 641 15 9 62 4 0 119  661 8 1 59 8 12 7

642 12 3 62 6 0 217 662 10 8 57 4 7 41

643 27 6 63 1 1 47    663 0 9 61 4 9 17

644 24 7 64 9 1 78 664 14 4 58 4 28 5

645 8 0 62 9 0 289 665 14 6 58 8 20 8

647 43 7 37 4 0 599 666 17 8 60 4 42 3

648 16 7 67 1 0 292    667 18 6 54 0 66 1

   649 -18 4 65 5 0 151 668 12 4 54 5 24 1

   650 25 2 49 1 0 179 669 19 9 58 7 18 3

   651 -4 7 73 0 0 085 670 14 7 64 1 2 79

652 7 8 65 1 0 090 671 14 3 59 7 20 0

672 12 2 63 6 41 7

の に したもの 673 13 7 59 7 25 5

674 11 7 63 3 3 95

675 7 9 61 7 3 69

 10 7 59 8 7 82

の に したもの

付編 駿河山遺跡の 然 分

- 204 -   



 
 

32 801

2 5

33 800

5 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 681 22 1 62 9 10 0  701 19 3 62 7 18 3

682 16 5 65 6 6 84 702 13 4 57 5 32 0

683 18 5 61 4 19 6 703 23 3 59 2 22 4

684 15 9 58 6 18 6 704 12 1 63 0 44 9

685 19 7 59 1 46 5 705 16 0 63 3 47 5

686 19 9 58 9 85 7 706 17 7 58 3 26 9

   687 16 3 53 9 5 56 707 18 5 61 2 45 9

   688 10 5 48 5 15 8 708 12 4 57 7 14 4

   689 6 5 42 7 33 8 709 9 3 62 6 4 27

   690 7 8 53 9 44 1 710 14 1 65 2 7 78

691 14 7 59 8 10 7 711 19 7 63 8 8 13

712 16 1 61 8 6 88

の に したもの    713 15 9 51 8 3 03

の に したもの

34 1749

5 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 721 -2 7 66 6 1 32

722 3 9 63 3 1 08

   723 -12 9 61 4 0 805

724 1 2 62 8 8 03

725 14 8 60 8 11 2

726 19 5 59 4 1 61

727 24 8 59 8 3 07

728 9 2 63 1 0 591

   729 -11 3 60 9 7 60

730 20 5 62 8 12 8

   731 38 1 65 2 1 85

   732 -35 5 65 2 0 624

733 21 3 62 9 1 95

   734 -10 1 47 1 3 24

の に したもの

第３ 駿河山遺跡の考古地 的

  - 205 -



 
 

35

遺構名
 

（° )
 

（°）
95

（°）
化

（ 10- 2 ）

919 9 14 10 7 57 7 4 52 130 8 11 4

2 5 12 14 8 3 57 4 2 96 216 6 8 46

5 0 11 14 10 1 55 8 2 91 247 5 8 93

7 5 11 14 10 3 55 2 3 03 228 6 8 35

10 0 12 14 8 8 54 8 2 73 254 0 6 90

15 0 12 14 9 1 54 6 2 96 216 6 4 75

2100 14 14 11 6 59 8 2 01 390 7 6 19

2 5 13 14 10 9 59 2 1 43 838 6 4 55

5 0 13 14 11 8 58 9 1 31 1000 1 3 95

7 5 13 14 11 7 58 7 1 24 1117 6 3 30

10 0 13 14 12 2 59 0 1 41 871 2 2 55

802 7 11 29 5 69 1 5 11 140 5 3 12

2 5 7 11 23 8 67 6 5 07 142 7 2 88

5 0 7 11 19 5 65 5 4 14 213 6 2 45

7 5 7 11 19 0 63 5 3 94 235 3 2 02

10 0 8 11 14 3 64 7 3 36 272 7 1 39

15 0 7 11 16 1 64 2 2 83 455 2 0 608

20 0 7 11 21 5 66 6 4 26 201 6 0 349

610 14 16 12 8 60 4 1 71 542 0 20 3

2 5 15 16 11 7 60 3 1 72 494 7 19 4

5 0 14 16 13 1 60 0 1 51 697 1 18 5

7 5 14 16 13 1 60 3 1 63 595 6 16 4

10 0 15 16 12 3 60 6 1 77 465 2 13 2

801 7 11 17 8 61 6 2 54 566 7 28 9

2 5 7 11 18 2 60 9 2 14 793 3 28 3

5 0 7 11 19 8 61 2 2 40 635 9 25 8

7 5 7 11 19 6 61 4 2 45 610 0 22 0

10 0 7 11 18 2 60 9 2 26 715 5 17 3

15 0 7 11 17 9 62 6 3 76 258 7 8 89

800 13 13 15 2 61 4 1 66 623 2 23 1

2 5 12 13 15 0 61 6 1 76 610 6 24 6

5 0 12 13 16 0 61 4 1 71 642 0 23 3

7 5 12 13 15 6 61 3 1 94 503 6 21 0

10 0 12 13 14 2 61 1 2 00 469 9 17 9

1749 9 14 13 3 64 3 3 49 218 5 5 46

2 5 9 14 12 6 63 2 3 42 227 6 5 28

5 0 9 14 13 0 62 7 3 19 261 1 4 63

7 5 9 14 13 5 62 1 3 59 207 0 3 83

10 0 9 14 12 6 61 9 3 55 211 7 2 92

、 平 、 平 、

95 シ ーの 、 シ ーの

考古地 ータとして 用したもの

付編 駿河山遺跡の 然 分

- 206 -   



 
 

36 2218

5 0

37 3085

10 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

  1 -67 2 36 1 0 444  21 15 7 58 5 0 576

    2 -25 8 58 4 1 65    22 9 4 64 1 1 06

3 25 8 60 4 4 15 23 13 6 58 2 2 35

4 11 2 56 3 1 03 24 17 5 60 8 2 13

5 5 6 60 0 1 45 25 19 5 58 7 5 60

6 23 0 63 7 2 22 26 17 6 55 9 0 358

7 16 3 62 9 7 17 27 20 6 57 9 2 29

8 17 5 61 8 1 29 28 14 4 56 6 7 73

9 -33 0 59 6 2 30 29 18 4 59 1 7 62

   10 15 9 61 3 3 62 30 7 0 57 2 0 460

11 11 1 60 2 3 19    31 18 5 50 9 4 13

12 24 0 59 2 1 62    32 26 8 46 3 5 65

   13 -112 7 74 6 0 462 33 12 3 56 6 1 16

14 11 0 59 7 0 803

の に したもの

の に したもの

38 3272

5 0

39 3271

10 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 41 8 0 61 2 0 464  61 8 4 59 5 0 344

42 9 6 55 9 0 487 62 10 1 54 9 0 257

   43 -99 1 50 1 0 297    63 0 5 54 6 0 253

   44 -35 3 -43 0 0 115    64 -4 4 55 6 0 194

   45 29 7 47 4 2 22    65 23 9 64 4 0 612

   46 2 3 73 0 0 330    66 28 8 57 7 4 85

47 3 6 63 5 0 740 67 17 9 60 5 7 26

   48 65 3 48 0 0 729    68 -1 4 62 5 0 125

   49 32 3 37 0 2 18 69 12 0 60 3 0 520

   50 36 5 57 8 0 864 70 18 6 57 7 4 19

51 2 2 56 0 0 447 71 8 8 58 9 1 76

52 -4 2 55 0 0 426 72 17 5 57 3 1 05

   73 -1 5 49 8 0 179

の に したもの 74 12 8 56 1 0 202

の に したもの

第３ 駿河山遺跡の考古地 的

  - 207 -



 
 

40 1685

5 0

41 1335

7 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 81 21 0 60 8 4 40  101 12 4 60 8 1 91

   82 -34 4 -30 2 10 7 102 16 5 58 4 1 86

   83 7 6 49 1 7 07 103 17 6 61 7 1 75

84 21 6 55 0 18 3    104 27 1 40 9 0 635

   85 -17 4 53 3 14 9 105 9 3 60 3 1 02

   86 -2 4 59 7 2 50 106 18 8 63 4 1 00

87 14 3 52 5 30 2 107 6 7 62 2 1 38

   88 -3 2 64 4 0 775 108 8 0 60 7 0 654

89 14 1 62 3 1 37 109 3 0 61 6 1 20

   90 33 4 54 3 3 93 110 7 8 57 3 1 48

91 19 8 53 5 2 94 111 4 2 58 4 0 659

92 21 6 58 0 2 03 112 2 3 60 1 0 957

113 14 9 55 4 0 841

の に したもの 114 18 8 63 1 2 96

の に したもの

42 2895

10 0

43 1313

7 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 121 -33 1 56 7 0 725  141 36 5 45 1 0 163

122 16 1 55 3 0 791    142 25 7 51 5 0 493

123 15 8 56 8 0 815 143 8 5 55 9 0 436

   124 -22 3 58 1 0 152 144 4 0 59 6 0 616

   125 -5 2 56 5 0 393 145 6 5 57 3 1 10

   126 -9 6 63 0 0 312 146 4 2 50 5 0 510

127 16 2 62 4 0 318    147 18 2 -42 3 1 18

128 17 1 58 5 0 364    148 2 2 72 2 1 63

129 15 1 55 8 0 450 149 4 7 51 1 2 41

130 19 5 62 8 0 447 150 5 5 49 2 2 53

   131 -3 6 58 3 0 378

132 6 6 53 8 0 423 の に したもの

の に したもの

44 1316

2 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 151 1 0 69 7 1 33

152 14 8 69 2 3 22

153 27 2 64 0 1 90

154 -14 1 61 7 0 822

155 18 3 55 8 1 62

156 9 8 59 8 0 457

付編 駿河山遺跡の 然 分

- 208 -   



 
 

45 1307

5 0

46 2949

7 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 161 15 4 51 5 1 08  181 -7 0 63 7 0 199

162 18 7 56 1 3 21 182 0 7 55 3 0 155

163 12 0 59 8 0 70 183 11 5 59 5 0 196

164 10 1 62 4 0 495 184 15 8 62 6 0 303

165 12 2 60 7 1 04 185 10 3 56 6 0 177

   166 21 9 48 2 22 5 187 12 2 57 9 0 319

167 22 9 62 9 7 57 188 5 7 62 3 0 471

168 22 4 64 1 4 13 189 20 3 57 7 1 98

169 17 1 57 3 10 4    190 19 5 52 2 4 94

   170 26 2 50 0 3 35    191 27 1 66 5 0 525

   171 0 6 53 9 9 83 192 6 8 67 1 0 234

172 21 0 60 1 2 17 193 3 9 64 3 0 141

   194 -13 1 54 7 0 219

の に したもの    196 -6 7 53 9 0 125

197 -6 9 58 9 0 172

   198 -21 5 57 1 0 160

199 0 7 62 2 0 136

200 -1 2 62 6 0 099

の に したもの

186、195 は測 中に

47 328

7 5

48 2913

2 5

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 201 16 6 55 8 22 4  221 16 0 59 8 2 75

202 12 4 57 4 2 56 222 17 4 64 6 4 02

   203 147 7 60 6 4 44 223 19 9 60 3 5 31

204 14 0 55 0 42 4 224 22 1 61 2 9 51

205 18 7 57 1 6 00 225 20 2 60 2 10 1

206 14 0 54 0 0 723 226 16 8 63 2 3 87

207 18 1 61 9 4 68 227 22 8 61 3 8 74

208 21 5 60 5 11 8 228 9 8 58 8 13 9

209 13 5 57 0 33 7 229 17 8 61 0 3 59

   210 10 3 49 8 1 79 230 26 5 61 4 24 0

211 18 7 59 6 2 09 231 14 7 60 3 52 3

212 19 9 55 9 5 00 232 13 1 59 3 14 6

233 12 2 60 8 5 01

の に したもの 234 21 5 59 4 20 6

   235 12 9 56 0 19 2

の に したもの

第３ 駿河山遺跡の考古地 的

  - 209 -



 
 

49 1822

2 5

50 1426

10 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 241 20 4 59 4 10 5  261 -28 9 13 3 0 251

242 16 0 57 5 47 0 262 -9 4 61 2 0 307

243 18 9 57 2 17 5    263 8 8 65 5 0 644

244 18 3 60 2 36 9 264 -3 9 61 4 0 667

245 23 6 58 4 38 2 265 -2 6 59 0 0 833

246 17 3 56 8 9 81    266 -16 5 51 6 0 558

247 20 4 58 7 16 3 267 -8 0 60 7 0 467

248 14 0 58 5 6 87    268 11 3 58 3 0 944

249 24 1 59 5 21 8 269 0 1 57 4 0 393

   250 8 6 63 7 1 86 270 -2 8 58 0 0 648

251 16 5 61 8 3 16 271 3 5 57 2 0 498

252 17 7 57 5 2 64

253 12 7 59 4 2 31 の に したもの

の に したもの

51 1203

15 0

番号
(° ) （°）

化
（ 10- 2 ）

 281 13 4 58 2 0 497

282 19 9 62 0 0 902

283 16 0 63 3 12 5

284 18 5 62 3 0 815

285 26 1 59 4 1 58

286 18 5 56 6 18 4

287 18 7 57 0 27 6

288 16 6 62 6 1 24

   289 -162 0 85 1 2 71

290 15 3 60 2 22 4

291 18 8 56 3 11 9

292 19 2 61 8 18 6

の に したもの

付編 駿河山遺跡の 然 分

- 210 -   



 
 

52 １

遺構名
 

（° )
 

（°）
95

（°）
化

（ 10- 2 ）

2218 10 14 12 9 60 5 2 93 273 0 3 17

2 5 10 14 15 9 60 4 2 55 358 6 2 94

5 0 10 14 16 0 60 7 2 30 441 6 2 65

7 5 10 14 16 8 59 8 2 39 410 4 2 13

10 0 10 14 15 1 60 2 2 72 315 3 1 56

3085 12 13 15 6 57 8 2 93 220 8 4 86

2 5 10 13 15 9 58 4 1 96 605 6 5 13

5 0 11 13 15 5 57 7 2 00 519 9 4 55

7 5 10 13 15 3 57 9 1 79 727 2 3 74

10 0 10 13 15 6 58 0 1 54 981 7 3 03

15 0 10 13 18 7 58 9 1 95 615 5 1 55

3272 5 12 -7 4 60 3 7 25 112 5 0 818

2 5 5 12 -4 4 61 6 6 91 123 4 0 656

5 0 5 12 3 7 58 4 4 53 286 5 0 513

7 5 5 12 2 4 56 1 4 71 265 0 0 353

10 0 5 12 4 7 55 2 4 82 253 2 0 266

3271 8 14 13 4 62 6 3 47 255 8 2 74

2 5 9 14 14 2 62 3 2 10 601 5 2 35

5 0 8 14 14 1 59 9 2 05 730 8 2 71

7 5 8 14 12 7 60 1 2 06 726 8 2 35

10 0 8 14 13 3 58 2 2 04 739 2 1 95

15 0 9 14 12 3 58 4 2 49 426 9 1 28

1685 8 12 20 1 57 8 4 04 189 3 8 30

2 5 8 12 11 7 58 2 4 00 193 1 7 80

5 0 6 12 18 8 57 1 3 68 333 0 9 87

7 5 6 12 19 1 57 2 3 83 306 8 7 95

10 0 6 12 19 4 57 5 4 88 189 7 5 96

1335 14 14 5 7 65 6 4 27 87 4 1 89

2 5 14 14 13 5 62 7 2 73 213 7 1 75

5 0 12 14 9 8 61 5 2 59 282 0 1 80

7 5 13 14 10 8 60 4 1 93 462 0 1 36

10 0 13 14 11 4 60 4 2 34 313 6 1 10

2895 8 12 19 2 60 2 6 41 75 5 1 11

2 5 7 12 17 1 62 3 3 54 291 9 0 984

5 0 7 12 15 2 60 2 3 13 372 0 0 926

7 5 7 12 16 4 58 5 3 71 265 6 0 673

10 0 7 12 15 0 58 0 3 09 382 8 0 515

15 0 7 12 18 0 58 7 3 92 237 6 0 272

1313 8 10 7 2 58 8 7 62 53 8 1 82

2 5 7 10 11 1 55 4 4 44 185 8 1 56

5 0 6 10 6 9 53 3 3 71 327 9 1 68

7 5 6 10 5 6 53 9 3 60 348 1 1 27

10 0 6 10 7 5 53 3 4 50 223 0 0 989

1316 6 6 5 7 64 1 11 48 35 0 1 77

2 5 6 6 9 8 64 0 7 03 91 8 1 56

5 0 6 6 6 8 62 7 7 45 81 9 1 46

7 5 6 6 7 1 62 2 8 62 61 4 1 09

10 0 6 6 6 4 61 8 8 61 61 6 0 819

第３ 駿河山遺跡の考古地 的
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52 ２

遺構名
 

（° )
 

（°）
95

（°）
化

（ 10- 2 ）

1307 10 12 14 4 59 8 3 04 253 2 4 54

2 5 8 12 13 2 60 2 3 03 335 6 4 79

5 0 8 12 17 0 60 5 2 51 489 0 3 71

7 5 8 12 13 8 60 0 3 97 195 8 2 88

10 0 8 12 15 1 59 5 3 43 262 2 2 31

15 0 8 12 13 6 57 5 3 43 262 1 1 48

2949 13 19 17 6 64 1 4 33 92 8 1 08

2 5 13 18 14 3 64 1 3 63 131 2 0 971

5 0 12 18 8 9 62 1 3 19 186 2 0 500

7 5 13 18 5 8 61 1 2 74 229 7 0 352

10 0 13 18 6 8 59 4 2 89 206 2 0 232

15 0 12 18 9 3 61 6 3 33 171 0 0 164

328 10 12 18 2 57 6 2 04 564 3 13 6

2 5 10 12 17 6 57 7 1 85 683 8 13 6

5 0 10 12 17 6 57 6 2 03 566 6 13 7

7 5 10 12 16 7 57 5 1 80 721 4 13 1

10 0 10 12 15 9 57 4 2 39 711 1 9 75

2913 14 15 16 4 60 8 1 39 818 0 11 9

2 5 14 15 17 9 60 9 1 34 879 1 12 7

5 0 14 15 18 5 61 1 1 35 862 8 12 0

7 5 14 15 17 9 61 2 1 39 819 6 11 4

10 0 14 15 17 2 61 2 1 38 825 5 8 24

1822 12 13 16 7 58 9 1 49 847 0 16 6

2 5 12 13 18 4 58 8 1 22 1262 7 17 7

5 0 11 13 17 7 58 3 1 48 952 0 17 8

7 5 11 13 18 1 58 0 1 25 1327 7 15 3

10 0 11 13 17 0 57 4 1 36 1130 5 12 3

1426 6 11 -8 8 60 5 3 23 432 5 1 58

2 5 7 11 -3 5 59 0 3 51 295 9 1 48

5 0 7 11 0 5 59 6 2 59 545 7 1 16

7 5 7 11 -2 1 58 8 3 16 366 1 0 790

10 0 7 11 -3 1 59 3 2 17 778 3 0 545

15 0 6 11 -4 0 58 6 2 83 562 4 0 414

1203 11 12 16 2 61 4 2 15 450 0 18 0

2 5 11 12 16 1 61 2 2 04 504 1 19 4

5 0 11 12 16 6 60 7 2 00 520 7 18 2

7 5 11 12 18 0 60 2 2 05 498 8 17 4

10 0 11 12 17 5 59 8 1 99 529 2 14 1

15 0 11 12 18 3 60 0 1 74 692 1 10 6

20 0 11 12 17 4 60 0 2 03 506 6 5 27

、 平 、 平 、

95 シ ーの 、 シ ーの

考古地 ータとして 用したもの

付編 駿河山遺跡の 然 分
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ふりがな するがやまいせきⅤ（やよい・こふん・れきしじだいへん３）

書名 駿河山遺跡Ⅴ（弥生・古墳・歴史時代編３）

副書名 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻次 島田市−８

シリーズ名 静岡県埋蔵文化財センター調査報告

シリーズ番号 第 34 集

編著者名 田中萌子／大竹弘高

編集機関 静岡県埋蔵文化財センター

所在地 〒 422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田 23-20 電話 054(262)4261( 代 )

発行年月日 平成 25 年 ３月 29 日

ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

するがやまいせき

駿河山遺跡

しずおかけんしまだし

静岡県島田市 

うしお

牛尾

22209 25

世界測地系 

34° 51′ 13″

世界測地系 

138° 7′ 46″ 199808 

〜 

200203

23,783 ㎡

開発等の事

業に伴うも

の (道路 )日本測地系 

34° 51′ 1″

日本測地系 

138° 7′ 57″

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

駿河山遺跡 集落

弥生時代後期

〜古墳時代前

期・古代〜近

世

溝状遺構 

土坑 

性格不明遺構 

掘立柱建物跡

弥生土器・土師器・土

製品・灰釉陶器・山茶

碗・石器

要 約

駿河山遺跡は、縄文時代中期前半〜後期前半、弥生時代後期〜古墳時代前期、平安時代〜中世に

至る複合遺跡である。本書は弥生・古墳・歴史時代編の第３分冊で、駿河山遺跡の最終報告書である。 

駿河山遺跡では、遺構として報告可能なものだけでも、溝状遺構７本、土坑 159 基、不明遺構

10 基が検出された。特にＳＤ50838 は集落を区画する溝と考えられ、この溝を境として東に居住域、

西に墓域が展開している。さらにこの溝は弥生時代中期末〜古墳時代前期の方形周溝墓群を切っ

ていることから古墳時代前期に集落に何らかの変化が起きた可能性を示唆している。土坑・性格不

明遺構に関しては、土器や礫の充填されたものが確認できるため、祭祀遺構の可能性が考えられる。 

平安時代以降の遺構は、掘立柱建物、溝状遺構、土坑が検出された。集落の存在は判然としな

いが、古代以降も駿河山遺跡付近での断続的な土地の利用の様子が窺える。



  
 

 












